
三
蟠
鉄
道
の
歴
史

小
西

伸
彦

は
じ
め
に

１
８
６
９
（
明
治
２
）
年

11月
の
鉄
道
建
設
廟
議
決
議
を
果
た
し
、
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年

10月

14日
に
新
橋
・
横
浜
間
の
鉄
道
を

開
業
さ
せ
た
の
が
大
隈
重
信
や
伊
藤
博
文
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
二
次
大
隈
内
閣
時
代
の
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年

11月
、
大
隈
は

京
都
御
所
で
執
り
行
わ
れ
た
大
正
天
皇
即
位
の
礼
に
参
列
し
、
国
有
鉄
道
の
軌
間
を
１
０
６
７
㎜
（
３
フ
ィ
ー
ト
６
イ
ン
チ
）
に
決
め
た

の
は
一
生
一
大
の
失
策
で
あ
っ
た
と
語
っ
た
と
い
う
。
軌
間
と
は
レ
ー
ル
と
レ
ー
ル
の
幅
で
あ
る
。
日
本
の
鉄
道
は
、
新
橋
・
横
浜
間
開

業
以
降
、
軌
間
１
０
６
７
㎜
、
狭
軌
幅
で
営
業
距
離
を
延
ば
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
国
際
標
準
軌
は
新
幹
線
に
採
用
し
た
１
４
３
５
㎜

（
４
フ
ィ
ー
ト
８
イ
ン
チ
半
）
で
あ
る
。
大
隈
は
標
準
軌
で
な
く
、
狭
軌
を
選
択
し
た
こ
と
を
一
生
一
大
の
失
策
と
後
悔
し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
軌
間
が
広
い
と
走
行
安
定
性
は
高
ま
る
。
つ
ま
り
標
準
軌
は
輸
送
量
、
速
度
、
安
全
性
す
べ
て
に
お
い
て
狭
軌
を
凌
駕
す
る
。

半
面
、
車
両
が
大
型
化
す
れ
ば
鉄
道
設
備
も
必
然
的
に
大
型
化
す
る
。
建
設
費
も
高
額
に
な
る
。
廟
議
決
議
の
こ
ろ
大
隈
は
、
敷
設
距
離
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は
２
０
０
０
マ
イ
ル
か
ら
３
０
０
０
マ
イ
ル
、
つ
ま
り
３
２
０
０
㎞
か
ら
４
８
０
０
㎞
あ
れ
ば
十
分
で
、
国
土
の
狭
い
日
本
に
は
標
準
軌

で
な
く
狭
軌
で
こ
と
足
り
る
と
考
え
て
い
た
の
だ
と
い
う １
。

も
っ
と
も
、
明
治
政
府
の
狭
軌
採
用
の
経
緯
に
は
諸
説
が
あ
る
。
軌
間
が
意
味
す
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
イ
ギ
リ
ス
の
提
案

を
鵜
呑
み
し
た
、
あ
る
い
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
が
り
始
め
て
い
た
狭
軌
が
日
本
の
国
情
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
、
な
ど
と
い
う
説
も

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
廟
議
決
議
の
こ
ろ
の
大
隈
が
、
軌
間
の
意
味
す
る
こ
と
を
た
だ
し
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
よ
う
で
あ
る
。

新
橋
・
横
浜
間

29㎞
（

18マ
イ
ル
）
に
始
ま
っ
た
日
本
の
鉄
道
営
業
距
離
は
現
在
、
Ｊ
Ｒ
と
私
鉄
を
あ
わ
せ
２
万
７
０
０
０
㎞
に
お
よ

ん
で
い
る
。
明
治
新
政
府
で
大
隈
や
伊
藤
ら
が
最
優
先
課
題
と
し
た
こ
と
の
一
つ
に
、
欧
米
列
強
と
の
間
で
結
ば
れ
た
不
平
等
条
約
の
改

定
が
あ
っ
た
。
通
商
条
約
改
定
の
た
め
に
は
、
日
本
が
列
強
と
対
等
に
渡

り
合
え
る
文
明
国
、
経
済
国
に
成
長
し
た
こ
と
を
認
め
さ
せ
な
け
れ
ば
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
人
々
の
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。
建
物
を

洋
風
化
し
、
普
段
目
に
す
る
も
の
か
ら
変
え
て
い
く
こ
と
に
加
え
、
人
心

を
驚
か
せ
る
よ
う
な
話
題
も
提
供
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
手

段
が
鉄
道
で
あ
っ
た
。
当
然
、
大
隈
や
伊
藤
ら
が
鉄
道
に
期
待
し
た
こ
と

は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
産
業
の
近
代
化
を
急
ぎ
、
農
業
国
か
ら
工
業
国

へ
の
転
換
を
は
か
る
こ
と
、
一
日
も
早
い
資
本
主
義
社
会
の
構
築
、
東
西

両
京
の
時
間
距
離
短
縮
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
鉄
道
が
江
戸
時
代
ま
で
の
交

通
機
関
に
大
き
く
水
を
開
け
た
の
は
高
速
・
安
全
・
大
量
輸
送
で
あ
る
。
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そ
の
差
別
化
は
産
業
発
展
、
軍
事
輸
送
に
大
き
く
貢
献
し
、
大
隈
や
伊
藤
ら
の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
た
展
開
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

明
治
時
代
の
鉄
道
発
展
の
陰
に
は
「
鉄
道
熱
」
と
呼
ば
れ
る
三
回
の
鉄
道
敷
設
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
第
一
次
鉄
道
熱
で
は
国
内
の
主
要

幹
線
が
形
成
さ
れ
、
第
二
次
鉄
道
熱
で
は
亜
幹
線
網
が
敷
か
れ
、
第
三
次
鉄
道
熱
で
は
小
都
市
間
を
結
ぶ
地
方
密
着
型
の
鉄
道
多
数
が
産

声
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
１
９
２
２
（
大
正

11）
年
４
月

11日
に
公
布
さ
れ
た
法
律
第

37号
「
鉄
道
敷
設
法
」
が
示
し
た
予
定
線
１
４
９
な

ど
を
経
て
、
日
本
国
内
に
は
網
の
目
の
よ
う
な
線
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

小
稿
で
紹
介
す
る
三
蟠
鉄
道
は
第
三
次
鉄
道
熱
の
申
し
子
で
あ
る
。
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
に
開
業
し
た
が
１
９
３
１
（
昭
和
６
）

年
に
は
姿
を
消
し
た
夭
折
の
鉄
道
で
あ
る
。
短
命
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、
岡
山
市
街
地
か
ら
三
蟠
港
を
結
ん
で
い
た
都
市
近
郊
線
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
歴
史
が
た
だ
し
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い
と
考
え
、
国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
等
か
ら
小
稿
を
起
こ
す

こ
と
に
し
た
。

１
三
蟠
港

１
―
１

沖
新
田
開
発
と
三
蟠

三
蟠
は
旭
川
下
流
の
左
岸
の
沖
積
地
に
位
置
す
る ３
。
三
蟠
鉄
道
下
平
井
駅
の
南
か
ら
三
蟠
駅
ま
で
の
線
路
は
、
倉
田
新
田
と
沖
新
田
に

敷
か
れ
て
い
た
。

新
田
開
発
が
本
格
化
し
た
の
は
江
戸
時
代
で
あ
る
。
戦
国
時
代
が
終
わ
り
太
平
の
世
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
戦
闘
的
に
所
領
拡
大
を
は

か
っ
て
き
た
諸
大
名
が
新
田
開
発
に
よ
る
領
国
経
営
に
政
策
を
転
じ
た
。
新
田
に
は
藩
み
ず
か
ら
が
開
発
す
る
藩
営
新
田
、
戦
国
時
代
の

国
侍
が
土
着
帰
納
す
る
土
豪
開
発
新
田
、
町
人
が
開
発
を
請
負
う
町
人
普
請
新
田
、
村
役
人
が
開
発
を
受
け
も
つ
村
請
新
田
な
ど
が
あ
っ
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た
が
、
備
前
の
新
田
開
発
に
は
藩
主
池
田
氏
が
下
命
し
た
藩
営
が
多
か
っ
た ４
。

三
蟠
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
倉
田
新
田
は
倉
安
川
の
開
削
に
と
も
な
う
１
６
７
９
（
延
宝
７
）

年
に
開
か
れ ５
、
沖
新
田
は
１
６
９
２
（
元
禄
５
）
年
、
藩
主
・
池
田
綱
政
の
命
に
よ
り
津
田

永
忠
が
開
梱
し
た ６
。
沖
新
田
開
発
に
あ
た
り
津
田
は
、
全
長

12㎞
（
３
里
、
６
５
１
８
間
）

の
工
区
（
丁
場
）
を
九
分
し
て
工
事
を
競
わ
せ
、
完
成
し
た
新
田
も
一
番
、
三
番
、
四
番
、

五
番
、
六
番
、
七
番
、
外
七
番
、
九
番
の
八
ヵ
村
に
分
け
た ７
。
吉
井
川
河
口
右
岸
に
位
置
し

た
九
番
丁
場
「
沖
新
田
之
内
九
番
」
は
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
、
九
蟠
村
に
、
旭
川
河
口

左
岸
の
三
番
丁
場
「
沖
新
田
之
内
三
番
」
は
１
８
８
９
（
明
治

22）
年
、
三
蟠
村
に
な
っ
た ８
。

１
―
２

京
橋
と
三
蟠
港

近
世
岡
山
市
街
の
港
は
、
高
瀬
舟
と
瀬
戸
内
海
航
路
の
結
節
点
・
京
橋
で
あ
っ
た
。
旭
川

の
高
瀬
舟
は
京
橋
か
ら
真
島
郡
高
田
村
（
現
在
の
真
庭
郡
勝
山
）
に
上
り
、
倉
安
川
を
介
し
て
吉
井
川
水
系
に
も
航
路
を
広
げ
、
瀬
戸
内

近
海
を
航
行
す
る
船
舶
も
寄
港
し
た
。
京
橋
界
隈
に
は
商
工
業
施
設
や
遊
楽
施
設
が
集
ま
り
、
岡
山
の
玄
関
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
旭
川
下
流
域
は
年
々
天
井
川
へ
と
姿
を
変
え
、
京
橋
の
河
道
を
塞
い
だ
土
砂
が
瀬
戸
内
航
路
の
通
船
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
三
蟠
港
で
あ
る
。
京
橋
に
代
わ
る
岡
山
の
海
の
玄
関
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

『
三
蟠
村
誌
』
に
は
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
６
月

13日
、
三
蟠
港
沖
に
フ
ラ
ン
ス
船
・
ア
ス
ピ
ラ
船
が
来
航
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
は
３
隻
の
ボ
ー
ト
に
分
乗
し
て
旭
川
を
測
量
し
た
が
、
京
橋
ま
で
遡
上
す
る
こ
と
が
で
き
ず
去
っ
て
い
っ
た
と
い
う １
０

。
『
岡

山
市
史
産
業
経
済
編
』
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
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明
治
維
新
後
、
藩
政
時
代
保
護
さ
れ
て
い
た
山
林
伐
採
の
開
放
と
旭
川
上
流
の
砂
鉄
採
取
の
勃
興
に
よ
り
、
旭
川
の
川
底
の
土
砂
堆

積
は
著
し
く
、
明
治
四
・
五
・
十
三
・
十
四
・
十
九
・
二
十
五
年
と
度
々
水
禍
に
み
ま
わ
れ
、
ま
た
河
口
埋
積
の
た
め
、
十
噸
の
巡

航
船
す
ら
辛
う
じ
て
通
航
し
得
る
状
態
と
な
っ
た １
１。

旭
川
上
流
部
の
地
質
は
、
大
部
分
が
中
生
代
白
亜
紀
の
花
崗
岩

か
こ
う
が
ん

と
安
山
岩
類
で
、
中
流
部
は
古
生
代
か
ら
中
生
代
の
泥
岩
や
閃
緑
凝

せ
ん
り
ょ
く
ぎ
ょ
う

灰
岩

か
い
が
んな
ど
の
固
結
堆
積
物
か
ら
な
り
、
下
流
部
は
礫
、
砂
、
泥
な
ど
新
生
代
第
四
紀
沖
積
世
の
堆
積
物
で
あ
る
。
花
崗
岩
に
は
水
が
染
み

込
み
に
く
く
、
風
化
に
よ
り
真
砂
に
な
り
や
す
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
。
そ
の
た
め
降
っ
た
雨
の
多
く
が
真
砂
と
と
も
に
下
流
に
流
れ
て

ゆ
く
。

中
国
山
地
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
の
砂
鉄
生
産
地
で
あ
っ
た
。
近
世
の
国
内
シ
ェ
ア
は

60％
か
ら

70％
で １
２、
近
代
に
は
比
重
選
鉱
に
よ

る
鉄
穴

か
ん
な

流 な
がし
と
鑪 た
た
ら製
鉄
が
主
流
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
花
崗
岩
に
含
ま
れ
る
砂
鉄
の
割
合
は
０
・

15％
か
ら
０
・
３
％
に
過
ぎ
ず
、
砂
鉄

採
取
後
の
土
砂
は
そ
の
ま
ま
下
流
へ
流
さ
れ
た
。
鑪
の
燃
料
は
木
材
で
あ
っ
た
。
１
回
の
製
鉄
で
２
ト
ン
の
鉄
塊
を
生
産
す
る
に
は
８
ト

ン
の
砂
鉄
が
必
要
で
、
８
ト
ン
の
砂
鉄
を
得
る
に
は
約
３
０
０
ト
ン
の
真
砂
土
を
掘
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
鑪
で
２
ト
ン
の
鉄
塊
を
つ

く
る
た
め
に
は

30ト
ン
近
い
木
炭
が
要
り
、

30ト
ン
近
い
木
炭
に
は
約
１
０
０
ト
ン
の
木
材
が
必
要
で
あ
っ
た １
３。
つ
ま
り
、
自
然
界
に
お

け
る
花
崗
岩
の
真
砂
化
と
降
雨
に
と
も
な
う
流
出
、
人
為
的
な
鉄
穴
流
し
に
よ
る
土
砂
の
流
出
、
鑪
の
た
め
の
木
材
伐
採
が
招
い
た
山
林

崩
壊
が
旭
川
を
天
井
川
に
変
え
、
河
道
に
堆
積
し
た
大
量
の
土
砂
が
洪
水
の
元
凶
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

旭
川
下
流
域
で
土
砂
堆
積
が
著
し
く
進
ん
だ
の
は
１
８
７
９
（
明
治

12）
年
ご
ろ
か
ら
で
あ
る １
４。
瀬
戸
内
海
航
路
の
京
橋
乗
入
れ
が
阻

ま
れ
、
京
橋
が
港
機
能
不
全
の
状
態
に
陥
っ
た
原
因
も
、
河
道
へ
の
土
砂
堆
積
に
あ
っ
た
。
翌
１
８
８
０
（
明
治

13）
年
に
は
、
や
は
り
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天
井
川
と
な
っ
て
い
た
高
梁
川
で
大
洪
水
が
発
生
し
た
。
そ
う
し
た
天
井
川
の
招
く
影
響
を
目
の
当
た
り
に
し
、
治
水
事
業
の
急
務
を

説
い
た
の
が
宇
野
円
三
郎

え
ん
ざ
ぶ
ろ
うで
あ
る
。
１
８
８
２
（
明
治

15）
年
、
岡
山
県
令
・
高
崎
五
六

い
つ
む

に
『
治
水
建
言
書
』
を
提
出
し
、
高
崎
は
１
８

８
３
（
明
治

16）
年
、
「
砂
防
工
施
行
規
則
」
を
布
達
し
、
宇
野
を
岡
山
県
等
第
三
等
土
木
課
員
修
築
掛
に
登
用
し
、
砂
防
工
事
を
命
じ

た
。高
崎
・
宇
野
に
よ
る
岡
山
県
の
砂
防
事
業
開
始
は
、
国
内
屈
指
の
早
さ
で
あ
っ
た １
５

。
そ
れ
で
も
１
９
０
４
（
明
治

37）
年
５
月
末
、

京
橋
に
向
か
う
瀬
戸
内
海
航
路
の
船
舶
は
平
井
や
福
浜
付
近
を
通
過
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
満
潮
時
に
ど
う
に
か
京
橋
に
た
ど
り
着
け
る

程
度
で
あ
っ
た
。
四
国
連
絡
「
旭
丸
」
も
第
１
便
と
第
４
便
以
外
は
三
蟠
港
止
ま
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
三
蟠
港
か
ら
京
橋
や
岡
山
駅
な

ど
に
向
か
う
に
は
人
力
車
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た １
６。

１
―
３

瀬
戸
内
海
航
路
と
三
蟠
港

三
蟠
港
に
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら
昭
和

40年
代
ま
で
、
四
国
や
瀬
戸
内
の
島
々
、
牛
窓
や
日
生
、
宇
野
方
面
を
結
ぶ
巡
航
船
も
寄
港
し

た １
７。
と
く
に
江
戸
時
代
の
三
蟠
は
牛
窓
、
下
津
井
に
並
ぶ
岡
山
藩
の
重
要
港
で
、
藩
の
軍
船
は
三
蟠
港
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た １
８

。

１
８
７
０
（
明
治
３
）
年
に
は
蒸
気
船
の
発
着
が
始
ま
り
、
偕
行
会
社
が
岡
山
藩
か
ら
借
り
受
け
た
「
常
盤
丸
」
が
就
航
し
た
。
偕
行

会
社
は
神
戸
の
富
豪
・
橋
本
藤
左
衛
門
が
社
長
を
務
め
る
士
族
授
産
会
社
で
、
三
蟠
・
神
戸
・
大
阪
間
を
結
ん
だ
の
が
「
常
盤
丸
」
で
あ
っ

た
。
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
ご
ろ
に
は
大
阪
と
の
間
に

81ト
ン

22馬
力
木
造
船
「
浚
波
丸
」
の
運
航
も
始
ま
り
、
阪
神
や
四
国
方
面
を

結
ぶ
蒸
気
船
の
便
も
増
え
始
め
た １
９。
三
蟠
港
に
人
力
車
が
集
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
明
治
時
代
初
期
か
ら
で
、
三
蟠
街
道
経
由
岡
山

市
街
ま
で
約
４
㎞
の
運
賃
は
米
１
升
と
同
じ
で
あ
っ
た ２
０。

と
こ
ろ
が
１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
、
官
設
鉄
道
大
阪
・
神
戸
間
が
開
業
す
る
と
、
鉄
道
に
貨
客
を
奪
わ
れ
た
海
運
会
社
の
間
で
熾
烈
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な
競
争
が
起
こ
っ
た
。
１
８
７
８
（
明
治
９
）
年
に
大
森
栄
介
ら

12名
が
岡
山
汽
衛
会
社
を
設
立
す
れ
ば
、
岡
山
汽
衛
会
社
副
社
長
で
高

瀬
舟
差
配
役

さ
は
い
や
くの
作
州
屋
主
人
・
西
村
孫
六
郎
が
大
阪
・
広
島
間
に
汽
船
「
第
一
岡
山
丸
」
を
就
航
さ
せ
、
岡
山
市
上
之
町
の
小
間
物
商
・

銀
杏
屋
は
協
心
会
を
組
織
し
て
近
海
航
路
に
乗
り
出
し
た
。
高
松
の
海
運
会
社
三
港
社
は
１
８
７
７
（
明
治

10）
年
、
大
阪
・
神
戸
・
三

蟠
間
の
汽
船
を
高
松
に
寄
港
さ
せ
た
。
１
８
８
０
（
明
治

13）
年
に
は
福
浜
の
浜
九
郎
が
岡
山
初
の
汽
船
「
備
前
丸
」

83ト
ン
を
建
造
し

て
大
阪
・
下
関
間
に
就
航
さ
せ
、
自
作
米
「
浜
田
の
五
郎
三

ご
ろ
さ

俵
」
や
九
州
米
を
大
阪
の
堂
島
や
兵
庫
に
運
ん
だ ２
１。

こ
う
し
て
西
南
戦
争
が
勃
発
し
た
１
８
７
７
（
明
治

10）
年
か
ら
１
８
８
１
（
明
治

14）
年
の
岡
山
で
は
、
阪
神
航
路
や
四
国
航
路
の

主
役
船
舶
が

50石
以
上
の
蒸
気
船

14艘
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
国
内
経
済
は
、
西
南
戦
争
を
は
じ
め
と
す
る
戦
費
補
填
を
目
的
と

し
た
発
行
さ
れ
た
不
換
紙
幣
が
原
因
と
な
っ
た
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
大
蔵
卿
・
松
方
正
義
が
デ
フ
レ

政
策
を
採
っ
た
が
、
不
況
は
深
刻
さ
を
増
し
た
。
海
運
業
界
に
も
そ
の
打
撃
が
お
よ
び
、
ま
ず
業
者
間
の
価
格
競
争
、
つ
ぎ
に
業
界
再
編

成
が
起
こ
り
、
１
８
８
４
（
明
治

17）
年
に
大
阪
商
船
が
設
立
さ
れ
る
と
、
翌
１
８
８
５
（
明
治

18）
に
は
偕
行
会
社
が
解
散
し
た
。

１
８
９
１
（
明
治

24）
年
３
月

18日
、
岡
山
に
陸
蒸
気

お
か
じ
ょ
う
きが
や
っ
て
き
た
。
山
陽
鉄
道
岡
山
駅
の
開
業
で
あ
る
。
同
年
３
月

25日
付
山
陽

新
報
は
、
「
山
陽
鉄
道
の
開
通
と
な
り
て
よ
り
以
來
三
蟠
港
を
出
入
す
る
阪
神
通
ひ
の
汽
船
乘
客
は
頓
に
其
數
を
減
じ
時
に
依
り
て
は
前

時
の
半
數
に
も
足
ら
ざ
る
こ
と
あ
り
と ２
２」
と
報
じ
た
。
し
か
し
３
ヶ
月
後
の
６
月

26日
付
で
は
、
６
月
１
日
か
ら

24日
ま
で
の
１
日
平
均

乗
船
数
を
鉄
道
開
業
前
の
１
８
９
１
（
明
治

24）
年
６
月
１
日
か
ら

24日
ま
で
と
比
べ
る
と
、
大
阪
・
岡
山
間
は

57人
か
ら

35人
に
減
、

神
戸
・
岡
山
間
は

20人
か
ら

23人
に
増
、
大
阪
・
阪
神
間
は

73か
ら

56人
に
減
、
往
復
は
１
５
１
人
か
ら
１
１
５
人
に
減
、
荷
物
は
増
加

に
転
じ
た
と
伝
え
、
瀬
戸
内
海
航
路
に
鉄
道
開
業
の
大
打
撃
が
な
か
っ
た
の
は
、
利
用
者
が
鉄
道
と
船
を
使
い
分
け
た
た
め
で
あ
る
と
結

論
づ
け
て
い
る ２
３。

当
時
の
山
陽
新
報
に
は
、
瀬
戸
内
航
路
の
出
航
時
刻
と
山
陽
鉄
道
神
戸
・
岡
山
間
の
時
刻
表
が
載
っ
て
い
る
。
１
８
９
１
（
明
治

24）
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年
６
月

26日
付
に
は
、
岡
山
船
着
町
川
岸
の
西
村
廻
漕
店
の
広
告
、
岡
山
出
船
神
戸
・
大
阪
行
き
「
新
和
歌
浦
丸
」「
亀
鶴
丸
」、
岡
山
出

船
小
豆
島
・
高
松
・
多
度
津
行
き
「
第
五
兵
庫
丸
」、
神
戸
出
船
馬
関
・
長
崎
・
上
海
行
き
「
神
戸
丸
」、
神
戸
出
船
横
浜
・
萩
ノ
浜
・
函

館
行
き
「
相
模
丸
」
の
名
前
が
あ
る
。
１
９
０
０
（
明
治

33）
年

12月
に
な
る
と
西
村
廻
漕
店
の
「
近
江
丸
」
「
仙
台
丸
」
「
台
南
丸
」

「
永
康
丸
」
、
船
着
町
の
共
立
組
回
漕
店
と
九
蟠
港
の
藤
原
回
漕
店
の
「
船
玉
丸
」
、
大
阪
商
船
の
「
台
南
丸
」
「
台
北
丸
」
「
釜
山
丸
」
な

ど
の
船
名
も
見
え
る ２
４。

四
国
間
航
路
京
橋
・
高
松
間
は
、
古
く
か
ら
三
挺
櫓
と
か
五
挺
櫓
と
呼
ば
れ
る
和
船
で
結
ば
れ
て
い
た ２
５。
汽
船
が
行
き
来
し
始
め
た
時

期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
１
８
７
７
（
明
治

10）
年
ご
ろ
に
は
香
川
県
の
三
港
社
が
大
阪
・
岡
山
間
航
路
を
高
松
に
寄
港
さ
せ
た
。
１
８

７
９
（
明
治

12）
年
１
月

12日
付
山
陽
新
報
に
掲
載
さ
れ
た
神
戸
の
安
井
商
店
の
広
告
に
は
、
毎
月
５
と

10の
日
、
大
阪
・
岡
山
・
高
松
・

多
度
津
・
鞆
・
尾
道
・
広
島
間
を
往
復
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
岡
山
・
高
松
間
を
主
要
航
路
と
し
た
の
は
１
９
０
０
（
明
治

33）
年
設

立
の
讃
岐
汽
船
で
、
京
橋
・
三
蟠
・
九
蟠
・
犬
島
・
小
豆
島
・
高
松
間
に
「
船
玉
丸
」
１
１
６
ト
ン
を
就
航
さ
せ
た ２
６。

山
陽
鉄
道
会
社
は
１
９
０
１
（
明
治

34）
年
５
月

27日
、
神
戸
・
馬
関
（
現
在
の
下
関
）
間
を
開
業
さ
せ
た
。
１
９
０
３
（
明
治

36）

年
３
月

18日
に
は
、
２
２
３
ト
ン
の
新
造
「
玉
藻
丸
」
と
「
児
島
丸
」
を
尾
道
・
多
度
津
間
と
岡
山
・
高
松
間
に
投
入
し
た
。
し
か
し
２

２
３
ト
ン
ク
ラ
ス
の
船
舶
を
京
橋
に
入
港
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
や
む
な
く
福
島
港
と
九
蟠
港
に
寄
港
さ
せ
た ２
７。
山
陽
鉄
道
会
社
に
と
っ

て
も
京
橋
は
、
け
っ
し
て
利
便
性
の
高
い
港
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

１
―
４

九
蟠
港

近
世
の
九
蟠
は
商
都
・
西
大
寺
の
港
で
あ
っ
た
。
『
九
蟠
村
史 ２
８

』
に
よ
る
と
、
大
阪
尼
ケ
崎
汽
船
会
社
の
定
期
船
が
寄
港
す
る
阪
神
・

南
海
方
面
へ
の
玄
関
で
、
高
松
や
小
豆
島
を
結
ぶ
海
上
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
伊
勢
神
宮
の
参
拝
者
は
九
蟠
港
か
ら
大
阪
行
き
汽
船
に
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乗
り
、
西
大
寺
観
音
院
の
会
陽
で
は
、
昼
夜
別
な
く

た
く
さ
ん
の
参
拝
者
が
船
を
降
り
た
。
会
陽
に
向
か

う
人
々
を
迎
え
る
臨
時
飲
食
店
は
金
岡
ま
で
軒
を
連

ね
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

九
蟠
港
に
は
備
前
、
美
作
、
山
陰
の
物
資
が
集
ま
っ

た
。
吉
井
川
の
高
瀬
舟
が
穀
類
や
薪
炭
、
魚
類
な
ど

を
運
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。
柵
原
鉱
山
の
鉱
石
も
一

旦
九
蟠
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
、
２
０
０
石
、
３
０
０
石
、

５
０
０
石
積
み
の
帆
船
に
積
み
替
え
ら
れ
犬
島
製
錬

所
に
運
ば
れ
た
。
港
で
降
ろ
さ
れ
た
も
の
の
な
か
に

は
肥
料
、
日
常
必
需
品
、
紀
州
み
か
ん
な
ど
も
あ
り
、

魚
肥
を
積
ん
だ
北
前
船
が
入
港
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
小
泉
、
田
中
、
野
田
、
堀
家
、
太
田
な
ど

仲
仕
の
帳
場
、
艀 は
し
け、
鉱
石
問
屋
、
人
力
車
の
帳
場
な

ど
が
家
並
み
を
つ
く
り
、
瀬
戸
友
益
銀
行
の
支
店
、

郵
便
局
も
開
設
さ
れ
た ２
９。
そ
の
に
ぎ
わ
い
は
『
山
陽

吉
備
之
魁 ３
０』
に
記
録
さ
れ
て
い
る ３
１。
し
か
し
、
１
８

９
１
（
明
治

24）
年
に
山
陽
鉄
道
岡
山
駅
が
開
業
し
、
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そ
の
後
自
動
車
が
普
及
す
る
に
つ
れ
て
さ
び
れ
て
い
っ
た ３
２。

九
蟠
村
周
辺
海
域
は
豊
か
な
漁
場
で
あ
っ
た
。
九
蟠
は
、
周
辺
の
島
々
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
が
つ
く
っ
た
村
で
、
漁
船
数
十
隻

を
擁
す
る
漁
港
で
も
あ
っ
た
。
瀬
戸
内
海
と
吉
井
川
の
幸
は
、
汽
船
で
阪
神
方
面
へ
と
運
ば
れ
た
。

２
軽
便
鉄
道
法
と
第
三
次
鉄
道
熱

２
―
１

第
一
次
鉄
道
熱

明
治
時
代
中
期
か
ら
大
正
時
代
は
、
日
本
の
鉄
道
の
発
展
期
に
あ
た
る
。
そ
の
間
約

35年
に
は
「
鉄
道
熱
」
と
呼
ば
れ
る
三
回
の
建
設

ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
「
第
一
次
鉄
道
熱
」
の
要
因
に
は
二
つ
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
士
族
授
産
事
業
で
開
業
し
た
日
本

に
っ
ぽ
ん

鉄
道
上
野
・
熊
谷
間

の
好
成
績
、
も
う
一
つ
は
阪
堺

は
ん
か
い鉄
道
大
阪
・
堺
間
へ
の
免
許
状
下
付
で
あ
る
。
上
野
・
熊
谷
間
が
開
業
し
た
の
は
１
８
８
３
（
明
治

16）

年
７
月

28日
で
あ
る
。
富
岡
製
糸
場
に
代
表
さ
れ
る
上
州
の
絹
産
業
に
、
高
速
・
安
全
・
大
量
輸
送
を
得
意
と
す
る

�道
が
果
た
し
た
役

割
は
大
き
く
、
鉄
道
は
儲
か
る
産
業
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

絹
産
業
と
と
も
に
日
本
の
近
代
化
を
牽
引
し
た
の
が
紡
績
業
を
は
じ
め
と
す
る
軽
工
業
で
あ
る
。
近
代
産
業
の
発
展
・
普
及
に
呼
応
す

る
よ
う
に
、
全
国
か
ら

�道
敷
設
を
望
む
声
が
あ
が
っ
た
が
、
折
し
も
、
阪
堺
鉄
道
を
申
請
し
た
藤
田
傳
三
郎
ら
に
、
免
許
状
の
下
付
に

あ
わ
せ
、
廃
止
さ
れ
た
官
設
釜
石
鉄
道
の
レ
ー
ル
や
機
関
車
も
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
を
要
因
に
、
第
一
次
鉄
道
熱
は
１
８
８
５
（
明
治

18）
年
ご
ろ
起
こ
り
、
１
８
８
６
（
明
治

19）
年
か
ら
１
８
９
２
（
明
治

25）
年
の
あ
い
だ
に

53社
が
出
願
し
、
大
阪
鉄
道
や
阪
鶴

は
ん
か
く鉄
道
、
関
西
鉄
道
、
山
陽
鉄
道
な
ど

14路
線
が
開
業
し
た ３
５。
政
府
は
１
８
８
７

（
明
治

20）
年
５
月

18日
、
勅
令
第

12号
「
私
設
鉄
道
条
例
」
を
公
布
し
、
私
設
鉄
道
の
敷
設
・
運
営
規
定
を
定
め
た
。
同
条
例
第
１
号
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の
免
許
状
が
下
付
さ
れ
た
の
が
山
陽
鉄
道
会
社
で
あ
る
。

２
―
２

第
二
次
鉄
道
熱

「
第
二
次
鉄
道
熱
」
は
１
８
９
２
（
明
治

25）
年
６
月

21日
の
法
律
第
４
号
「
鉄
道
敷
設
法
」
公
布
を
機
に
起
こ
り
、
明
治

30年
代
の

経
済
恐
慌
ま
で
続
い
た
。
同
法
は
誘
致
運
動
の
あ
っ
た
路
線
や
出
願
路
線
、
軍
部
が
国
防
上
重
要
と
位
置
づ
け
た
路
線
を
も
と
に
政
府
が

描
い
た
鉄
道
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
「
第
二
次
鉄
道
熱
」
で
は
京
都
鉄
道
、
播
但
鉄
道
、
中
国
鉄
道
な
ど
の
ほ
か
、
石
炭
や
磁
器
、

水
産
物
を
輸
送
す
る
豊
州
鉄
道
や
唐
津
鉄
道
な
ど
、
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
鉄
道
が
開
業
し
た ３
６

。
「
第
一
次
鉄
道
熱
」
で
誕
生
し
た
鉄

道
が
幹
線
網
を
形
成
し
た
の
に
対
し
、「
第
二
次
鉄
道
熱
」
で
産
声
を
あ
げ
た
鉄
道
の
多
く
は
幹
線
を
補
佐
す
る
亜
幹
線
と
な
っ
た
。

政
府
は
１
８
８
０
（
明
治

13）
年

11月
５
日
、
太
政
官
布
告
「
工
場
払
下
概
則

が
い
そ
く」
を
発
布
し
、
軍
事
・
造
幣
・
通
信
業
を
除
く
官
営
事

業
を
順
次
民
間
に
払
い
下
げ
た
。
生
野
鉱
山
や
三
池
炭
鉱
、
札
幌
麦
酒
製
造
所
、
深
川
セ
メ
ン
ト
な
ど
が
民
間
経
営
に
移
っ
た
こ
と
で
、

民
間
企
業
の
基
盤
確
立
が
進
む
と
と
も
に
、
財
閥
へ
と
成
長
す
る
企
業
が
現
れ
た
。
鉄
道
網
の
伸
張
、
産
業
の
近
代
化
が
両
輪
と
な
り
、

日
本
の
工
業
化
は
大
き
く
前
進
し
た
の
で
あ
る
。

２
―
３

鉄
道
国
有
化

鉄
道
敷
設
免
許
状
は
産
業
の
振
興
に
必
要
な
路
線
、
仮
想
敵
国
・
ロ
シ
ア
か
ら
の
護
り
を
固
め
る
国
防
路
線
を
優
先
に
下
付
さ
れ
た
。

日
露
戦
争
が
終
結
し
た
と
き
、
線
路
は
北
海
道
の
旭
川
か
ら
九
州
の
八
代
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
官
設
鉄
道
は
旭
川
・
砂
川

間
と
新
橋
・
神
戸
間
だ
け
で
、
北
海
道
炭
礦
鉄
道
、
北
海
道
鉄
道
、
日
本
鉄
道
、
山
陽
鉄
道
、
九
州
鉄
道
は
私
設
鉄
道
で
あ
っ
た ３
７。
つ
ま

り
、
軍
事
物
資
や
兵
士
の
輸
送
に
は
最
大
五
つ
の
私
設
鉄
道
会
社
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
っ
た
。
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そ
こ
で
政
府
は
、
円
滑
な
軍
事
輸
送
と
産
業
イ
ン
フ
ラ
体
系
の
統
一
を
目
的
に
１
９
０
６
（
明
治

39）
年
３
月

31日
、
法
律
第

17号

「
鉄
道
国
有
法
」
を
公
布
し
、
主
要

17私
設
鉄
道
を
国
有
化
し
た
。
国
有
化
は
１
９
０
６
（
明
治

39）
年

10月
１
日
の
北
海
道
炭
礦
鉄
道

と
甲
武
鉄
道
に
始
ま
り
、
１
９
０
７
（
明
治

40）
年

10月
１
日
の
関
西
鉄
道
と
参
宮
鉄
道
で
完
了
し
、
官
設
鉄
道
の
営
業
距
離
は
２
４
１

０
・
６
㎞
（
１
４
９
７
マ
イ
ル

90チ
ェ
ー
ン
）
か
ら
７
１
５
３
・
２
㎞
（
４
４
４
４
マ
イ
ル

80チ
ェ
ー
ン
）
に
増
え
、
職
員
４
８
４
０
９

人
、
機
関
車
１
１
１
８
両
、
客
車
３
０
６
７
両
、
貨
車
２
０
８
８
４
両
が
帝
国
鉄
道
庁
の
管
轄
下
に
お
か
れ
た
。
そ
の
結
果
、
官
設
鉄
道

に
占
め
る
編
入
私
設
鉄
道
の
車
両
割
合
は
、
機
関
車

94・
５
％
、
客
車

88・
１
％
、
貨
車

95・
５
％
と
な
っ
た
。
一
方
、
私
設
鉄
道
の
営

業
距
離
は
５
２
８
７
・
８
㎞
（
３
２
８
５
マ
イ
ル

56チ
ェ
ー
ン
）
か
ら
７
１
８
・
５
㎞
（
４
４
６
マ
イ
ル

37チ
ェ
ー
ン
）
に
減
じ
、
「
鉄

道
国
有
法
」
の
施
行
を
機
に
「
官
設
鉄
道
」
と
い
う
呼
称
は
「
国
有
鉄
道
」
に
改
め
ら
れ
た ３
９。

２
―
４

軽
便
鉄
道
関
連
二
法

国
有
化
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
私
鉄
で
、
営
業
距
離
が

50㎞
を
超
え
て
い
た
の
は
東
武
鉄
道
、
南
海
鉄
道
、
成
田
鉄
道
、
中
国
鉄
道

で
、
東
武
鉄
道
や
南
海
鉄
道
な
ど
を
除
き
、
私
鉄
の
ま
ま
残
さ
れ
た
鉄
道
会
社
の
経
営
体
質
は
軒
並
み
脆
弱
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
日
露
戦

争
後
の
不
況
も
手
伝
っ
て
、
新
規
私
鉄
の
免
許
申
請
数
は
激
減
し
、
免
許
の
失
効
、
路
線
の
廃
止
、
廃
業
が
あ
と
を
断
た
な
か
っ
た
。

半
面
、
地
域
開
発
の
波
に
乗
っ
て
地
方
の
小
都
市
と
小
都
市
を
結
ぶ
私
鉄
計
画
が
現
れ
始
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
地
域
間
連
絡
や
地
域
開

発
を
目
的
と
す
る
小
規
模
鉄
道
に
、
大
手
私
鉄
を
想
定
し
た
「
私
設
鉄
道
法
」
で
は
荷
が
重
す
ぎ
た
。
「
私
設
鉄
道
法
」
は
「
私
設
鉄
道

条
例
」
を
引
き
継
い
で
１
９
０
０
（
明
治

33）
年
３
月

16日
、
法
律
第

64号
で
公
布
さ
れ
た
も
の
で
、
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
８
月

15

日
に
は
法
律
第

52号
「
地
方
鉄
道
法
」
に
改
正
さ
れ
る
。

鉄
道
院
は
１
９
１
０
（
明
治

43）
年
４
月

21日
、
「
私
設
鉄
道
法
」
の
規
制
を
大
幅
に
緩
和
し
た
法
律
第

57号
「
軽
便
鉄
道
法
」
を
公
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布
し
た ４
０。

98あ
っ
た
「
私
設
鉄
道
法
」
の
条
文
は
わ
ず
か
８
条
と
さ
れ
、
仮
免
許
制
度
や
軌
間
の
１
０
６
７
㎜
限
定
、
旅
客
運
賃
最
高
限

度
額
な
ど
を
撤
廃
し
、
曲
線
や
勾
配
、
路
線
や
停
車
場
、
標
識
、
車
両
な
ど
の
規
制
も
解
い
た
。
１
９
１
１
（
明
治

44）
年
３
月

23日
に

は
法
律
第

17号
「
軽
便
鉄
道
補
助
法
」
を
公
布
し
、
「
毎
營
業
年
度
ニ
於
ケ
ル
益
金
カ
建
設
費
ニ
對
シ
一
年
五
分
ノ
割
合
ニ
達
セ
サ
ル
ト

キ
ハ
政
府
ハ
該
鐡
道
營
業
開
始
ノ
日
ヨ
リ
五
年
ヲ
限
リ
其
ノ
不
足
額
ヲ
補
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
優
遇
措
置
も
う
た
っ
た ４
１。

２
―
５

第
三
次
鉄
道
熱

「
第
三
次
鉄
道
熱
」
は
「
軽
便
鉄
道
法
」
と
「
軽
便
鉄
道
補
助
法
」
の
公
布
を
機
に
起
こ
り
、
「
軽
便
鉄
道
法
」
が
「
地
方
鉄
道
法
」

に
置
き
換
え
ら
れ
た
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
ま
で
続
い
た
。
「
第
三
次
鉄
道
熱
」
で
は
お
も
に
、
市
場
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
小
都
市
と

小
都
市
を
結
ぶ
短
距
離
鉄
道
が
開
業
し
、
軌
間
（
ゲ
ー
ジ
）
７
６
２
㎜
、
９
１
４
㎜
（
３
フ
ィ
ー
ト
）
鉄
道
が
大
き
な
割
合
を
占
め
た ４
２。

岡
山
県
最
初
の
軽
便
鉄
道
は
、
１
９
１
１
（
明
治

44）
年
５
月
１
日
に
開
業
し
た
中
国
鉄
道
備
中
高
松
・
稲
荷
山
間
で
あ
る
。
続
い
て
、

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年

11月

11日
下
津
井
軽
便
鉄
道
茶
屋
町
・
味
野
町
間
、
同
年

11月

17日
井
原
笠
岡
軽
便
鉄
道
笠
岡
町
・
井
原
間
、

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
８
月

11日
三
蟠
軽
便
鉄
道
桜
橋
・
三
蟠
間
、
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
１
月
１
日
片
上
鉄
道
片
上
・
和
気
間
が

開
業
し
た
。
後
述
す
る
が
、
西
大
寺
鉄
道
は
ま
ず
、
道
路
の
上
に
線
路
を
敷
く
特
許
状
を
下
付
さ
れ
、
そ
の
後
、
専
用
線
を
走
る
軽
便
鉄

道
に
な
っ
た
。
軌
間
は
、
片
上
鉄
道
が
１
０
６
７
㎜
、
西
大
寺
鉄
道
は
９
１
４
㎜
、
そ
れ
以
外
は
７
６
２
㎜
で
あ
っ
た
。

軽
便
鉄
道
に
片
上
鉄
道
の
よ
う
な
軌
間
１
０
６
７
㎜
が
あ
る
よ
う
に
、
「
軽
便
鉄
道
」
と
は
狭
軌
未
満
の
軌
間
を
も
つ
鉄
道
を
意
味
す

る
こ
と
ば
で
は
な
く
、
「
軽
便
鉄
道
法
」
で
開
業
し
た
鉄
道
の
こ
と
で
あ
る
。
因
美
線
や
伯
備
線
の
よ
う
に
、
ま
ず
軽
便
鉄
道
と
し
て
計

画
さ
れ
た
路
線
が
あ
れ
ば
、
中
国
鉄
道
津
山
（
現
在
の
津
山
口
）
・
岡
山
・
湛
井

た
た
い

間
の
よ
う
に
「
私
設
鉄
道
法
」
か
ら
「
軽
便
鉄
道
法
」

に
乗
り
換
え
る
路
線
も
あ
っ
た
。

―115―



２
―
６

西
大
寺
鉄
道

西
大
寺
鉄
道
の
歴
史
は
１
９
０
６
（
明
治

39）
年

12月

14日
の
西
大
寺
軽
便
鉄
道
に
始
ま
る
。
当
初
計
画
は
「
上
道
郡
西
大
寺
町
ヨ
リ

西
大
寺
駅
ヲ
経
テ
岡
山
市
門
田
屋
敷
ニ
達
ス
ル
軌
道
」
、
道
路
（
路
面
）
に
敷
い
た
線
路
を
走
る

「
軌
道
」
で
あ
っ
た
。
同
年

12月

26日
、
電
気
動
力
の
西
大
寺
電
気
鉄
道
と
し
て
申
請
し
た
が
、

「
軌
道
法
」
に
準
じ
る
鉄
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
１
９
０
７
（
明
治

40）
年
６
月

27日
、
西
大
寺
電

気
軌
道
に
改
め
た
。
１
９
１
０
（
明
治

43）
年
２
月

18日
、
動
力
を
電
気
か
ら
蒸
気
、
軌
間
を
１

０
６
７
㎜
か
ら
７
６
２
㎜
、
社
名
を
西
大
寺
電
気
軌
道
か
ら
西
大
寺
軌
道
に
改
め ４
３

、
１
９
１
１

（
明
治

44）
年
１
月

16日
に
は
９
１
４
㎜
に
改
軌
し
た
。
軌
間
３
フ
ィ
ー
ト
は
本
州
唯
一
で
あ
る
。

さ
ら
に
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
７
月
６
日
、
「
軌
道
法
」
か
ら
「
軽
便
鉄
道
法
」
へ
の
変
更
を

許
さ
れ ４
４、

11月
２
日
、
西
大
寺
鉄
道
と
し
た ４
５。
西
大
寺
町
・
後
楽
園
間
の
全
線
開
業
は
１
９
１
５

（
大
正
４
）
年
６
月

15日
で
あ
っ
た
。

２
―
７

沖
新
田
で
の
鉄
道
計
画

西
大
寺
軌
道
取
締
役
社
長
・
岩
崎
虔 け
んは
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
８
月

16日
、
観
音
（
後
に
西

大
寺
町
か
ら
西
大
寺
市
）
駅
か
ら
上
道
郡
金
岡
村
や
金
田
村
を
経
て
、
同
郡
九
蟠
村
に
い
た
る
九

蟠
軽
便
鉄
道
の
特
許
状
を
下
付
さ
れ
た ４
６。
軌
間
９
１
４
㎜
、
延
長
５
・

83㎞
（
３
マ
イ
ル

50チ
ェ
ー

ン
）
の
蒸
気
鉄
道
で
あ
る ４
７。
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『
西
大
寺
鉄
道
五
十
二
年
の
歩
み
』
に
は
、
九
蟠
軽
便
鉄
道
の
途
中
駅
・
金
岡
か
ら
沖
田
を
経
由
し
て
岡
山
市
花
畑
に
い
た
る
支
線
と
、

上
道
郡
を
環
状
す
る
路
線
を
敷
く
た
め
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
５
月

20日
、
浜
手
線
と
中
納
言
線
の
敷
設
認
可
を
受
け
た
と
記
さ
れ
て

い
る ４
８。

花
畑
は
江
戸
時
代
か
ら
１
９
６
７
（
昭
和

42）
年
ま
で
存
在
し
た
町
名
で
、
現
在
の
岡
山
市
北
区
さ
く
ら
住
座
、
御
幸
町
、
新
京
橋
一

丁
目
か
ら
三
丁
目
、
門
田
屋
敷
本
町
に
あ
た
る ４
９。
士
族
授
産
事
業
と
し
て
１
８
８
１
（
明
治

14）
年
７
月

17日
に
開
業
し
た
岡
山
紡
績
所

が
建
て
ら
れ
た
の
が
花
畑
で
あ
る ５
０。

九
蟠
軽
便
鉄
道
は
建
設
費

12万
円
、
年
間
貨
物
収
入
１
３
２
３
円

12銭
５
厘
、
旅
客
収
入
１
６
０
７
５
円

96銭
８
厘

75、
営
業
費
８
６

０
０
円

31銭
３
厘
、
鉄
道
純
益
８
７
９
８
円

78銭
の
計
画
で ５
１、
起
業
目
論
見
書
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

名
称
ヲ
九
蟠
輕
便
鐵
道
ト
稱
ス
本
線
ハ
岡
山
縣
上
道
郡
西
大
寺
町
西
大
寺
軌
道
観
音
驛
ニ
起
リ
仝
郡
金
岡
村
、
金
田
村
ヲ
經
テ
仝
郡

九
蟠
村
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
蒸
気
ヲ
原
動
力
ト
ス
ル
輕
便
鐵
道
ニ
シ
テ
軌
間
ヲ
三
呎
ト
ス
營
業
期
間
ハ
大
正
四
十
六
年
九
月

�ト
ス ５２

西
大
寺
鉄
道
が
当
初
計
画
し
て
い
た
西
大
寺
・
門
田
屋
敷
間
は
、
西
大
寺
か
ら
京
橋
へ
の
連
絡
を
意
図
し
た
も
の
で
、
西
大
寺
・
九
蟠

間
は
西
大
寺
か
ら
九
蟠
港
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
九
蟠
軽
便
鉄
道
の
途
中
駅
・
金
岡
は
、
九
蟠
港
同
様
『
山
陽
吉
備
之
魁
』

に
登
場
す
る
港
で
あ
っ
た ５
３。

歴
史
に
「
も
し
も
」
を
も
ち
込
ん
で
は
な
ら
な
い
が
、
西
大
寺
鉄
道
、
九
蟠
軽
便
鉄
道
と
金
岡
・
花
畑
支
線
、
上
道
郡
環
状
線
が
完
成

し
て
い
た
ら
、
三
蟠
鉄
道
は
ま
た
異
な
っ
た
歴
史
を
歩
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
１
８
９
１
（
明
治

24）
年
３
月

18日
に
山
陽
鉄
道
岡

山
駅
が
開
す
る
と
、
近
世
の
商
都
・
西
大
寺
か
ら
繁
栄
が
遠
の
い
た
。
西
大
寺
は
「
豪
商
巨
農
多
く
且
つ
吉
井
川
の
水
利
あ
る
を
以
て
物
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貨
の
賣
買
尠 す
く
なか
ら
ざ
る
ゆ
へ
米
穀
を
初
め
塩
炭
類
の

諸
問
屋
軒
を
並
べ
牙
纛

が
と
うの
響
き
馬
車
の
音
終
日
絶
間

な
か
り
し
は
必
竟
水
運
の
便
あ
る
が
爲
め
な
り
し
」

で
あ
っ
た
が
、
山
陽
鉄
道
和
気
駅
の
開
業
で
津
山
か

ら
の
高
瀬
舟
が
和
気
止
ま
り
と
な
り
、
瀬
戸
内
か
ら

西
大
寺
に
集
ま
っ
て
い
た
石
炭
や
塩
な
ど
の
物
資
も

山
陽
鉄
道
和
気
駅
ル
ー
ト
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

か
つ
て
の
商
都
は
「
西
大
寺
村
邊
に
て
は
艫
聲
を
だ

に
聞
か
ざ
る
程
と
な
り
、
海
商
の
仝
港
に
碇
を
投
す

る
な
き
に
至
れ
り
、
西
大
寺
村
内
の
商
賣
は
鳶
に
す

て
ら
れ
た
る
油
揚
買
に
も
劣
り
已
に
仝
村
に
て
活

�

な
る
連
中
阿
波
屋
布
屋
等
の
大
問
屋
株
両
三
名
は
和

氣
に
支
店
を
開
設
し
た
れ
ど
其
他
の
面
々
は
大
弱
り

の
模
様
な
り
」
の
状
態
に
な
っ
た ５
４。

吉
井
川
河
口
と
児
島
湾
口
に
位
置
す
る
天
然
の
良

港
・
九
蟠
港
も
、
山
陽
鉄
道
岡
山
駅
開
業
後
は
、

「
其
方
に
旨
味
を
奪 と
ら

れ
た
る
觀
あ
り
上
り
下
り
の

�

船
は
毎
日
寄
港
し
居
れ
ど
乘
客
少
な
く
隋 し
た
が
って
商
況
の
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図６ 「金岡湊 魚市塲櫻井吉三郎支店」、『山陽吉備之魁』58



景
氣
頓
と
目
覺
し
か
ら
ず
西
大
寺
地
方
の
積
荷
の
如

き
も
是

�は
大
概
同
港
を
經
て
出
入
し
居
り
し
も
是

亦

�車
便
に
一
歩
を
譲
り
た
る
傾
き
あ
り
到
底
同
港

の
景
気
を
挽
回
す
る
こ
と
は
甚
だ
六
ヶ
し
き
相
談
な

ら
ん
と
成
人
は
評
し
た
り
」
と
な
っ
た ５
５。

本
和
気
に
は
吉
井
川
の
舟
番
所
が
あ
っ
た
が
、
山

陽
鉄
道
和
気
駅
が
お
か
れ
た
の
は
本
和
気
で
は
な
く
、

本
和
気
か
ら
お
よ
そ
１
㎞
南
く
下
っ
た
、
金
剛
川
を

越
え
た
あ
た
り
で
あ
っ
た
。
山
陽
鉄
道
会
社
は
当
所
、

本
和
気
に
駅
を
お
き
、
そ
こ
か
ら
直
角
橋
梁
で
吉
井

川
を
越
え
て
、
右
岸
に
敷
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

地
権
者
ら
に
よ
る
地
代
つ
り
上
げ
で
計
画
ル
ー
ト
へ

の
敷
設
が
か
な
わ
ず
、
熊
山
駅
を
経
由
し
、
勢
力

せ
い
り
きに

吉
井
川
橋
梁
を
架
設
す
る
ル
ー
ト
へ
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
和
気
駅
は
吉
井
川
か
ら
少

し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
高
瀬

舟
か
ら
の
荷
物
積
み
換
え
は
本
和
気
時
代
よ
り
面
倒

に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
山
陽
鉄
道
和
気
駅
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は
開
業
か
ら
「
乗
客
荷
物
と
も
中
々
多
か
る
が
右
は
美
作
地
方
を
一
手
に
扣 ひ
かへ
居
る
ゆ
ゑ
に
て
目
下
作
州
邊
よ
り
持
出
す
貨
物
夥
し
く
毎

日
四
五
輛
の
貨
物
列
車
を
出
す
と
云
ふ
」
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た ５
６。

鉄
道
の
脅
威
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
商
都
・
西
大
寺
と
交
易
港
・
九
蟠
と
は
対
象
的
に
、
鉄
道
開
業
ま
で
は
通
過
点
で
あ
っ
た
和
気
が
鉄

道
の
恩
恵
に
浴
し
た
の
で
あ
る
。
西
大
寺
や
九
蟠
の
人
た
ち
に
、
山
陽
鉄
道
に
代
わ
る
あ
ら
た
な
鉄
道
に
一
縷
の
望
み
を
託
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
と
考
え
る
。

３
宇
野
線
と
宇
野
築
港

宇
野
湾
が
天
然
の
良
港
と
認
識
さ
れ
た
の
は
、
官
営
製
鐵
所
（
現
在
の
日
本

に
っ
ぽ
ん製

�九
州
製
鉄
所
八
幡
地
区
）
の
建
設
用
地
が
検
討
さ
れ

た
と
き
で
あ
る
。
陸
軍
第
五
師
団
長
・
奥
保
鞏

お
く
や
す
た
から
の
１
８
９
６
（
明
治

29）
年
２
月
以
降
、
官
営
製
鐵
所
の
山
内
堤
雲

や
ま
の
う
ち
て
い
う
ん長
官
や
大
嶋
道
太

郎
技
監
、
岡
山
県
知
事
・
河
野
忠
三

こ
う
の
ち
ゅ
う
ぞ
う、
海
軍
大
将
・
西
郷
従
道

つ
ぐ
み
ち、
呉
鎮
守
府
司
令
長
官
・
井
上
良
馨

よ
し
か

ら
が
相
次
い
で
宇
野
を
訪
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
内
海
無
比
の
良
港
で
あ
る
と
讃
え
た ６
１。

岡
山
か
ら
宇
野
へ
の
鉄
道
が
検
討
さ
れ
た
記
録
に
は
１
９
０
０
（
明
治

33）
年
２
月

11日
、
岡
山
市
東
中
山
下
の
山
佐
楼
で
開
か
れ
た

宇
野
鉄
道
敷
設
会
合
が
あ
る
。
発
起
人
は
、
県
会
議
員
や
貴
族
院
議
員
、
星
島
銀
行
頭
取
な
ど
を
歴
任
し
た
星
島
謹
一
郎
ら
児
島
郡
内
の

有
力
者
４
名
で
、
岡
山
市
大
字
上
伊
福
の
中
国
鉄
道
会
社
に
宇
野
鉄
道
創
立
事
務
所
が
お
か
れ
た
。

宇
野
鉄
道
は
中
国
鉄
道
岡
山
市
駅
を
起
点
に
米
倉
、
妹
尾
、
彦
崎
、
槌
ケ
原
、
田
井
を
経
て
宇
野
に
達
す
る

32・
２
㎞
（

20マ
イ
ル
）、

軌
間
１
０
６
７
㎜
、
工
事
総
額
１
７
０
万
円
の
計
画
で
あ
っ
た
。
１
８
９
９
（
明
治

32）
年
６
月
に
起
草
さ
れ
た
「
宇
野
鐵
道
目
論
見
書
」

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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宇
野
は
、
南
は
四
国
、
北
は
山
陰
、
西
は
馬
関
（
下
関
）
、
東
は
大
阪
、
神
戸
を
結
ぶ
陸
海
交
通
の
要
衝
に
な
り
え
る
。
１
８
９
８

（
明
治

31）
年
に
津
山
（
現
在
の
津
山
口
）
ま
で
開
業
し
た
中
国
鉄
道
が
米
子
に
延
伸
さ
れ
、
宇
野
鉄
道
が
開
業
す
れ
ば
岡
山
の
南
北
交

通
が
完
成
す
る
。
宇
野
は
東
西
南
北
の
人
貨
集
積
場
と
な
り
、
鉄
道
収
益
も
確
保
で
き
、
国
家
交
通
の
不
備
を
補
填
す
る
存
在
と
な
る ６
２。

宇
野
築
港
事
業
を
提
唱
し
た
の
は
岡
山
県
知
事
・
高
崎
親
章

ち
か
あ
きで
あ
る
。
高
崎
は
１
８
９
９
（
明
治

32）
年

11月
の
県
会
に
、
宇
野
線
の

敷
設
を
前
提
と
し
た
「
宇
野
湾
築
港
諮
問
案
」
を
提
出
し
て
可
決
さ
れ
た
。
つ
ま
り
星
島
ら
の
「
宇
野
鐵
道
目
論
見
書
」
は
、
高
崎
の
諮

問
案
を
後
押
し
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宇
野
築
港
事
業
と
児
島
湾
干
拓
事
業
は
明
治
時
代
の
岡
山
県
政
史
上
二
大
重
要
問

題
と
い
わ
れ
た
が
、
と
も
に
強
い
反
対
を
受
け
て
紆
余
曲
折
を
た
ど
る
。
高
崎
は
山
陽
鉄
道
会
社
に
宇
野
線
の
敷
設
を
打
診
し
、
山
陽
鉄

道
会
社
も
京
橋
・
三
蟠
・
高
松
間
に
代
わ
る
航
路
を
模
索
し
て
い
た
。
両
者
の
思
惑
は
一
致
し
、
山
陽
鉄
道
会
社
は
１
９
０
３
（
明
治

36）

年
、
岡
山
駅
か
ら
妹
尾
を
経
て
宇
野
海
岸
に
い
た
る
宇
野
湾
鉄
道
の
仮
免
許
を
申
請
し ６
３、
１
９
０
４
（
明
治

37）
年
１
月

21日
、
下
付
さ

れ
た ６
４。

し
か
し
１
９
０
６
（
明
治

39）
年
３
月

31日
、
「
鉄
道
国
有
法
」
が
公
布
さ
れ
、
同
年

12月
１
日
に
は
山
陽
鉄
道
会
社
が
国
有
化
さ
れ

た
た
め
、
宇
野
線
計
画
は
政
府
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宇
野
線
は
１
９
０
７
（
明
治

40）
年
１
月

19日
、
第

18回
鉄
道
会
議

で
第
一
期
予
定
線
に
編
入
さ
れ
、
同
年
３
月

18日
に
改
正
・
公
布
さ
れ
た
法
律
第

10号
「
鉄
道
敷
設
法
」
に
「
岡
山
ヨ
リ
宇
野
ニ
至
ル
鐵

道
」
と
し
て
明
記
さ
れ
た ６
５。
宇
野
築
港
事
業
と
宇
野
線
敷
設
工
事
は
１
９
０
７
（
明
治

40）
年
に
始
ま
り
、
宇
野
築
港
事
業
が
竣
工
し
た

の
は
１
９
０
９
（
明
治

42）
年
７
月

15日
で
、
宇
野
線
岡
山
・
宇
野
間
と
宇
高
航
路
宇
野
港
・
高
松
港
間
が
開
業
し
た
の
は
１
９
１
０

（
明
治

43）
年
６
月

12日
で
あ
っ
た ６
６。
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４
下
津
井
電
鉄

４
―
１

児
島
の
鉄
道

下
津
井
軽
便
鉄
道
は
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年

11月

11日
、
中
国
鉄
道
備
中
高
松
・
稲
荷
山
間
に
続
き
岡
山
県
内
二
番
目
に
開
業
し
た

軽
便
鉄
道
で
あ
る
。
最
盛
期
に
は
宇
野
線
茶
屋
町
駅
か
ら
下
津
井
港
の
あ
る
下
津
井
駅
ま
で
の

21㎞
を
結
ん
で
い
た
。
下
津
井
で
軽
便
鉄

道
敷
設
機
運
が
高
ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
宇
野
線
の
開
業
と
宇
高
航
路
の
就
航
で
あ
る
。
下
津
井
港
は
古
く
か
ら
の
交
易
港
で
、

江
戸
時
代
か
ら
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
栄
え
た
。
北
前
船
は
大
坂
と
北
海
道
を
西
廻
り
航
路
で
結
び
、
「
買
い
積
み
」
商
売
を
営
む

「
海
の
総
合
商
社
」
と
呼
ば
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鉄
道
や
電
信
が
大
き
く
発
展
し
た
明
治

30年
以
降
は
、
北
前
船
の
お
も
な

積
み
荷
で
あ
っ
た
ニ
シ
ン
が
不
漁
と
な
る
な
ど
し
て
、
北
前
船
の
黄
金
時
代
は
明
治
時
代
末
期
に
終
焉
を
迎
え
た
。
宇
野
線
が
開
業
し
、

宇
高
航
路
が
就
航
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

三
蟠
鉄
道
の
終
点
・
三
蟠
も
明
治
時
代
、
京
橋
に
代
わ
る
岡
山
市
街
の
海
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
た
港
町
で
あ
っ
た
が
、
下
津
井
港
同

様
、
宇
野
線
と
宇
高
航
路
の
影
響
で
存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
た
。
三
蟠
港
に
は
西
大
寺
の
外
港
・
九
蟠
と
い
う
い
わ
ゆ
る
ラ
イ
バ
ル
も

い
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
九
蟠
軽
便
鉄
道
に
免
許
状
が
下
付
さ
れ
た
経
緯
も
あ
っ
た
。

下
津
井
の
人
々
、
三
蟠
の
人
々
が
採
っ
た
港
存
続
へ
の
手
段
、
そ
れ
が
下
津
井
電
鉄
と
三
蟠
鉄
道
で
あ
っ
た
。

４
―
２

児
島
鉄
道
計
画

下
津
井
港
を
擁
す
る
児
島
は
江
戸
時
代
以
降
、
塩
業
と
機
業
で
栄
え
、
１
８
８
２
（
明
治

15）
年
に
は
渾
大
防
埃
二

こ
ん
だ
い
ぼ
う
あ
い
じ

と
益
三
郎

ま
す
さ
ぶ
ろ
う兄
弟
が

「
十
基
紡

じ
ゅ
う
き
ぼ
う」
の
一
つ
下
村
紡
績
所
を
開
設
し
た
。「
十
基
紡
」
と
は
、
政
府
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
２
０
０
０
錘 す
いミ
ュ
ー
ル
精
紡
機
を
買
い
入
れ
、
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民
間
に
払
い
下
げ
た
殖
産
興
業
政
策
で
あ
る
。
岡
山
県
で
は
１
８
８
１
（
明
治

14）
年
、
士
族
授
産
事
業
の
岡
山
紡
績
所
が
興
り
、
１
８

８
２
（
明
治

15）
年
に
は
「
十
基
紡
」
の
玉
島
紡
績
所
と
下
村
紡
績
所
が
操
業
を
開
始
し
た
。
児
島
と
玉
島
は
い
ち
早
く
、
近
代
紡
績
業

に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
児
島
と
倉
敷
を
結
ぶ
鉄
道
が
計
画
さ
れ
た
の
が
１
８
９
３
（
明
治

26）
年
２
月
で
あ
る ６
７。
児
島
郡
味
野
村
の
野
嵜

の
ざ
き定
次
郎
ほ
か

10

名
が
山
陽
鉄
道
倉
敷
停
車
場
と
児
島
郡
味
野
村
を
結
ぶ
児
島
鉄
道
の
仮
免
許
を
申
請
し
た
の
で
あ
る ６
８。
同
年

11月

10日
仮
免
許
が
下
付
さ

れ ６
９、
翌
１
８
９
４
（
明
治

27）
年
２
月
８
日
、
倉
敷
町
の
誓
願
寺
で
児
島
鉄
道
株
式
会
社
創
立
総
会
が
開
か
れ ７
０、
１
８
９
６
（
明
治

29）

年
３
月
６
日
免
許
状
が
下
付
さ
れ
た ７
１。

１
８
９
６
（
明
治

29）
年
４
月

10日
、
中
備
鉄
道
に
倉
敷
駅
・
高
梁
町
間
の
仮
免
許
状
が
下
付
さ
れ
た
が ７
２、
免
許
申
請
を
取
り
下
げ
た
。

続
い
て
倉
敷
駅
・
高
梁
町
間
仮
免
許
を
申
請
し
た
児
島
鉄
道
会
社
に
１
８
９
７
（
明
治

30）
年

10月

29日
仮
免
許
状 ７
３、

11月
５
日
に
は
免

許
状
が
下
付
さ
れ
た ７
４。
児
島
鉄
道
は
そ
の
後
、
南
北
鉄
道
に
商
号
変
更
し
、
１
８
９
８
（
明
治

31）
年

12月
ご
ろ
に
は
延
長
線
の
免
許
状

も
下
付
さ
れ
た
。
延
長
線
と
は
茶
屋
町
・
岡
山
間
、
鴻
村

こ
う
む
ら・
日
比

ひ
び

間
、
味
野
村
・
下
津
井
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
１
９
０

０
（
明
治

33）
年
９
月

26日
の
臨
時
株
主
総
会
で
会
社
の
任
意
解
散
を
決
議
し ７
５、
同
日
付
で
解
散
登
記
を
す
ま
せ ７
６、

12月
５
日
に
は
逓
信

大
臣
・
星
亨
が
内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理
・
枢
密
院
議
長
公
爵
・
西
園
寺
公
望

さ
い
お
ん
じ
き
ん
も
ちに
「
會

�觧
散

か
い
さ
んノ
件
」
を
報
告
し
た ７
７。
つ
ま
り
、
岡
山
県

南
か
ら
瀬
戸
内
海
に
向
け
た
鉄
道
計
画
は
１
８
９
３
（
明
治

26）
年
に
動
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

４
―
３

下
津
井
軽
便
鉄
道

岡
山
か
ら
児
島
、
児
島
か
ら
下
津
井
港
に
い
た
る
下
津
井
往
来
は
、
備
前
の
重
要
な
脇
往
還
で
あ
り
、
四
国
連
絡
の
主
要
ル
ー
ト
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
山
陽
道
の
宮
内
（
吉
備
津
）
か
ら
下
津
井
港
へ
の
主
要
道
は
金
毘
羅
往
来
と
呼
ば
れ
た
。
明
治
時
代
に
は
毎
日
数
便
の
乗
合
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馬
車
が
運
転
さ
れ
、
沿
道
の
町
や
村
は
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
瑜
伽
山
大
権
現
の
存
在
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
一
時
期
さ
び
れ
た
も
の
の
、
江
戸
時
代
の
旅
行
ブ
ー
ム
で
金

刀
比
羅
宮
と
の
両
参
り
が
人
気
を
博
し
、
享
和
年
間
（
１
８
０
１
年
～
１
８
０
４
年
）
に
活
況
を
取
り
戻
し
た ７
８。
瑜
伽
山
詣
の
土
産
物
と

し
て
喜
ば
れ
た
の
が
沿
道
で
売
ら
れ
た
小
倉
帯
や
真
田
紐
、
袴
地
な
ど
で
、
そ
れ
ら
を
生
産
し
て
い
た
児
島
が
機
業
の
町
と
し
て
発
展
し

た
の
で
あ
る ７
９。
と
こ
ろ
が
宇
野
線
の
開
業
と
宇
高
航
路
の
就
航
に
よ
り
本
州
四
国
連
絡
の
主
役
の
座
を
宇
野
港
に
奪
わ
れ
、
下
津
井
往
来

や
金
毘
羅
往
来
、
下
津
井
港
の
将
来
に
暗
雲
が
か
か
っ
た
の
で
あ
る ８
０。

下
津
井
の
将
来
を
憂
い
た
の
は
下
津
井
町
議
員
ら
で
あ
っ
た
。
１
９
１
０
（
明
治

43）
年
夏
、
下
津
井
軽
便
鉄
道
期
成
同
盟
会
を
結
成

し
、

10月
７
日
免
許
申
請
、

11月
９
日
に
町
長
・
中
西
七
太
郎
ほ
か
１
６
５
人
に
免
許
状
が
下

付
さ
れ
た ８
１。
下
津
井
軽
便
鉄
道
の
開
業
は
、
茶
屋
町
・
味
野
町
間
が
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年

11月

11日
、
味
野
町
・
下
津
井
間
は
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
３
月

15日
で
あ
っ
た ８
２。
敷
設
工

事
の
槌
音
が
響
く
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
５
月
５
日
付
「
山
陽
新
報
」
は
こ
う
報
じ
て
い
る
。

備
前
兒
島
郡
下
津
井
港
は
郡
に
西
南
隅
に
あ
り
て
四
國
街
道
の
盡 つ
くる
所
な
り
港
口
東
南
に

向
ひ
東
西
五
町
南
北
一
町
山
陽
南
海
交
通
の
要
津

よ
う
し
んに
し
て
泊
舟
に
便
な
り
然
る
に
南
部
に

宇
野
築
港
さ
れ
て
以
來
四
國
聯
結
の
塲
所
は
宇
野
港
に
限
ら
れ
下
津
井
港
を
顧
み
る
者
な

き
に
至
れ
り
此
處
に
於
て
之
が
挽
回
策
と
し
て
下
津
井
、
茶
屋
町
間
鐵
道
布
設
の
必
要
を

認
め
目
下
工
事
中
な
る
が
遅
く
も
來
十
月
中
に
は
落
成
す
べ
し
さ
て
竣
工
の
暁
に
は
丸
龜

よ
り
西
即
ち
琴
平
に
至
る
者
は
必
ず
宇
野
、
高
松
を
迂
回
す
る
の
愚
を
な
さ
ず
し
て
直
に
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下
津
井
港
に
出
づ
る
な
ら
ん
元
來
同
港
湾
は
水
深
く
汽
船
交
通
便
な
れ
ば
必
ず
豫
め
汽
船
を
備
へ
て
之
が
聯
連
を
圖
ら
ざ
る
可
か
ら

ず
右
汽
船
は
丸
龜
、
多
度
津
よ
り
設
備
す
る
旨
申
込
め
り
と
か
尚
一
面
同
港
は
舊
來
の
港
に
し
て
現
に
戸
數
一
千
三
百
餘
戸
、
人
口

七
千
三
百
餘
人
を
有
し
遊
廓
あ
り
且
つ
下
津
井
港
よ
り
海
上
點
綴
の
島
嶼

と
う
し
ょを
眺
む
る
に
風
景
實
に
雅
に
し
て
日
本
の
二
三
位
を
爭
へ

り
殊
に
餘
波
樓
（
金
波
楼
か
、
筆
者
）
は
好
位
置
に
あ
り
て
之
れ
よ
り
遊
客
多
か
ら
ん
か
と ８
３

５
三
蟠
鉄
道

宇
野
線
と
宇
高
航
路
の
出
現
で
、
存
続
の
危
ぶ
ま
れ
た
下
津
井
港
と
三
蟠
港
の
救
世
主
と
し
て
誕
生
し
た
下
津
井
電
鉄
と
三
蟠
鉄
道
で

あ
っ
た
が
、
二
つ
の
軽
便
鉄
道
を
取
り
巻
く
歴
史
や
環
境
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

岡
山
県
下
二
番
目
の
１
９
０
１
（
明
治

43）
年
に
免
許
を
申
請
し
た
下
津
井
電
鉄
に
対
し
、
三
蟠
鉄
道
の
申
請
は
１
９
１
３
（
大
正
２
）

年
の
四
番
目
で
あ
っ
た
。
下
津
井
電
鉄
を
生
ん
だ
児
島
は
、
ま
ず
塩
業
の
町
と
て
発
展
し
、
つ
ぎ
に
由
加
山
蓮
台
寺
に
参
詣
す
る
人
々
の

土
産
物
と
な
っ
た
小
倉
帯
や
真
田
紐
、
袴
地
な
ど
を
生
産
す
る
家
内
工
業
で
機
業
の
町
に
な
っ
た
。
港
は
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
の
繁

栄
も
き
わ
め
た
。
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
は
撚
糸
技
術
や
染
色
技
術
が
発
展
し
、
長
尺
、
前
掛
地
な
ど
を
増
や
し
、
主
商

品
の
袴
地
が
隆
盛
期
を
迎
え
た
。
さ
ら
に
足
袋
、
綿
紡
績
の
時
代
を
経
て
、
輸
出
用
韓
人
紐
、
弁
髪
紐

べ
ん
ぱ
つ
ひ
も、
腿
帯
子

タ
イ
ズ

の
生
産
、
学
生
服
、
ジ
ー

ン
ズ
へ
と
品
目
を
変
え
な
が
ら
発
展
を
続
け
、
帆
布
生
産
は
現
在
、
国
内
シ
ェ
ア
の

70％
を
占
め
て
い
る
。
下
津
井
は
児
島
の
海
の
玄
関

で
あ
っ
た
。

一
方
の
三
蟠
は
、
元
禄
年
間
（
１
６
８
８
年
～
１
７
０
４
年
）
の
新
田
開
発
に
よ
り
生
ま
れ
た
土
地
で
あ
る
。
京
橋
に
代
わ
る
岡
山
市

街
地
の
外
港
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
が
、
児
島
の
よ
う
な
産
業
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
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５
―
１

土
屋
峰
吉
の
岡
山
市
街
・
三
蟠
間
鉄
道
計
画

岡
山
市
の
土
屋
峰
吉
は
１
９
０
１
（
明
治

43）
年
ご
ろ
、
九
蟠
軽
便
鉄
道
計
画
に
対
抗
し
て
岡
山
市
街
と
三
蟠
港
を
結
ぶ
鉄
道
を
計
画

し
た
。
土
屋
は
、
岡
山
の
実
業
家
・
菱
川
吉
衛

き
ち
え

が
請
負
っ
た
山
陰
線
天
神
川
橋
梁
と
第

16工
区
の
工
事
に
参
加
し
た
が
、
両
工
事
の
竣
工

後
、
鉄
道
資
材
を
も
ち
あ
ぐ
ね
て
い
た
。
天
神
川
橋
梁
の
架
設
工
事
は
１
９
０
２
（
明
治

35）
年
７
月

15日
着
手
、
１
９
０
３
（
明
治

36）

年
９
月
１
日
竣
工
で
、
第

16工
区
は
１
９
０
３
（
明
治

36）
年
６
月

10日
着
手
、
１
９
０
４
（
明
治

37）
年
８
月
８
日
竣
工
で
あ
っ
た ８
４。

１
９
１
０
（
明
治

43）
年
６
月

12日
に
宇
野
線
と
宇
高
航
路
が
開
業
す
る
と
、
土
屋
は
三
蟠
・
九
蟠
・
小
豆
島
・
高
松
間
を
結
ぶ
航
路
を

開
設
し
た
尼
崎
汽
船
の
太
田
稲
城
に
、
岡
山
市
街
・
三
蟠
港
間
の
鉄
道
計
画
を
も
ち
か
け
、
太
田
は
尼
崎
伊
三
郎
に
賛
同
を
求
め
た
。
こ

の
計
画
は
土
屋
の
都
合
で
頓
挫
し
た
た
め
実
現
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
が ８
５、
土
屋
の
計
画
を
し
て
三
蟠
鉄
道
計
画
の
嚆
矢
と
す
る
。

５
―
２

岡
山
軽
便
鉄
道
計
画

土
屋
峰
吉
の
岡
山
市
街
・
三
蟠
港
間
鉄
道
計
画
を
引
き
継
い
だ
の
が
藤
原
譲
太
郎
、
斎
藤
傅
三
郎
、
太
田
稲
城
、
八
田
大
三
郎
、
石
原

富
次
郎
、
妹
尾
丈
七
郎
で
あ
る
。
藤
原
ら
は
創
立
発
起
人

13名
で
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
７
月

10日
、
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
・
山
本

権
兵
衛

ご
ん
べ
え

に
「
岡
山
輕
便
鐵
道
敷
設
免
許
願
」
を
提
出
し
た
。
岡
山
市
大
字
網
ノ
濱
・
上
道

じ
ょ
う
と
う郡
三
蟠
村
大
字
藤
崎
間
７
・
２
㎞
（
４
マ
イ
ル

40チ
ェ
ー
ン
）、
軌
間
７
６
２
㎜
の
蒸
気
鉄
道
で
あ
る
。
事
務
所
は
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
藤
崎
１
８
５
番
地
に
構
え
た
。

岡
山
輕
便
鐵
道
敷
設
免
許
願

今
般
私
共
発
起
人
ト
相
成
リ
岡
山
縣
岡
山
市
大
字
網
ノ
濱
ヨ
リ
仝
縣
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
藤
﨑
ニ
達
ス
ル
輕
便
鐵
道
ヲ
敷
設
致
度
候
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間
免
許
相
成
度
圖
面
書
類
相
添
ヘ
此
段
奉
願
候
也

大
正
貳
年
七
月
拾
日

岡
山
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
創
立
発
起
人
總
代

岡
山
縣
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
藤
﨑
百
八
拾
五
番
地
藤
原
譲
太
郎

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
山
本
権
兵
衛
殿

「
岡
山
輕
便
鐵
道
敷
設
免
許
願
」
は
岡
山
県
庁
か
ら
山
本
総
理
大
臣
に
送
ら
れ
た
が
、
岡
山
県
知
事
・
湯
浅
倉
平

く
ら
へ
いが
、
山
本
総
理
大
臣

に
あ
て
た
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
７
月

29日
付
「
岡
山
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
願
届
ニ
関
シ
意
見
及
進
達
ノ
件
」
に
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

進
達

大
正
二
年
七
月
廿
九
日

岡
山
縣
知
事
湯
淺
倉
平

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
山
本
権
兵
衛
殿

岡
山
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
願
届
ニ
関
シ
意
見
及
進
達
ノ
件

岡
山
軽
便
鉄
道
株
式
會

�発
起
人
総
代
藤
原
譲
太
郎
ヨ
リ
出
願
ニ
係
ル
軽
便
鉄
道
敷
設
ノ
義
調
査
候
處
右
ハ
岡
山
市
大
字
網
濱
ヲ
起

点
ト
シ
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
藤
﨑
ニ
至
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
線
路
ハ
短
距
離
ト
雖
モ
三
蟠
港
ハ
岡
山
市
ノ
咽
喉
ニ
シ
テ
船
舶
常
ニ
碇
泊

シ
該
港
ト
岡
山
市
ニ
於
ケ
ル
貨
物
ノ
運
輸
頻
繁
ナ
ル
モ
旭
川
ハ
常
ニ
水
浅
ク
交
通
意
ノ
如
ク
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
今
回
軽
鉄
敷
設
ノ
計

劃
セ
ン
モ
ノ
ニ
シ
テ
本
線
敷
設
ノ
暁
ハ
海
陸
連
絡
シ
運
輸
交
通
ノ
便
一
層
迅
速
ト
ナ
リ
有
益
ナ
ル
事
業
ト
相
認
メ
候
條
至
急
御
許
可
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相
成
候
様
致
度
別
紙
書
類
相
添
ヘ
及
進
達
候 ８
７

藤
原
ら
が
企
業
目
論
見
書
に
添
付
し
た
「
岡
山
軽
便
鉄
道
収
支
概
算
」
を
巻
末
［
表
１
］
に
、
「
岡
山
三
蟠
間
線
路
敷
設
費
用
概
算
」

を
巻
末
［
表
２
］
に
示
す
。

５
―
３

岡
山
軽
便
鉄
に
軽
便
鉄
道
免
許
状
下
付

監
督
第
二
〇
八
八
號

免
許
状

岡
山
軽
便
鐵
道
株
式
會
社
發
起
人
藤
原
譲
太
郎
外
五
拾
貳
名

右
申
請
ニ
係
ル
岡
山
縣
岡
山
市
ヨ
リ
同
縣
上
道
郡
三
蟠
村
ニ
至
ル
輕
便
鐵
道
ヲ
敷
設
シ
旅
客
及
貨
物
ノ
運
輸
營
業
を
爲
ス
コ
ト
ヲ
免

許
ス

輕
便
鐵
道
法
第
三
條
ニ
依
ル
認
可
申
請
ハ
大
正
三
年
八
月
十
四
日

�ニ
之
ヲ
提
出
ス
ヘ
シ

大
正
二
年
十
月
十
五
日

内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
山
本
権
兵
衛 ８
８

こ
れ
は
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年

10月

15日
、
山
本
総
理
大
臣
が
藤
原
ほ
か

52名
に
下
付
し
た
免
許
状
で
あ
る
。
発
起
人
に
は

52人
が

名
を
連
ね
、
同
年

10月

18日
付
「
官
報
」
に
は
こ
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

―128―



輕
便
鐵
道

�許

�下
付

鐵
道
種
別

：

蒸
気
鐵
道

軌
道
幅
員

：

二
呎
六
吋

線
路
兩
端

：

岡
山
縣
岡
山
市
同
縣
上
道
郡
三
蟠
村

延
長
哩
程

：

四
哩
四
〇
鎖

資
本
金

：

金
十
八
万
圓

起
業
者

：

岡
山
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
發
起
人
藤
原
讓
太
郎
外
五
十
二
人

�許

�下
付
月
日

：

一
〇

�一
五 ８
９

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
２
月
１
日
、
岡
山
市
新
西
大
寺
町
の
大
正
館
で
岡
山
軽
便
鉄
道
会
社
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
定
款
の
発
表
、

取
締
役
や
監
査
役
の
選
定
、
創
立
費
が
承
認
さ
れ ９
０、
２
月
３
日
の
重
役
会
議
で
藤
原
譲
太
郎
が
社
長
に
選
任
さ
れ
た ９
１。

５
―
４

三
蟠
軽
便
鉄
道
に
改
称

１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
２
月
２
日
付
山
陽
新
報
は
「
岡
山
輕
便
鐵
道
株
式
會

�は
一
日
午
前
十
一
時
よ
り
新
西
大
寺
町
大
正
館
に
て

創
立
総
會
を
開
き
」
と
報
じ
て
い
る ９
２。
と
こ
ろ
が
２
月
５
日
付
で
は
「
一
日
大
正
館
に
て
創
立
総
會
を
開
き
た
る
三
蟠
輕
便
鐵
道
會

�各

重
役
は
三
日
午
後
三
時
よ
り
事
務
所
に
會
合
し

�長
の
選
挙
を
行
ひ
た
る
が
其
結
果
藤
原
譲
太
郎
氏
當
選
し
た
り
」
と
伝
え
て
い
る ９
３

。

『
鐵
道
院
文
書
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
』
に
は
、
「
岡
山
軽
便
鉄
道
」
か
ら
「
三
蟠
軽
便
鉄
道
」
へ
の
商
号
変
更
に
関
す
る
資
料
が
綴
ら
れ

て
い
る
。
三
蟠
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
藤
原
譲
太
郎
が
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
２
月

27日
、
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
・
山
本
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権
兵
衛
に
提
出
し
た
「
御
届
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
岡
山
軽
便
鉄
道
」
か
ら
「
三
蟠
軽
便
鉄
道
」
へ
の
変
更
と
、
鉄
道
業
の
付
帯
業
務

と
し
て
桟
橋
業
、
築
港
と
娯
楽
機
関
の
兼
業
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。

御
届

大
正
貳
年
拾
月
拾
五
日
付
監
第
二
〇
八
八
號
ヲ
以
テ
御
免
許
相
成
候
岡
山
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
定
款
発
起
人
總
會
ニ
於
テ
別
紙
之
通

リ
變
更
決
議
致
候
間
此
段
及
御
届
候
也

大
正
参
年
貳
月
貳
拾
七
日

岡
山
市
小
橋
町
百
六
拾
七
番
地

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
譲
太
郎

内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
山
本
權
兵
衛
殿 ９
４

「
御
届
」
は
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
２
月

28日
、
岡
山
県
か
ら
鉄
道
院
管
理
局
に
送
ら
れ
、
藤
原
は
３
月
６
日
、
山
本
総
理
大
臣
に

「
認
可
申
請
書
」
を
提
出
し
た
。

認
可
申
請
書

大
正
貳
年
拾
月
拾
五
日
付
監
第
二
〇
八
八
號
ヲ
以
テ
御
免
許
相
成
候
岡
山
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
起
業
目
論
見
書
第
貳
項
中
岡
山
輕
便

鐵
道
株
式
會
社
ト
ア
ル
ヲ
三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
ト
變
更
致
度
候
間
御
認
可
被
成
下
度
此
段
及
申
請
候
也

大
正
参
年
参
月
六
日
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岡
山
市
大
字
小
橋
町
百
六
拾
七
番
地

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
譲
太
郎

内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
山
本
權
兵
衛
殿 ９
５

「
認
定
申
請
書
」
は
、
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
３
月

10日
付
「
軽
便
鐵
道
起
業
目
論
見
書
中
一
部
變
更
ノ
件
」
と
し
て
湯
浅
岡
山
県

知
事
か
ら
山
本
総
理
大
臣
に
送
ら
れ
、
３
月

26日
付
「
岡
山
軽
便
鐵
道
社
名
變
更
ノ
件
」
で
、「（
岡
山
縣
経
由
）
三
蟠
輕
便
鉄
道
株
式
會

社
大
正
三
年
三
月
六
日
附
申
請
起
業
目
論
見
書
中
社
名
變
更
ノ
件
認
可
ス
」
と
し
て
承
認
さ
れ
た ９
６。

５
―
５

終
点
を
三
蟠
に

三
蟠
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
藤
原
譲
太
郎
は
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年

10月

16日
、
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
・
大
隈
重
信
に

「
起
業
目
論
見
書
中
變
更
ノ
件
」
と
し
て
「
残
區
間
工
事
中
止
ノ
件
」
提
出
し
た
。

申
請

大
正
參
年
十
月
十
六
日

岡
山
市
大
字
小
橋
町
百
六
拾
七
番
地

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
譲
太
郎

内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
大
隈
重
信
殿
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残
區
間
工
事
中
止
ノ
件

大
正
貳
年
拾
月
拾
五
日
付
監
第
二
〇
八
八
號
ヲ
以
テ
御
免
許
相
成
候
當
會
社
線
路
ノ
内
櫻
橋
三
蟠
間
ハ
既
ニ
本
年
六
月
拾
日
付
工
事

施
行
ノ
御
認
可
ト
相
成
リ
残
區
間
ニ
對
シ
テ
ハ
本
年
八
月
十
四
日
付
三
蟠
第
三
八
號
ヲ
以
テ
延
期
方
申
請
致
居
候
処
該
區
間
敷
設
ニ

就
キ
テ
ハ
港
湾
其
他
充
分
ノ
調
査
ヲ
要
ス
ル
點
有
之
速
ニ
決
定
難
致
候
間
右
残
區
間
工
事
施
行
ノ
義
之
レ
ヲ
中
止
シ
岡
山
縣
岡
山
市

大
字
濱
ヲ
起
点
ト
シ
仝
縣
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並
ヲ
終
点
ト
シ
此
間
四
哩
拾
鎖
ニ
短
縮
可
致
候
間
御
認
可
被
成
下
度
此
段
及
申
請

候
也 ９
７

「
起
業
目
論
見
書
中
變
更
ノ
件
」
は
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年

10月

21日
付
で
岡
山
県
知
事
・
笠
井
信
一
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
・
大
隈

重
信
に
、
さ
ら
に
「
軽
便
鐵
道
ノ
件
」
と
し
て

10月

21日
、
鉄
道
院
監
督
局
長
に
送
ら
れ
た
。
「
残
區
間
工
事
中
止
ノ
件
」
は

10月

28日

付
「
三
蟠
輕
便
鐵
道
起
業
目
論
見
書
中
線
路
短
縮
ノ
件
」
で
承
認
さ
れ
、
終
点
は
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
藤
崎
か
ら
三
蟠
村
大
字
江
並
に
、

敷
設
距
離
は
７
・
２
㎞
（
４
フ
ィ
ー
ト

40チ
ェ
ー
ン
）
か
ら
６
・
６
㎞
（
４
フ
ィ
ー
ト

10イ
ン
チ
）
に
短
縮
さ
れ
た
。

三
蟠
輕
便
鐵
道
起
業
目
論
見
書
中
線
路
短
縮
ノ
件

（
岡
山
縣
經
由
）
三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社

大
正
三
年
十
月
十
六
日
附
申
請
起
業
目
論
見
書
中
線
路
短
縮
ノ
件
認
可
ス

年
月
日

内
閣
総
理
大
臣

岡
山
縣
知
事
二
通
牒
案
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通
牒

本
年
十
月
二
十
一
日
附
土
甲
第
二
五
三
七
號
進
達
ニ
係
ル
三
蟠
輕
便
鐵
道
起
業
目
論
見
書
中
變
更
ノ
件
別
紙
ノ
通
指
令
相
成
候
處
同

日
附
土
甲
第
二
五
三
八
號
ヲ
以
テ
送
付
相
成
候
残
區
間
工
事
中
止
ノ
件
ハ
起
業
目
論
見
書
變
更
ニ
包
合
セ
ラ
レ
別
段
指
令
不
相
成
候

條
其
ノ
旨
會
社
ニ
御
垂
示
相
成
候 ９
８

５
―
６

三
蟠
軽
便
鉄
道
の
開
業

三
蟠
軽
便
鉄
道
の
起
工
式
は
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年

12月
７
日
、
宮
道
停
車
場
予
定
地
で
行
わ
れ
た
。
石
川
鐵
太
郎
が
主
任
技
師
を

務
め
、
石
川
富
次
郎
が
工
事
を
請
け
負
っ
た ９
９

。
線
路
は
全
線
単
線
の
蒸
気
鉄
道
で
、
最
小
曲
線
半
径
２
０
１
・
１
ｍ
（

10チ
ェ
ー
ン
）
、

最
急
勾
配
６
・
１
パ
ー
ミ
ル
、
軌
条
重
量
１
ヤ
ー
ド
あ
た
り

11・
３
㎏
（

25ポ
ン
ド
）、
枕
木
配
置
は
レ
ー
ル
０
・
９
ｍ
（

30フ
ィ
ー
ト
）

に
つ
き

15挺 ち
ょ
うと
さ
れ
た
。
橋
梁
工
事
は
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
１
月
中
旬
、
線
路
の
敷
設
と
建
築
列
車
の
運
行
は
６
月
中
旬
に
始
ま
り
、

７
月
初
旬
に
は
１
・

32
ha（
四
〇
〇
〇
坪
）
の
土
工
工
事
が
終
わ
り
、

23橋
梁
な
ど
が
竣
工
し
た １０
０。
巻
末
［
表
３
］［
表
４
］［
表
５
］
に

桜
橋
三
蟠
間
駅
、
桜
橋
三
蟠
間
橋
梁
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
車
両
の
概
要
を
示
す
。

三
蟠
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
藤
原
譲
太
郎
は
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
８
月
５
日
、
内
閣
總
理
大
臣
伯
爵
・
大
隈
重
信
に

運
輸
開
始
を
申
請
し
た
。
そ
れ
を
受
け
同
月
９
日
、
線
路
や
駅
の
完
成
具
合
の
確
認
に
訪
れ
た
鉄
道
院
技
師
・
髙
井
寿
二
郎
ら
は
、
「
三

蟠
軽
便
鐵
道
株
式
會
社
軽
便
鐵
道
櫻
橋
三
蟠
間
線
路
敷
設
工
事
竣
功
監
査
報
告
」
で
つ
ぎ
の
指
摘
を
し
て
い
る １０
１。
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大
正
四
年
八
月
九
日

雇
栗
野
惣
吉

技
手
久
保
田
順
一

技
師
髙
井
寿
二
郎

三
蟠
軽
便
鐵
道
株
式
會

�軽
便
鐵
道

櫻
橋
三
蟠
間
線
路
敷
設
工
事
竣
功
監
査
報
告

竣
功
線
路
ハ
岡
山
市
大
字
網
ノ
濱
ニ
於
ケ
ル
櫻
橋
停
車
場
ヨ
リ
岡
山
縣
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並
ニ
於
ケ
ル
三
蟠
停
車
場
ニ
至
ル
延

長
四
哩
三
鎖
九
十
七
節
ニ
シ
テ
地
勢
平
坦
工
事
モ
亦
極
メ
テ
容
易
ナ
リ
本
區
間
線
路
ハ
大
体
竣
功
ヲ
告
ケ
車
輌
其
ノ
他
ノ
運
轉
設
備

モ
概
ネ
完
成
セ
リ
右
線
路
及
工
事
ノ
概
要
ハ
別
紙
工
事
方
法
概
要
書
及
諸
表
ノ
如
シ

左
記
各
項
ノ
施
設
ハ
未
ダ
整
備
ス
ル
ニ
至
ラ
ズ
就
中
第
一
項
及
至
第
六
項
ハ
運
輸
開
始
前
之
ヲ
完
了
シ
其
ノ
他
モ
遅
延
ナ
ク
竣
功
セ

シ
ム
ル
ヲ
要
ス
（
答
申
書
ヲ
添
付
ス
）

一

�軌
道
ノ
整
備
不
充
分
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
完
成
ス
ル
コ
ト

二

�軌
條
フ
イ
ツ
シ
ユ
ボ
ー
ル
ト
ノ
装
置
ヲ
完
成
ス
ル
コ
ト

三

�橋
梁
上
及
其
ノ
前
後
ニ
於
ケ
ル
枕
木
ノ
間
隔
過
大
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
整
備
ス
ル
コ
ト

四

�轍
叉
護
輪
軌
條
ノ
装
置
ナ
キ
モ
ノ
及
其
ノ
間
隔
過
大
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
整
備
ス
ル
コ
ト

五

�踏
切
道
ニ
於
ケ
ル
護
輪
軌
條
ノ
間
隔
狭
小
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
整
備
ス
ル
コ
ト

六

�橋
梁
ニ
於
ケ
ル
フ
ツ
ク
ボ
ー
ル
ト
ノ
設
備
ヲ
完
成
ス
ル
コ
ト

七

�櫻
橋
驛
及
三
蟠
驛
ノ
本
屋
驛
務
室
ヲ
完
成
ス
ル
コ
ト
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八

�宮
道
驛
及
濱
中
驛
ニ
通
路
ノ
設
備
ヲ
ナ
ス
コ
ト

九
�三

蟠
驛
ノ
物
置
及
便
所
ヲ
完
成
ス
ル
コ
ト

十
�機

関
車
第
十
二
號
「
ウ
オ
ツ
シ
ユ
プ
ラ
ツ
グ
」
一
個
取
替
フ
ル
コ
ト

十
一

�仝
「
プ
レ
シ
ユ
ア
ー
ケ
ー
ジ
」
ニ
赤
線
並
ニ
検
査
年
月
日
ヲ
記
入
ス
ル
コ
ト

十
二

�二

�三
等
客
車
十
二
號
ノ
縦
根
太
裂
損
セ
ル
モ
ノ
ヲ
修
理
ス
ル
コ
ト

十
三

�客
車
定
員
並
ニ
自
重
ヲ
記
入
ス
ル
コ
ト

十
四

�有
蓋
貨
車
十
二
號
縦
根
太
腐
蝕
ノ
箇
所
ヲ
修
理
ス
ル
コ
ト

十
五

�仝
「
ド
ア
ー
ハ
ン
ガ
ー
」
ノ
「
ナ
ツ
ト
」
ニ
割
「
ピ
ン
」
ヲ
装
置
ス
ル
コ
ト

十
六

�無
蓋
貨
車
第
一
〇
二
號
ノ
縦
根
太
裂
損
セ
ル
モ
ノ
ヲ
修
理
ス
ル
コ
ト

十
七

�仝
「
ボ
ル
ス
タ
ー
」「
ボ
ー
ル
ト
」
ニ
割
「
ピ
ン
」
ヲ
装
置
ス
ル
コ
ト

十
八

�仝
「
サ
イ
ド
ビ
ア
ラ
ー
」
間
隔
過
大
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
整
備
ス
ル
コ
ト

尚
、
宮
道
驛
及
濱
中
驛
ニ
待
合
所
上
屋
ヲ
設
置
セ
ル
ニ
對
シ
之
ガ
届
出
ヲ
ナ
ス
ノ
要
ア
リ

左
記
工
事
ノ
一
部
ニ
ハ
多
少
ノ
異
動
ヲ
發
見
セ
ル
モ
格
別
危
険
ノ
處
ア
ル
ヲ
認
メ
ズ
但
シ
常
ニ
注
意
ヲ
加
ヘ
監
視
ヲ
怠
ラ
サ
ル
ヲ
要

ス
（
上
申
書
ヲ
添
付
ス
）

一

�橋
梁
溝
橋
ノ
基
礎
地
盤
軟
弱
ニ
シ
テ
沈
降
ノ
處
ア
ル
モ
ノ
多
シ
機
関
車
ヲ
重
聯
シ
叉
ハ
客
貨
車
八
輛
ヲ
聯
結
シ
所
定
最
大
速
度

ヲ
以
テ
本
區
間
ヲ
走
行
セ
シ
メ
タ
ル
ニ
線
路
及
車
輌
共
格
別
異
常
ナ
シ
依
テ
前
記
急
須
ノ
施
設
整
備
ノ
上
ハ
使
用
開
始
ノ
件
支
障
ナ

シ
ト
認
ム
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髙
井
ら
の
報
告
を
受
け
た
鉄
道
院
は
、
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
８
月

10日
付
で
「
三
蟠
輕
便
鐵
道
運
輸
開
始
ノ
件
」
を
通
達
し
た
。

三
蟠
輕
便
鐵
道
運
輸
開
始
ノ
件

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會

�

大
正
四
年
八
月
五
日
附
申
請
運
輸
營
業
開
始
ノ
件
許
可
ス

年
八
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

通
達

本
月
五
日
附
申
請
運
輸
營
業
開
始
ノ
件
八
月
十
日
許
可
相
成
候
處
右
營
業
ヲ
開
始
シ
タ

ル
ト
キ
ハ
其
ノ
旨
即
日
電
報
々
告
可
有
之 １０
２

三
蟠
軽
便
鉄
道
の
開
通
式
は
１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
８
月

11日
、
午
前

11時
か
ら
兒
嶋

郡
甲
浦
の
高
嶋
で
行
わ
れ
た
。
桜
橋
駅
と
三
蟠
駅
の
入
口
に
は
巨
大
な
ア
ー
チ
、
各
駅
に
は

交
差
し
た
国
旗
、
無
数
の
旗
や
行
灯
が
飾
ら
れ
、
列
車
が
発
着
す
る
た
び
に
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
た １０
３。

―136―

写真３ 三蟠軽便鉄道古写真、1921（大正10）年
10月20日、『倉敷雑記』４104104



５
―
７

水
運
業
兼
営
ニ
関
ス
ル
件

１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
２
月

10日
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
藤
原
譲
太
郎
は
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
・
大
隈
重
信
に
、

「
水
運
業
兼
營
ニ
關
ス
ル
件
」
を
提
出
し
、
同
年
６
月

22日
認
可
さ
れ
た
。
三
蟠
港
と
牛
窓
港
を
結
ぶ
連
絡
船
の
営
業
許
可
で
あ
る
。

申
請

大
正
五
年
二
月
拾
日

岡
山
縣
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並
堤
塘
第
壱
號
地

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
譲
太
郎

内
国
總
理
大
臣
伯
爵
大
隈
重
信
殿

水
運
業
兼
營
ニ
關
ス
ル
件

當
會
社
ハ
旅
客
及
貨
物
吸
集
上
附
帯
事
業
ト
シ
テ
資
本
金
貳
千
円
ヲ
以
テ
巡
航
舩
ヲ
購
入
シ
鐵
道
終
点
地
ナ
ル
岡
山
縣
上
道
郡
三
蟠

村
大
字
江
並
ヨ
リ
仝
縣
邑
久
郡
牛
窓
町
ニ
至
ル
間
舩
車
聯
絡
ヲ
爲
ス
タ
メ
水
運
業
ヲ
兼
營
致
度
候
間
御
認
可
被
成
下
度
別
紙
財
源
表

及
營
業
收
支
豫
算
書
相
添
ヘ
處
段
及
申
請
候
也

興
行
費
財
源
表

一
金
貳
千
円
也
借
入
資
本
金

内
金
千
円
也
水
運
業
ニ
対
ス
ル
舩
舶
費
豫
算
額
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營
業
收
支
豫
算
書

收
入
ノ
部

一
金
参
千
六
百
五
拾
円
也

壱
ヶ
年
旅
客
收
入
金

但
壱
日
ニ
付
平
均
壱
百
人
壱
人
金
拾
錢

一
金
百
八
拾
貳
円
五
拾
錢
也

仝
貨
物
收
入
金

但
壱
日
ニ
付
平
均
五
拾
錢

計
金
参
千
八
百
参
拾
貳
円
五
拾
錢

支
出
ノ
部

一
金
参
千
貳
百
八
拾
五
円
也

壱
ヶ
年
營
業
費

但
壱
日
ニ
付
金
九
円

一
金
百
六
拾
七
円
九
拾
銭
也

借
入
金
貳
千
円
ニ
対
ス
ル
利
息

計
金
参
千
四
百
五
拾
貳
円
九
拾
銭
也

差
引
金
参
百
七
拾
九
円
六
拾
銭
也
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順
益
金

内
閣
總
理
大
臣

内
閣
書
紀
官
長

三
蟠
輕
便
鐵
道
水
運
業
兼
營
ノ
件

案
ノ
一

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社

大
正
五
年
二
月
十
日
附
三
輕
甲
第
三
七
一
號
申
請
水
運
業
兼
營
ノ
件
認
可
ス

年
月
日

内
閣
總
理
大
臣

案
ノ
二

番
號

年
六
月
二
十
二
日

局
長

社
長
宛

通
牒

本
年
二
月
十
日
附
三
輕
甲
第
三
七
一
號
申
請
水
運
業
兼
營
ノ
件
別
紙
ノ
通
指
令
相
成
候
處
輕
便
鐵
道
會
計
準
則
第
十
一
條
ニ
依
リ
會
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計
ヲ
區
別
整
理
シ
相
互
關
聯
ノ
收
入
支
出
ニ
付
テ
ハ
輕
便
鐵
道
補
助
法
施
行
規
則
第
十
一
條
ニ
依
リ
其
ノ
區
分
標
準
ヲ
定
メ
會
計
規

程
改
正
ノ
上
届
出
可
有
之

三
蟠
軽
便
鉄
道
会
社
の
巡
航
船
の
定
員
は

35名
で
あ
っ
た
が
、
乗
船
予
想
を

25名
と
見
込
ん
だ
。
経
費
削
減
の
た
め
石
油
で
は
な
く
石

炭
や
木
炭
を
燃
料
と
し
た
が
、
三
蟠
・
牛
窓
間
航
路
は
一
時
休
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
９
月
５
日
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
取
締
役
社
長
・
藤
原
元
太
郎
が
鉄
道
院
監
督
局
に
提
出
し
た
「
水
運
業
兼
營
ニ

関
ス
ル
件
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

三
輕
第
四
九
號

御
届

大
正
七
年
九
月
五
日

岡
山
縣
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並
堤
塘
第
壱
號
地

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
元
太
郎

鉄
道
院
監
督
局
御
中

水
運
業
兼
營
ニ
関
ス
ル
件

大
正
五
年
六
月
二
十
三
日
附
監
第
一
二
三
一
號
ヲ
以
テ
御
認
可
相
成
候
水
運
業
一
時
休
止
ノ
処
今
回
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並
ヨ
リ

邑
久
郡
朝
日
村
大
字
犬
島
ニ
至
ル
間
舩
車
連
絡
ノ
爲
メ
本
日
ヨ
リ
開
始
致
候
間
此
段
御
届
申
上
候
也
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休
止
さ
せ
て
い
た
三
蟠
・
牛
窓
間
を
三
蟠
・
犬
島
間
に
変
更
し
て
の
航
路
再
開
で
あ
る
。
し
か
し
、
犬
島
航
路
も
振
る
わ
ず
、
や
は
り

休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

三
輕
第
六
二
號

御
届

大
正
七
年
十
一
月
三
日

岡
山
縣
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
元
太
郎

鉄
道
院
監
督
局
御
中

水
運
業
兼
營
ニ
関
ス
ル
件

大
正
七
年
九
月
五
日
附
三
經
甲
第
四
九
號
ヲ
以
テ
御
届
仕
リ
候
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並
ヨ
リ
邑
久
郡
朝
日
村
大
字
犬
島
ニ
至
ル
舩

車
連
絡
ハ
旅
客
及
貨
物
僅
少
ニ
シ
テ
収
入
相
償
ハ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
一
時
休
止
可
致
候
間
此
段
御
届
申
上
候
也

５
―
８

岡
山
瓦
斯
へ
の
石
炭
輸
送

三
蟠
軽
便
鉄
道
取
締
役
社
長
・
藤
原
譲
太
郎
は
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
７
月

29日
、
鉄
道
院
監
督
局
か
ら
監
第
１
４
７
９
号
で
側
線

の
敷
設
を
認
可
さ
れ
た
。
敷
設
区
間
は
桜
橋
駅
・
岡
山
瓦
斯

ガ
ス

間
、
敷
設
目
的
は
三
蟠
港
・
岡
山
瓦
斯
間
の
石
炭
輸
送
で
あ
っ
た
。
１
９
１

７
（
大
正
６
）
年
７
月
５
日
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
会
社
と
岡
山
瓦
斯
株
式
は
つ
ぎ
の
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
た
。
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契
約
書

岡
山
瓦
斯
株
式
會

�（
以
下
單
ニ
甲
ト
記
ス
）
ト
三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會

�（
以
下
單
ニ
乙
ト
稱
ス
）
ト
石
炭
輸
送
上
ニ
関
シ
左
ノ

契
約
ヲ
締
結
ス

一
乙
ハ
甲
ノ
所
要
石
炭
ノ
輸
送
ヲ
請
負
フ
タ
メ
甲
ノ
工
場
ノ
構
内
（
岡
山
市
大
字
網
濱
所
在
）
適
當
ノ
場
所

�引
込
線
ヲ
布
設
シ

該
布
設
費
及
ヒ
修
繕
費
ハ
一
切
乙
ニ
於
テ
負
担
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
運
搬
ス
ル
石
炭
ノ
數
量
ハ
毎
月
六
百
噸
内
外
ト
シ
輸
送
區
域
ハ
三
蟠
驛
ヨ
リ
甲
ノ
工
場
構
内
ニ
於
ケ
ル
指
定
ノ
場
所

�ト
ス

一
前
記
運
搬
賃
ハ
壹
噸
ニ
付
金
拾
五
銭
ト
定
メ
毎
月
貳
拾
五
日
ヲ
以
テ
數
量
ヲ
締
切
リ
月
末
ニ
於
テ
甲
ヨ
リ
支
拂
ヲ
ナ
ス

但
荷
物
積
卸
シ
ニ
要
ス
ル
費
用
ハ
甲
ノ
負
担
ト
ス

一
三
蟠
港
ニ
於
テ
現
品
陸
揚
後
雨
晒
ヲ
防
ク
爲
メ
乙
ハ
適
當
ノ
塲
所
ニ
上
家
ヲ
建
設
ス
ベ
シ
若
シ
甲
ニ
於
テ
該
場
所
狭
隘
ノ
爲
露

出
ノ
慮
ア
リ
ト
認
メ
タ
ル
ト
キ
ハ
即
時
乙
ニ
於
テ
取
擴
ケ
ヲ
施
行
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

一
現
品
輸
送
ニ
付
テ
ハ
甲
ヨ
リ
數
量
及
列
車
便
ヲ
指
定
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
乙
ハ
故
ナ
ク
之
ヲ
拒
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ

一
乙
ガ
工
場
内
貨
物
蹴
込
ノ
上
ハ
甲
ハ
即
時
現
品
ヲ
取
卸
ス
ベ
シ

作
業
緩
慢
ノ
爲
メ
貨
車
ヲ
拾
貳
時
間
以
上
停
滞
セ
シ
メ
タ
ル
時
ハ
壹
時
間
壹
車
ニ
付
金
六
銭
ヲ
支
拂
フ
モ
ノ
ト
ス

一
甲
ハ
乙
ノ
線
路
使
用
料
ト
シ
テ
壹
ケ
年
金
貳
百
円
也
ヲ
貳
期
ニ
分
チ
乙
ニ
支
払
フ
モ
ノ
ト
ス

一
本
契
約
ハ
締
結
ノ
日
ヨ
リ
向
フ
壹
年
ト
ス

但
シ
輸
送
ノ
成
績
良
好
ニ
シ
テ
從
来
ノ
通
リ
異
変
ナ
キ
限
リ
本
契
約
ヲ
継
續
シ
期
限
満
了
後
ト
雖
モ
双
互
本
契
約
ノ
権
義
ヲ
履
行
ス

ベ
シ

一
本
契
約
解
除
ノ
場
合
ハ
乙
ハ
速
ニ
自
己
ノ
費
用
ヲ
以
テ
線
路
ヲ
撤
回
シ
甲
ノ
構
内
ヲ
原
形
ニ
復
ス
ル
工
事
ヲ
施
ス
ベ
シ
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右
契
約
ノ
証
ト
シ
テ
本
書
貳
通
ヲ
作
製
シ
各
壹
通
ヲ
分
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

大
正
六
年
七
月
五
日

岡
山
市
大
字
天
瀬
百
五
番
ノ
壹

岡
山
瓦
斯
株
式
會
社
取
締
役
社
長
大
森
馬
之

上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並
堤
塘
第
壹
號
地

三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
譲
太
郎 １０
５

５
―
９

三
蟠
鉄
道
に
改
称

１
９
２
３
（
大
正

12）
年
４
月

10日
、
三
蟠
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
藤
原
元
太
郎
は
、
鉄
道
省
監
督
局
に
「
商
號
変
更
ノ
件
」

を
提
出
し
た
。「
三
蟠
軽
便
鉄
道
」
か
ら
「
三
蟠
鉄
道
」
へ
の
変
更
で
あ
る
。

三
輕
甲
第
三
〇
號

御
届

大
正
十
二
年
四
月
十
日

岡
山
縣
岡
山
市
門
田
屋
敷
八
番
地

三
蟠
鉄
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
元
太
郎

鐵
道
省
監
督
局
御
中

商
號
変
更
ノ
件
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當
會
社
此
度
商
號
ヲ
三
蟠
鉄
道
株
式
會
社
ト
變
更
シ
大
正
十
二
年
三
月
三
十
一
日
臨
時
株
主
総
會
ニ
於
テ
承
認
決
定
シ
及
ヒ
大
正
拾

弐
年
四
月
九
日
岡
山
區
裁
判
所
ニ
於
テ
商
號
変
更
登
記
ヲ
終
了
致
シ

�間
此
段
及
御
届

�也

旧
三
蟠
軽
便
鉄
道
ヲ
三
蟠
鉄
道
ト
変
更

５
―

10

桜
橋
か
ら
国
清
寺
へ
の
延
伸

岡
山
の
町
を
路
面
電
車
が
走
り
始
め
た
の
は
１
９
１
２
（
明
治

45）
年
５
月
５
日
で
あ
る
。
『
お
か
で
ん
七
十
年
の
歩
み
』
に
「
岡
山

市
の
中
央
を
南
北
に
貫
く
柳
川
線
の
起
源
は
、
会
社
創
立
以
前
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
開
業
前
史
を
知
る
人
は
意

外
に
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

岡
山
電
気
軌
道
株
式
会
社
創
立
事
務
所
が
お
か
れ
た
の
は
１
９
０
６
（
明
治

39）
年

10月

14日
で
あ
っ
た
。
し
か
し
創
立
事
務
所
が
お

か
れ
た
の
は
岡
山
市
内
で
は
な
く
、
神
戸
市
兵
庫
湊
町
の
神
戸
商
工
会
議
所
で
あ
っ
た
。
岡
山
市
大
字
浜
田
町
在
住
の
発
起
人
・
平
田
基

次
郎
宅
に
創
立
事
務
所
が
開
設
さ
れ
た
の
は

11月
５
日
で
、
同
日
、
内
閣
総
理
大
臣
・
原
敬
に
電
気
鉄
道
敷
設
の
申
請
書
を
提
出
し
た
。

創
立
事
務
所
は
翌
１
９
０
７
（
明
治

40）
年
１
月

13日
、
岡
山
市
桶
屋
町
に
移
さ
れ
、
７
月

21日
、
岡
山
市
内
で
第
一
回
発
起
人
大
会
が

開
か
れ
た
。
京
橋
線
、
内
山
下
線
、
内
山
下
支
線
、
後
楽
園
線
、
黒
住
線
の
特
許
状
は
同
年

11月

27日
に
下
付
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
１

９
１
０
（
明
治

43）
年
５
月

21日
の
創
立
総
会
が
開
か
れ
た
の
は
岡
山
で
は
な
く
、
神
戸
商
工
会
議
所
で
あ
っ
た １０
６。

特
許
状
と
は
、
い
わ
ゆ
る
路
面
電
車
線
の
敷
設
に
必
要
な
許
可
証
で
あ
る
。
専
用
の
線
路
を
走
る
鉄
道
を
敷
設
す
る
に
は
、
１
８
８
７

（
明
治

20）
年
５
月

17日
に
公
布
さ
れ
た
勅
令
第

12号
「
私
設
鉄
道
条
例
」
の
定
め
る
「
免
許
状
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
一
方
、
道
路
の

上
に
敷
く
線
路
を
走
る
鉄
道
に
は
１
８
９
０
（
明
治

23）
年
８
月

23日
に
公
布
さ
れ
た
法
律
第

71号
「
軌
道
条
例
」
が
規
定
す
る
「
特
許

状
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
般
鉄
道
と
軌
道
は
異
な
る
法
律
で
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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『
お
か
で
ん
七
十
年
の
歩
み
』
に
記
さ
れ
た
岡
山
電
気
軌
道
開
業
前
史
に
は
、
西
大
寺
鉄
道
、
三
蟠
鉄
道
に
も
関
係
す
る
記
述
が
あ
る
。

３
鉄
道
の
端
緒
は
１
９
０
６
（
明
治

39）
年

12月
１
日
の
山
陽
鉄
道
国
有
化
で
、
瀬
戸
内
に
活
動
拠
点
を
構
え
る
山
陽
鉄
道
の
大
株
主
た

ち
が
、
山
陽
鉄
道
会
社
国
有
化
賠
償
金
を
も
と
に
新
し
い
鉄
道
を
計
画
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
ず
兵
庫
電
気
鉄
道
な
ど
複
数
の
鉄
道
会
社
を
設
立
し
、
明
石
・
姫
路
・
網
干
・
竜
野
・
有
年
あ
る
い
は
上
郡
間
、
有
年
あ
る
い
は
上

郡
・
牛
窓
間
、
牛
窓
・
西
大
寺
間
、
西
大
寺
・
岡
山
間
、
山
陽
線
岡
山
駅
前
と
岡
山
市
内
を
結
ぶ
市
街
電
車
の
５
路
線
を
敷
設
す
る
。
つ

ぎ
に
５
路
線
を
統
一
し
、
三
備
鉄
道
岡
山
・
尾
道
間
、
広
島
電
鉄
尾
道
・
広
島
間
と
連
絡
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
山
陽
線
と
は
異
な
る
阪
神
・

下
関
間
の
鉄
道
を
敷
設
す
る
構
想
で
あ
っ
た
。
山
陽
鉄
道
の
大
株
主
に
は
、
岡
山
電
気
軌
道
の
株
主
で
あ
り
、
広
島
電
鉄
の
生
み
の
親
で

も
あ
っ
た
大
林
芳
五
郎
（
大
林
組
社
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
財
界
人
、
岡
山
電
気
軌
道
の
発
起
人
に
も
「
岡
山
西
郷
」
と
呼
ば
れ

た
杉
山
岩
三
郎
を
筆
頭
に
、
岡
山
財
界
の
重
鎮
や
阪
神
間
で
財
を
な
し
た
岡
山
出
身
の
実
業
家
多
数
が
名
を
連
ね
て
い
た
の
で
あ
る
。

特
許
出
願
に
あ
た
り
、
岡
山
電
気
軌
道
発
起
人
代
表
ら
は
岡
山
市
と
さ
ま
ざ
ま
な
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
将
来
岡
山
市
営

電
鉄
事
業
が
必
要
に
な
っ
た
ら
買
収
に
応
じ
る
、
西
大
寺
軌
道
の
軌
間
を
９
１
４
㎜
か
ら
岡
山
電
気
軌
道
の
１
０
６
７
㎜
に
改
軌
す
る
、

三
蟠
築
港
事
業
が
動
き
出
す
と
き
は
臨
海
線
を
敷
設
す
る
、
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
岡
山
電
気
軌
道
旭
東
線
の
新
設
、
西
大

寺
軌
道
の
併
合
、
三
蟠
鉄
道
の
敷
設
は
、
岡
山
電
気
軌
道
の
設
立
時
、
す
で
に
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る １０
７。

岡
山
電
気
軌
道
は
１
９
１
２
（
明
治

45）
年
５
月
５
日
、
内
山
下
線
駅
前
・
内
山
下
分
岐
点
（
現
在
の
城
下
）
０
・

91㎞
と
内
山
下
支

線
内
山
下
分
岐
点
・
後
楽
園
口
間
０
・
４
４
８
㎞
、
６
月
１
日
に
は
城
下
・
西
大
寺
町
間
０
・
８
㎞
で
営
業
運
転
を
開
始
し
た
が
、
京
橋

線
と
黒
住
線
は
未
開
業
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
営
業
距
離
わ
ず
か
２
㎞
程
度
に
高
い
運
賃
を
払
い
な
が
ら
、
人
が
歩
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
し
か
出
せ
な
い
こ
と
が
足
か
せ
と

な
り
、
開
業
景
気
が
過
ぎ
る
と
業
績
は
不
振
に
陥
っ
た
。
そ
こ
で
岡
山
電
気
軌
道
は
経
営
方
針
を
大
幅
に
見
直
し
、
１
９
１
８
（
大
正
７
）
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年
11月

28日
、
番
町
線
後
楽
園
・
七
番
町
口
０
・
４
５
２
㎞
と
旭
東
線
西
大
寺
町
口
・
東
山
間
１
・
２
８
８
㎞
の
特
許
を
申
請
し
、
１
９

２
１
（
大
正

10）
年
７
月

26日
番
町
線
、
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
７
月
９
日
旭
東
線
を
開
業
さ
せ
た
。

旭
東
線
敷
設
の
要
請
は
創
立
以
前
、
岡
山
市
議
会
な
ど
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
電
気
軌
道
も
１
９
０
６
（
明
治

39）
年

11月
５
日

の
特
許
出
願
ま
で
検
討
し
て
い
た
。
岡
山
電
気
軌
道
重
役
会
議
は
１
９
１
０
（
明
治

43）
年
８
月
９
日
、
旭
東
線
の
特
許
申
請
を
議
決
し

９
月

29日
、
岡
山
県
経
由
で
申
請
し
た
。
し
か
し
同
年

12月

19日
、
申
請
は
却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
１
９
１
２
（
明
治

45）
年

11月

25日

に
開
か
れ
た
定
時
株
主
総
会
で
は
、
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
た
旭
東
線
西
大
寺
町
口
・
東
山
間
の
敷
設
が
承
認
さ
れ
た １０
８。
１
９
１
８
（
大

正
７
）
年

11月
か
ら
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
４
月
ま
で
の
営
業
内
容
を
記
録
し
た
「
大
正
七
年
後
半
期
第
拾
八
回
營
業
報
告
書
」
の

「
軌
道
延
長
ニ
關
ス
ル
現
況
」
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
旭
東
線
西
大
寺
町
口
・
東
山
間
の
敷
設
工
事
が
い
よ
い
よ
動
き
出

す
の
で
あ
る
。

前
期
ノ
初
特
許
ノ
申
請
ヲ
爲
シ
タ
ル
番
町
旭
東
ノ
兩
線
路
ハ
大
正
七
年
拾
壹
月
貳
拾
八
日
附
特
許

�並
ニ
命
令
書
ノ
下
附
ヲ
受
ケ
直

チ
ニ
先
ツ
番
町
線
ノ
工
事
施
行
ノ
許
可
申
請
書
ヲ
提
出
セ
ル
ヲ
以
テ
近
ク
起
工
ノ
運
ヒ
ニ
至
ル
可
ク
旭
東
線
ハ
小
橋
以
東
ニ
對
ス
ル

交
渉
ニ
關
シ
縣
市
ト
折
衝
中
ニ
シ
テ
遠
カ
ラ
ス
解
決
ス
可
キ
ニ
依
リ
此
解
決
後
ハ
直
ニ
施
行
認
可
ヲ
申
請
ス
ル
可
キ
筈
ナ
リ １０
９

旭
川
に
京
橋
を
架
け
、
山
陽
道
を
通
し
の
は
宇
喜
多
秀
家
の
１
５
９
３
（
文
禄
２
）
年
で
あ
る １１
０。
宇
喜
多
が
架
け
た
木
の
京
橋
の
、
道

路
鉄
道
併
用
橋
へ
の
架
替
え
が
決
ま
っ
た
の
は
１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
８
月

30日
で
、
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年

11月

29日
に
は
岡
山

県
議
会
も
承
認
し
た
。
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
４
月

30日
の
岡
山
電
気
軌
道
第
６
回
定
時
株
主
総
会
も
旭
東
線
西
大
寺
町
口
・
東
山
間

の
延
伸
を
承
認
し
、
京
橋
へ
の
線
路
敷
設
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
岡
山
電
気
軌
道
に
は

80ポ
ン
ド
レ
ー
ル
に
交
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換
す
る
財
政
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
新
し
い
京
橋
は
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
３
月

25日
、
道
路
橋
と
し
て
開
通
し
た
。
橋
の
中
央

を
複
線
の
線
路
が
走
る
現
在
の
姿
に
な
っ
た
の
は
１
９
２
２
（
大
正

11）
年
で
、
東
山
行
き
電
車
が
走
り
始
め
た
の
は
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
７
月
９
日
で
あ
る
。

岡
山
電
気
軌
道
と
岡
山
市
が
京
橋
へ
の
軌
道
敷
設
協
議
を
始
め
た
の
は
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
で
あ
る
。
同
年
９
月
６
日
付
山
陽
新

報
は
「
三
蟠
輕
鐵
延
長
計
畫
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

岡
山
三
蟠
間
三
蟠
輕
便
鐵
道
株
式
會
社
に
て
は
四
日
重
役
會
を
開
き
線
路
延
長
方
に
付
協
議
せ
し
が
内
容
は
最
終
點
櫻
橋
驛
よ
り
小

橋
町
ま
で
延
長
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
て
既
に
計
畫
餘
程
熟
し
居
れ
る
が
如
し １１
１。

つ
ぎ
の
展
開
は
翌
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
３
月

27日
付
山
陽
新
報
の
「
三
蟠
輕
鐵
延
長
豫
定
線
路
變
更
」
に
あ
る
。

三
蟠
輕
便
鐵
道
は
岡
山
電
気
軌
道
の
旭
東
線
延
長
に
連
絡
す
る
目
的
を
以
て
小
橋
町
字
新
地

�延
長
す
る
こ
と
に
決
定
せ
し
は
既
報

の
如
く
な
る
が
延
長
費
は
僅
に
五
萬
圓
な
る
も
今
日
の
如
き
物
價
騰
貴
に
際
し
五
萬
圓
の
經
費
を
以
て
敷
設
す
る
こ
と
不
可
能
な
り

と
し
豫
定
線
路
を
變
更
し
現
櫻
橋
停
留
塲
よ
り
東
北
に
曲
折
し
花
畑
舊
日
置
邸
附
近
に
至
る
こ
と
と
爲
し
た
る
由 １１
２

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
６
月

23日
付
山
陽
新
報
は
「
三
蟠
輕
鐵
延
長

�長
及
課
長
と
市
理
事
者
協
議
」
で
、
「
花
畑
舊
日
置
邸
附

近
」
と
し
て
新
停
車
場
の
場
所
を
「
小
橋
国
清
寺
横
手
舊
馬
車
驛
」
と
報
じ
て
い
る
１
１
３。
三
蟠
軽
便
鉄
道
は
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
２
月

５
日
、
桜
橋
・
国
清
寺
間
１
・
１
㎞
を
延
伸
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
東
山
に
延
伸
さ
れ
る
岡
山
電
気
軌
道
と
の
連
絡
に
あ
っ
た
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の
で
あ
る
。
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
立
案
さ
れ
た
小
橋
町
字
新
地
へ
の
延
伸
計
画
は
翌
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
、
「
花
畑
舊
日
置

邸
附
近
」
あ
る
い
は
「
小
橋
国
清
寺
横
手
舊
馬
車
驛
」
に
国
清
寺
駅
を
建
設
す
る
こ
と
で
決
着
し
、
岡
山
電
気
軌
道
旭
東
線
開
業
の
約
５

ヶ
月
前
、
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
２
月
５
日
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
国
清
寺
駅
が
開
業
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
岡
山
駅
か
ら
三
蟠
港
に
行
く
に

は
、
岡
山
電
気
軌
道
小
橋
停
車
場
下
車
、
三
蟠
鉄
道
国
清
寺
駅
乗
り
換
え
だ
け
に
簡
略
化
さ
れ
た
。

６
二
つ
の
反
対
陳
情

三
蟠
鉄
道
は
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
時
代
の
１
９
２
１
（
大
正

10）
年
と
三
蟠
鉄
道
時
代
の
１
９
２
４
（
大
正

13）
年
の
二
回
、
新
規
参
入

を
は
か
っ
た
福
島
軽
便
鉄
道
と
岡
山
臨
海
鉄
道
の
免
許
不
許
可
を
求
め
る
陳
情
書
を
提
出
し
た
。
ど
ち
ら
も
岡
山
の
実
業
家
・
菱
川
吉
衛

が
発
起
人
と
な
り
、
旭
川
右
岸
へ
の
敷
設
を
計
画
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

６
―
１

福
島
軽
便
鉄
道
計
画
へ
の
反
対
陳
情

１
９
２
１
（
大
正

10）
年
５
月

26日
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
取
締
役
社
長
・
藤
原
元
太
郎
は
鉄
道
大
臣
・
元
田
肇
に
、
福
島
軽
便
鉄
道
の
不

認
可
を
請
願
し
た
。

御
願
書

弊
社
三
蟠
軽
便
鉄
道
ハ
岡
山
市
ノ
門
口
ヲ
爲
ス
三
蟠
港
（
旭
川
ノ
河
口
ニ
於
ケ
ル
港
湾
ナ
リ
）
ヲ
基
點
ト
シ
岡
山
市
ヲ
東
西
ニ
貫
通

セ
ル
市
鉄
ト
連
續
シ
テ
山
陽
本
線
岡
山
驛
ニ
連
絡
（
本
年
中
ニ
完
成
豫
定
）
セ
ン
ト
ス
此
連
絡
完
成
ノ
上
ハ
旭
川
ヲ
逆
航
ス
ル
貨
物
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ノ
運
輸
モ
至
便
ニ
シ
テ
弊

�營
業
ノ
目
的
ヲ
達
成
ス
ベ
ク
今
ヤ
此
連
絡
工
事
ハ
僅
ニ
五
拾
鎖
少
距
離
ニ
シ
テ
此
完
成
ハ
眼
前
ニ
迫
リ

居
リ
則
チ
之
ガ
計
畫
當
初
ノ
目
的
貫
徹
セ
バ
児
島
郡
（
東
部
）
及
ビ
瀬
戸
内
海
ニ
於
ケ
ル
小
豆
嶋
、
豊
嶋
方
面
ノ
乗
客
ガ
山
陽
本
線

ニ
到
達
ス
ル
ノ
揵
径
ト
モ
相
成
リ
弊

�ガ
大
正
四
年
八
月
營
業
開
始
以
來
（
國
庫
補
助
ノ
恩
恵
ニ
依
リ
）
漸
ク
ニ
シ
テ

�命
ヲ
維
時

シ
來
リ
タ
ル
苦
心
ノ
効
果
ヲ
奏
セ
ン
ト
ス
ル
場
合
ニ
御
座
候
然
ル
処
今
回
最
近
ノ
距
離
（
河
幅
僅
ニ
百
數
十
間
ノ
旭
川
ノ
對
岸
ニ
テ
）

ニ
於
テ
弊

�鉄
道
ト
並
行
線
ヲ
爲
ス
処
ノ
福
嶋
軽
便
鉄
道
敷
設
出
願
致
候
モ
ノ
有
之
候
右
ハ
本
省
ニ
於
テ
目
下
御
詮
議
中
ト
存
候
此

福
嶋
軽
便
鉄
道
線
ハ
全
然
弊

�三
蟠
軽
便
鉄
道
ニ
對
ス
ル
競
爭
線
ニ
シ
テ
而
モ
三
蟠
港
ヨ
リ
遥
カ
ニ
旭
川
ヲ
溯
リ
タ
ル
上
流
ニ
テ
對

岸
福
濱
大
字
福
嶋
ヲ
基
点
ト
シ
テ
岡
山
市
内
山
陽
線
ニ
連
接
セ
ン
ト
ス
ル
ノ
計
畫
ニ
有
処
候
ニ
付
若
シ
之
ガ
敷
設
御
認
可
相
成
候
場

合
ハ
弊

�三
蟠
軽
便
鉄
道
ノ

�運
漸
リ
維
持
シ
テ
今
日
ニ
至
リ
タ
ル
營
業
ヲ
妨
害
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
新
願
ノ
福
嶋
線
夫
レ
自
身
ノ
營

業
ニ
於
テ
モ
到
底
収
支
不
償
甚
ダ
不
充
分
ニ
シ
テ
両

�共
倒
ノ
醜
態
惨

�ヲ
來
ス
ヤ
明
瞭
ノ
問
題
ニ
有
処
候
ニ
付
希
ク
ハ
斯
ル
最
近

距
離
ニ
於
ケ
ル
競
爭
並
行
線
ノ
計
畫
ヲ
御
認
可
無
之
候
様
被
成
下
度
此
段

�シ
テ
具
伸
仕
候
間
宜
敷
御
詮
議
被
下
度
奉
悃
願
候
也

大
正
拾
年
五
月
貳
拾
六
日

岡
山
縣
上
道
郡
三
蟠
村
大
字
江
並

三
蟠
軽
便
鉄
道
株
式
會

�取
締
役

�長
藤
原
元
太
郎

鉄
道
大
臣
元
田
肇
殿 １１
４

福
島
軽
便
鉄
道
は
二
回
計
画
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
未
成
に
終
わ
っ
て
い
る
。
第
一
の
計
画
は
１
９
１
１
（
明
治

44）
年
４
月
７
日
、
杉
山

岩
三
郎
ほ
か
８
名
が
申
請
し
た
宇
野
線
鹿
田
駅
・
福
浜
村
大
字
福
島
間
６
・
３
㎞
（
３
マ
イ
ル

75チ
ェ
ー
ン
）
で
あ
る
。
資
本
金
６
万
円
、

御
津
郡
鹿
田
村
大
字
大
供
の
宇
野
線
鹿
田
駅
を
起
点
に
、
鹿
田
村
大
字
東
古
松
、
大
字
岡
、
大
字
奥
田
、
大
字
二
日
市
、
岡
山
市
大
字
七
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日
市
、
御
津
郡
福
浜
村
大
字
浜
野
、
大
字
洲
崎
を
経
て
大
字
福
島
に
い
た
る
軌
間
７
６
２
㎜
の
蒸
気
鉄
道
で
、
同
年
６
月

15日
に
免
許
状

を
下
付
さ
れ
た
。
し
か
し
、
線
路
通
過
点
が
児
島
湾
干
拓
予
定
地
で
あ
っ
た
た
め
に
用
地
確
保
が
難
航
し
た
。
１
９
１
２
（
明
治

45）
年

６
月
５
日
に
「
工
事
施
行
認
可
申
請
延
期
願
」
を
提
出
し
、
工
事
着
手
期
限
を
６
月

14日
か
ら

12月

14日
に
延
長
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、

着
手
見
込
み
が
立
た
ず
１
９
１
２
（
大
正
元
）
年

12月
９
日
、
免
許
状
を
返
納
し
た １１
５。

第
二
の
計
画
は
、
菱
川
吉
衛
ら
に
よ
る
岡
山
駅
・
御
津
郡
福
浜
村
大
字
福
島
松
ケ
鼻
間
６
・
４
㎞
（
４
マ
イ
ル
）
で
あ
る
。
石
炭
や
コ
ー

ク
ス
、
雑
貨
な
ど
の
貨
物
と
旅
客
の
輸
送
を
目
的
と
し
た
資
本
金

45万
円
、
軌
間
７
６
２
㎜
の
計
画
で
あ
っ
た
が １１
６、
申
請
は
却
下
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

菱
川
ら
が
岡
山
駅
・
松
ケ
鼻
間
を
計
画
し
た
１
９
２
１
（
大
正

10）
年
ご
ろ
の
岡
山
県
で
は
、
山
陽
海
岸
線
を
西
大
寺
か
ら
三
蟠
経
由

で
岡
山
駅
に
延
伸
す
る
運
動
が
熱
を
帯
び
て
い
た
。
山
陽
海
岸
線
と
は
、
政
府
が
第

44議
会
に
提
出
し
た
地
方
鉄
道
で
、
兵
庫
県
の
山
陽

線
有
年
駅
を
起
点
に
、
赤
穂
、
日
生
、
片
上
、
伊
部
、
福
岡
、
西
大
寺
を
経
て
山
陽
線
西
大
寺
（
現
在
の
東
岡
山
）
駅
を
終
点
と
す
る
ル
ー

ト
で
あ
っ
た
。
起
点
を
相
生
駅
に
す
れ
ば
現
在
の
赤
穂
線
に
相
当
す
る １１
７。
同
年
５
月
４
日
付
山
陽
新
報
は
、
西
大
寺
鉄
道
が
九
蟠
築
港
を

計
画
し
、
三
蟠
鉄
道
は
三
蟠
港
沖
の
高
島
築
港
を
計
画
す
る
な
か
、
福
島
軽
便
鉄
道
会
社
が
あ
ら
た
な
鉄
道
の
敷
設
と
、
福
島
築
港
を
申

請
し
た
と
報
じ
て
い
る １１
８。
岡
山
市
は
当
時
、
岡
山
電
気
軌
道
の
市
営
化
を
視
野
に
入
れ
た
都
市
計
画
を
検
討
し
て
い
た １１
９。
岡
山
市
内
に
は

宇
野
開
港
後
も
大
型
船
を
停
泊
さ
せ
る
港
が
な
か
っ
た
た
め
、
近
傍
へ
の
築
港
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
１
９
２
５
（
大
正

14）
年
６
月
６
日
以
前
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
を
読
む
と
１
２
０、
岡
山
県
や
岡
山
市
は
福
島
軽
便
鉄
道
計
画
に
前
向
き
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る

１
２
１

。

６
―
２

岡
山
臨
港
鉄
道
計
画
へ
の
反
対
陳
情

１
９
２
４
（
大
正

13）
年

12月

10日
、
菱
川
吉
衛
ほ
か

10名
は
、
鉄
道
大
臣
・
仙
石
貢
に
「
岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
免
許
申
請
」
を
申
請
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し
た
。今
般
拙
者
共
發
起
人
ト
相
成
リ
岡
山
市
ヨ
リ
岡
山
縣
御
津
郡
福
濱
村
ニ
至
ル
間
ニ
地
方
鐵
道
法
ニ
依
リ
鐵
道
ヲ
敷
設
シ
一
般
旅
客
貨

物
ノ
運
輸
營
業
致
度
候
間
御
免
許
被
成
下
度
別
紙
関
係
書
類
并
ニ
圖
面
相
添
ヘ
此
段
申
請
候
也

発
起
人
に
は
児
島
湾
開
墾
事
務
所
長
・
渡
邉
辨
三
や
天
満
屋
社
長
・
伊
原
木
藻
平

も
へ
い

の
名
前
も
あ
る
。
「
岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
申
請
理
由

書
」
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

今
般
岡
山
市
ヨ
リ
岡
山
縣
御
津
郡
福
濱
村
ニ
至
ル
間
ニ
鐵
道
ヲ
敷
設
シ
地
方
鐵
道
法
ニ
依
リ
一
般
運
輸
營
業
仕
度
本
鐵
道
敷
設
計
畫

ス
ル
理
由
左
ノ
通
ニ
有
之
候

「
岡
山
臨
港
鐵
道
株
式
會
社
起
業
目
論
見
書
」
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

本
會
社
ハ
岡
山
市
ヨ
リ
岡
山
縣
御
津
郡
福
濱
村
ニ
至
ル
間
ニ
鐵
道
ヲ
敷
設
シ
地
方
鐵
道
法
ニ
依
リ
一
般
運
輸
ノ
業
ヲ
營
ミ
且
ツ
福
濱
村

海
岸
ニ
築
港
ヲ
造
成
シ
一
般
ノ
舩
舶
發
着
ヲ
便
ナ
ラ
シ
メ
以
テ
本
事
業
ヲ
経
營
シ
及
土
地
家
屋
ノ
賣
売
賃
借
権
ヲ
ナ
ク
ス
目
的
ト
ス

「
岡
山
臨
港
鉄
道
」
は
昭
和
時
代
に
実
在
し
た
鉄
道
で
あ
る
。
岡
山
県
は
１
９
３
９
（
昭
和

14）
年
、
農
業
県
か
ら
工
業
県
へ
の
転
換

を
は
か
り
、
工
場
誘
致
委
員
会
規
程
を
制
定
し
、
児
島
湾
干
拓
第
３
区
と
第
５
区
に
汽
車
製
造
会
社
と
倉
敷
絹
織
（
後
に
倉
敷
航
空
化
学
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木
型
飛
行
機
製
作
工
場
）
、
１
９
４
２
（
昭
和

17）
年
に
立
川
飛
行
機
、
１
９
４
３
（
昭
和

18）
年
に
は
海
軍
艦
政
本
部
示
達
に
よ
る
三

井
造
船
大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
専
門
工
場
岡
山
機
械
製
作
所
を
誘
致
し
た
。
こ
の
岡
南
工
業
地
帯
造
成
の
た
め
１
９
４
３
（
昭
和

18）
年

５
月

25日
、
岡
山
県
知
事
・
橋
本
清
吉
は
鉄
道
大
臣
・
八
田
義
明
に
、
原
料
や
資
材
、
製
品
、
従
業
員
な
ど
を
輸
送
す
る
専
用
鉄
道
敷
設

に
関
す
る
「
宇
野
線
大
元
駅
岡
山
市
福
島
地
内
臨
海
工
業
地
帯
専
用
鉄
道
敷
設
調
査
設
計
委
託
承
認
申
請
ノ
件
」
を
提
出
し
た １２
２。
橋
本
知

事
が
申
請
し
た
大
元
駅
と
岡
南
工
業
地
帯
を
結
ぶ
鉄
道
が
、
戦
時
体
制
に
よ
る
中
断
の
後
１
９
４
６
（
昭
和

21）
年

11月
に
開
業
し
た
、

後
の
岡
山
臨
港
鉄
道
で １２
３、
１
９
８
４
（
昭
和

59）
年

12月

29日
ま
で
走
り
続
け
た
。

岡
山
臨
港
鉄
道
の
起
点
・
大
元
駅
付
近
は
、
１
９
３
８
（
昭
和

13）
年

12月
に
構
想
が
動
き
出
し
た
「
弾
丸
列
車
」
新
岡
山
駅
の
予
定

地
で
あ
っ
た
。
弾
丸
列
車
構
想
と
は
東
京
・
大
阪
間
を
４
時
間
、
東
京
・
下
関
間
は
９
時
間

50分
で
結
ぶ
標
準
軌
鉄
道
で
、
新
岡
山
駅
か

ら
笹
ヶ
瀬
川
の
あ
い
だ
に
客
車
操
車
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
局
悪
化
、
資
材
や
労
働

者
の
不
足
に
と
も
な
い
１
９
４
４
（
昭
和

19）
年
度
、
凍
結
と
な
っ
た １２
４。

新
岡
山
駅
構
想
は
岡
山
市
の
戦
災
復
興
特
別
都
市
計
画
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
大
供
交
差
点
（
岡
山
市
庁
舎
北
側
の
交
差
点
）
付
近

に
官
公
庁
を
集
結
さ
せ
、
大
元
駅
に
は
幅
員

27ｍ
の
岡
山
市
内
西
部
縦
貫
道
路
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
岡
山
駅
は
貨
物
駅

と
さ
れ
、
宇
野
線
以
外
の
も
う
一
線
が
敷
設
さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
（
巻
末
［
図
９
］

１
２
５）。

菱
川
ら
が
申
請
し
た
岡
山
臨
港
鉄
道
は
、
実
在
し
た
岡
山
臨
港
鉄
道
の
一
時
代
前
の
計
画
で
あ
る
。
資
本
金
２
０
０
万
円
、
建
設
資
金

94万
８
０
０
４
円 １２
６、
山
陽
線
岡
山
駅
付
近
を
起
点
、
御
津
郡
福
浜
村
海
岸
を

終
点
と
す
る

総
延
長

21・
６

㎞
（

13・
４

マ
イ
ル
）

１
２
７、
軌
間

１
０
６

７
㎜
の

蒸
気
鉄
道
で
、
駅
間

距
離
は
岡
山
・

鹿
田
間
０
・

96㎞
（
０
・
６

マ
イ
ル
）
、

鹿
田
・
二
日
市
間
２
・
３

㎞
（
１
・
４

マ

イ
ル
）、
二
日
市
・
七
日
市
間
３
・
５
㎞
（
２
・
２
マ
イ
ル
）、

七
日
市
・
福
島
間
５
・

95キ
ロ
（
３
・
７
マ
イ
ル
）、
福
島
・
築
港
間
８
・

９
㎞
（
５
・
５
マ
イ
ル
）
で
あ
っ
た １２
９。
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菱
川
ら
の
申
請
理
由
の
概
要
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
南
に
瀬
戸
内
海
を
控
え
る
岡
山
市
は
、
周
囲
に
豊
穣
な
農
村
を
控
え
る
。
東
西

に
伸
び
る
省
線
は
小
都
市
を
結
び
、
動
力
や
労
働
力
も
十
分
に
備
わ
り
、
商
工
業
の
発
展
に
必
要
な
条
件
が
揃
っ
て
い
る
。
し
か
し
諸
都

市
の
発
展
は
遅
れ
、
停
滞
状
態
に
あ
る
。
そ
の
要
因
は
交
通
機
関
の
不
整
備
と
不
統
一
に
あ
る
。
と
く
に
水
陸
交
通
の
連
絡
の
悪
さ
が
問

題
で
あ
る
。

岡
山
市
の
水
陸
連
絡
は
旭
川
の
京
橋
、
三
蟠
港
と
三
蟠
鉄
道
、
宇
野
港
と
宇
野
線
に
頼
っ
て
い
る
が
、
京
橋
の
河
道
は
年
々
埋
没
し
、

満
潮
時
以
外
は
小
型
船
舶
で
す
ら
遡
上
で
き
ず
、
三
蟠
港
に
停
泊
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
三
蟠
港
で
陸
揚
げ
す
る
に
は
、
積
荷
を
一
旦
浮
き

桟
橋
に
移
し
、
階
段
状
の
荷
揚
場
に
降
ろ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
効
率
が
悪
く
不
便
で
あ
る
。
三
蟠
鉄
道
も
同
様
、
船
の
荷
物
を
一
旦

浮
き
桟
橋
に
移
動
し
、
そ
れ
か
ら
貨
車
に
積
み
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
蟠
鉄
道
と
山
陽
線
が
連
絡
し
て
い
な
い
こ
と
、
宇
野
線
岡

山
・
宇
野
間
の
距
離
と
時
間
、
運
賃
も
大
き
な
ロ
ス
で
あ
る
。
西
大
寺
鉄
道
の
終
点
・
後
楽
園
駅
も
岡
山
駅
と
は
離
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

岡
山
の
交
通
網
は
不
統
一
・
未
完
成
で
、
陸
海
連
絡
は
さ
ら
に
非
効
率
で
あ
る
。
そ
う
し
た
浪
費
の
ツ
ケ
を
負
担
し
て
い
る
の
が
生
産
者

と
生
活
者
で
あ
る
。
岡
山
市
に
は
工
業
発
展
に
必
要
な
地
形
的
条
件
が
備
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紡
績
業
と
製
紙
業
以
外
見
る

べ
き
産
業
が
な
い
。
そ
れ
は
交
通
網
の
不
完
全
さ
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
打
開
策
と
し
て
、
福
浜
・
児
島
湾
間
の
港
湾
を
整
備
し
、
福
浜
・
岡
山
駅
間
に
鉄
道
を
敷
設
し
、
最
短
距
離
の
海
陸
交
通
体
系
を
完

備
す
る
必
要
が
あ
る
。
港
を
幅
４
５
４
・
５
ｍ
（
２
５
０
間
）
か
ら
５
４
５
・
５
ｍ
（
３
０
０
間
）、
水
深

30・
５
ｍ
（

30フ
ィ
ー
ト
）
以

上
と
す
れ
ば
、
１
０
０
０
ト
ン
級
船
舶
の
投
錨
が
可
能
に
な
る
。
岡
山
市
の
発
展
の
た
め
に
は
、
陸
海
交
通
の
不
便
解
消
が
必
須
で
あ
る

１
３
０

。

菱
川
ら
の
こ
の
申
請
を
受
け
取
っ
た
岡
山
県
知
事
・
佐
上
信
一
は
１
９
２
５
（
大
正

14）
年

11月

16日
、
鉄
道
大
臣
・
仙
石
貢
に
「
岡

山
臨
港
鐵
道
敷
設
免
許
申
請
ノ
件
」
と
「
岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
免
許
申
請
調
書
」
を
書
き
送
っ
て
い
る
。
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土
第
五
一
八
二
號

副
申

大
正
十
四
年
十
一
月
十
六
日

岡
山
縣
知
事
佐
上
信
一

鐵
道
大
臣
仙
石
貢
殿

岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
免
許
申
請
ノ
件

管
下
岡
山
臨
港
鐵
道
株
式
會

�發
起
人
菱
川
吉
衛
外
十
名
ヨ
リ
岡
山
市
ヨ
リ
縣
下
御
津
郡
福
濱
村
ニ
至
ル
鐵
道
敷
設
免
許
申
請
ニ
付

調
査
候
處
別
紙
調
書
ノ
通
ニ
有
之
候
條
不
許
可
處
分
相
成
度
候

岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
免
許
申
請
調
書

三
、
事
業
の
效
用

本
鐵
道
敷
設
ノ
目
的
ハ
岡
山
市
ト
児
島
湾
ト
ヲ
結
ヒ
岡
山
市
ニ
於
ケ
ル
水
陸
連
絡
ノ
施
設
ヲ
完
全
ニ
シ
以
テ
商
工
業
ノ
發
展
ニ
資
セ

ム
ト
ス
ル
ニ
ア
リ
、
由
來
岡
山
市
ハ
山
陽
本
線
東
西
ニ
貫
通
シ
宇
野
線
及
伯
備
線
南
北
ニ
走
リ
又
中
國
鐵
道
、
西
大
寺
鐵
道
ア
リ
テ

陸
上
ニ
於
ケ
ル
運
輸
交
通
機
關
ノ
完
備
セ
ル
ニ
反
シ
水
陸
連
絡
機
關
ト
シ
テ
ハ
旭
川
ノ
水
運
及
三
蟠
鐵
道
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
然
カ
モ

旭
川
ハ
河
身
逐
年
埋
没
シ
満
潮
時
ト
雖
モ
二
十
噸
以
上
ノ
船
舶
ハ
出
入
困
難
ナ
ル

�態
ニ
ア
リ
又
三
蟠
鐵
道
ハ
其
ノ
終
点
タ
ル
三
蟠

港
ノ
設
備
不
完
全
ナ
ル
ト
山
陽
本
線
ト
ノ
連
絡
ナ
キ
爲
現
在
ノ
水
陸
連
絡
機
關
ト
シ
テ
ハ
不
完
全
ナ
リ
而
シ
テ
本
鐵
道
ノ
敷
設
ハ
之

レ
カ
缺
点
ヲ
補
ヒ
岡
山
市
ノ
運
輸
交
通
ニ
便
シ
商
工
業
ノ
發
達
ニ
資
ス
ル
ト
コ
ロ
尠
カ
ラ
ス
ト
認
ム

四
、
他
ノ
鐵
道
又
ハ
軌
道
ニ
及
ホ
ス
影
響
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本
鐵
道
ハ
旭
川
ヲ
隔
テ
既
設
三
蟠
鐵
道
ト
併
行
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
現
在
三
蟠
鐵
道
ノ
營
業

�態
ヲ
見
ル
ニ
最
近
五
ヶ
年
間
ノ
利
益
配

當
ハ
左
記
ノ
通
平
均
四
朱
五
厘
ニ
シ
テ
甚
不
振
ノ

�態
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
本
鐵
道
ノ
敷
設
ハ
甚
大
ナ
ル
影
響
を
與
ヘ
經
營
困
難
に
陥
ル

ヘ
キ
モ
ノ
ト
認
ム

記大
正
九
年
度

四
朱
八
厘

大
正
十
年
度

五
朱

大
正
十
一
年
度
四
朱
五
厘

大
正
十
二
年
度
四
朱

大
正
十
三
年
度
四
朱
貳
厘

五
ヶ
年
間
平
均
四
朱
五
厘

六
、
許
否
ニ
關
ス
ル
意
見

本
鐵
道
ハ
岡
山
市
ニ
於
ケ
ル
水
陸
連
絡
機
關
ト
シ
テ
ハ
適
當
ノ
施
設
ト
認
ム
ル
モ
現
在
岡
山
市
及
其
ノ
近
郊
ノ
交
通
該
物
資
集
散
ノ

�勢
ニ
鑑
ミ
此
間
更
ニ
一
線
ヲ
増
設
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
認
メ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
本
鐵
道
ノ
敷
設
ハ
既
設
三
蟠
鐵
道
ヲ
シ
テ
經
營
困
難
ニ

陥
ラ
シ
メ
到
底
両
立
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ヲ
以
テ
本
申
請
ハ
許
可
セ
ラ
レ
サ
ル
ヲ
相
當
ト
認
ム

１
９
２
６
（
大
正

15）

11月

15日
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
取
締
役
社
長
・
藤
原
知
道
は
鉄
道
大
臣
・
井
上
匡
四
郎
に
「
岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設

ノ
件
ニ
關
シ
三
蟠
鐵
道
社
長
藤
原
知
道
提
出
反
對
陳
情
書
供
覧
ノ
件
」
で
、
「
岡
山
市
福
島
臨
港
(岡
山
臨
港
)鐵
道
敷
設
セ
ラ
ル
ゝ
時
ハ

弊
社
ノ
打
撃
甚
大
ニ
付
御
認
可
御
詮
議
ニ
就
テ
ハ
御
配
慮
を
請
フ
」
と
訴
え
た １３
１。
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十
一
月
二
十
九
日

乙
監
鐵
第
八
二
八
四
號

大
正
十
五
年
十
一
月
十
五
日

十
一
月
廿
六
日
決
済

監
第
三
一
五
〇
號

総
務
課
長

岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
ノ
件
ニ
關
シ
三
蟠
鐵
道

�長
藤
原
知
道
提
出
反
對
陳
情
書
供
覧
ノ
件

（
要
旨
）

標
記
出
願
線
ハ
旭
川
ヲ
隔
テ
テ
本

�線
ニ
竝
行
シ
且
同
一
目
的
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
之
カ
免
許
ノ
暁
ハ
自
然
競
爭
ハ
免
レ
サ
ル
ヘ

ク
尚
本
年
度
ヨ
リ
著
手
セ
ラ
ル
ル
旭
川
改
修
工
事
ニ
依
リ
水
運
ノ
便
一
層
加
ハ
ル
ニ
至
レ
ハ
到
底
兩
立
經
營
ハ
困
難
ト
認
メ
ラ
ル
ル

ニ
付
右
出
願
線
御
詮
議
ニ
際
シ
テ
ハ
特
ニ
御
考
慮
相
煩
度

以
下
に
陳
情
書
の
全
文
を
示
す
。

爰
ニ
省
線
大
元
驛
ヲ
基
点
ト
シ
御
津
郡
福
濱
村
ニ
至
ル
岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
認
可
申
請
ニ
對
シ
三
蟠
鐵
道
株
式
會

�取
締
役

�長
藤

原
知
道
謹
ミ
テ
我

�ノ
状
況
ヲ
具
陳
シ
閣
下
ノ
御
熟
慮
ヲ
請
シ
ト
ス
弊

�去
ル
大
正
三
年
二
月
一
日
ノ
創
立
ニ
テ
翌
大
正
四
年
八
月

十
一
日
櫻
橋
三
蟠
間
四
哩
ノ
運
輸
ヲ
開
始
シ
タ
ル
然
ル
ニ
三
蟠
港
ノ
設
備
不
完
全
ナ
ル
ト
基
点
櫻
橋
驛
ノ
一
方
ニ
偏
ス
ル
關
係
ヨ
リ
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貨
物
ノ
吸
收
困
難
ニ
テ
加
フ
ル
ニ
沿
線
ニ
於
テ
名
所
旧
跡
ノ
旅
客
ノ
來
往
ス
ベ
キ
モ
ノ
乏
シ
キ
爲
メ
發
起
當
時
豫
想
ノ
收
入
ヲ
得
ル

能
ハ
サ
リ
シ
カ
バ
大
正
四
年
十
月
十
六
日
軽
便
鐵
道
補
助
ノ
件
ヲ
申
請
大
正
五
年
五
月
二
十
四
日
御
認
可
ノ
指
令
ニ
接
シ
タ
ル
ヲ
以

テ
前
途
ニ
一
縷
ノ
光
明
ヲ
認
メ
鋭
意
旅
客
貨
物
ノ
吸
收
ニ
全
力
ヲ
注
ギ
三
蟠
驛
に
貨
物
積
卸
塲
ヲ
建
設
シ
水
運
業
ヲ
兼
營
シ
テ
石
炭

ノ
中
継
輸
送
ヲ
爲
シ
或
ハ
運
輸
會

�ト
連
絡
シ
テ
児
島
湾
沿
岸
諸
港
ノ
旅
客
吸
收
ヲ
圖
リ
或
ハ
香
川
縣
土
ノ
庄
方
面
行
旅
客
ノ
營
業

航
路
ノ
一
部
ヲ
買
收
シ
或
ハ
高
島
公
園
設
備
費
ヲ
岡
山
市
に
寄
附
シ
テ
其
完
成
を
圖
リ
或
ハ
岡
山
市
内
電
車
線
路
ノ
旭
東
ニ
延
長
ス

ル
ニ
依
リ
弊

�モ
亦
線
路
ヲ
延
長
シ
テ
國
清
寺
驛
ニ
テ
之
ト
接
續
ス
ル
等
多
大
ノ
経
費
ヲ
投
シ
タ
ル
結
果
次
第
ニ
其
收
入
ヲ
増
加
セ

リ
弊

�カ
御
補
助
ヲ
受
ケ
タ
ル
金
額
ヲ
算
ス
レ
ハ
過
去
拾
ヶ
年
ニ
亘
リ
総
計
金
五
萬
壹
千
八
百
五
圓
四
拾
銭
ニ
シ
テ
斯
ル
多
額
ノ
御

補
助
ニ
依
リ
漸
ク
自
營
ノ
緒
ニ
就
ン
ト
ス
ル
ニ
當
リ
近
時
旭
川
ヲ
遡
航
シ
テ
市
内
舩
着
町
ニ
至
ル
石
油
發
動
機
舩
ハ
其
數
二
十
艘
ニ

達
シ
互
ニ
賃
金
ヲ
低
下
シ
テ
旅
客
ノ
爭
奪
ヲ
爲
ス
ヲ
以
テ
之
ニ
依
ル
モ
ノ
次
第
ニ
増
加
シ
前
期
（
自
大
正
十
四
年
十
二
月
至
仝
十
五

年
五
月
）
ノ
如
キ
ハ
前
々
期
（
自
大
正
十
三
年
十
二
月
至
仝
十
四
年
五
月
）
ニ
比
シ
テ
約
二
割
ノ
減
收
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
タ
ル
際
更
ニ

旭
川
ヲ
隔
テ
弊

�線
ト
並
行
セ
ル
岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
セ
ラ
ル
ヽ
時
ハ
同
線
ニ
依
ル
旅
客
ハ
殆
ン
ト
同
一
方
面
ナ
ル
ハ
運
輸
開
始
ノ

後
勢
競
争
ハ
免
レ
サ
ル
ベ
ク
尚
本
年
度
ヨ
リ
着
手
セ
ラ
ル
ヽ
旭
川
改
修
ニ
テ
水
運
ノ
便
一
層
加
ハ
ル
ニ
至
レ
ハ
両
者
共
経
營
難
ニ
陥

ル
ベ
キ
ハ
火
ヲ
睹
ル
ヨ
リ
モ
明
ナ
レ
ハ
同
線
ノ
敷
設
御
認
可
御
詮
議
ニ
際
シ
特
ニ
御
考
慮
相
仰
度
偏
ニ
奉
悃
願
候
頓
首
再
拝

大
正
十
五
年
十
一
月

岡
山
市
門
田
屋
敷
八
番
地

三
蟠
鐵
道
株
式
會

�

取
締
役

�長
藤
原
知
道

菱
川
ら
の
岡
山
臨
港
鉄
道
敷
設
願
は
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
６
月
１
日
に
却
下
さ
れ
た １
３
２。
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岡
山
臨
港
鐵
道
敷
設
願
却
下
ノ
件

大
正
十
三
年
十
二
月
十
日
附
申
請
鐡
道
敷
設
ノ
件
聴
届
ケ
難
シ

理
由

本
件
ハ
既
設
三
蟠
鐵
道
ヲ
経
営
困
難
ニ
陥
ラ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
目
下
ノ
貨
物
集
散
状
態
ニ
於
テ
更
ニ
一
線
増
設
ス
ル
ノ
要
ナ
キ
モ

ノ
ト
被
認
ニ
依
リ
伺
書
ノ
通
リ
處
理
可
然
哉

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
４
月

15日
付
山
陽
新
報
は
「
都
市
計
畫
に
伴
ふ
市
營
の
電
鐵
網
」
で
、
岡
山
市
が
電
鉄
課
を
新
設
し
、
新
し

く
整
備
す
る
幅
員

18ｍ
（

10間
）
以
上
の
道
路

16す
べ
て
に
路
面
電
車
を
走
ら
せ
、
そ
の
う
ち
の
８
線
を
第
一
期
工
事
と
す
る
計
画
で
あ

る
と
報
じ
て
い
る １３
３。
同
月

17日
付
「
土
砂
採
收
の
浚
渫
船
」
で
は
、
旭
川
下
流
域
の
埋
没
で
、
市
政
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
を
憂
い

た
有
識
者
ら
が
旭
川
の
改
修
を
求
め
て
い
る
こ
と
、
水
陸
交
通
の
連
携
を
目
的
と
し
た
福
島
臨
海
鉄
道
計
画
を
伝
え
て
い
る １３
４。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
菱
川
が
申
請
し
た
福
島
軽
便
鉄
道
と
岡
山
臨
港
鉄
道
は
、
岡
山
市
の
都
市
計
画
を
視
野
に
入
れ
た
鉄
道
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
山
陽
新
報
の
「
土
砂
採
收
の
浚
渫
船
」
に
よ
る
と
、
福
島
沖
で
は
県
の
許
可
を
得
た
浚
渫
業
者
が
河
道
で
砂
利
を
採
取

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
材
料
と
し
て
大
阪
方
面
に
送
っ
て
い
る
。
菱
川
ら
は
福
島
や
福
浜
を
、
京
橋
や
三
蟠
に
代
わ
る
岡
山
の
新
し
い
港

と
し
て
整
備
し
、
新
港
と
市
街
地
を
鉄
道
で
結
ぼ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

岡
山
臨
港
鉄
道
の
終
点
・
福
浜
は
、
児
島
湾
干
拓
事
業
第
３
区
と
第
５
区
と
し
て
誕
生
す
る
埋
立
地
で
あ
る
。
堤
防
工
事
は
１
９
１
０

（
明
治

43）
年
に
出
願
さ
れ
、
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
起
工
し
た
が
、
工
事
が
動
き
出
し
た
の
は
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
、
竣
功

は
１
９
４
１
（
昭
和

16）
年
で
あ
っ
た
。
工
事
開
始
か
ら
２
年
が
過
ぎ
た
１
９
２
１
（
大
正

10）
年
、
岡
山
市
は
「
第
三
区
五
区
運
河
及
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び
築
港
並
に
開
墾
に
関
す
る
目
論
見
書
」
を
発
表
し
、
同
区
を
岡
山
市
の
最
適
工
業
地
区
と
す
る
こ
と
、
同
区
と
宇
野
線
鹿
田
駅
の
あ
い

だ
に
大
運
河
を
開
削
す
る
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
。
岡
山
市
は
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
、
内
務
省
か
ら
都
市
計
画
法
の
指
定
を
受
け
、

翌
１
９
２
４
（
大
正

13）
年
に
は
岡
山
市
街
か
ら
宇
野
・
平
井
・
操
陽
・
福
浜
・
高
島
に
お
よ
ぶ
都
市
整
備
の
認
可
を
受
け
た
。
１
９
２

５
（
大
正

14）
年
の
第

51議
会
で
は
、
内
務
省
直
轄
事
業
・
旭
川
改
修
工
事
も
可
決
さ
れ
た
。
旭
川
の
改
修
は
１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年

に
始
ま
り
、
旭
川
河
口
に
近
い
児
島
湾
干
拓
第
３
・
第
５
区
は
浚
渫
土
砂
捨
場
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
新

工
業
地
区
に
は
汽
車
製
造
会
社
岡
山
工
場
、
倉
敷
絹
織
、
立
川
飛
行
機
、
三
井
造
船
の
大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
専
門
工
場
岡
山
機
械
製
作

所
が
進
出
す
る
の
で
あ
る １３
５。

つ
ま
り
、
菱
川
ら
の
岡
山
臨
港
鉄
道
計
画
は
、
「
第
三
区
五
区
運
河
及
び
築
港
並
に
開
墾
に
関
す
る
目
論
見
書
」
に
描
か
れ
た
岡
南
工

業
地
区
の
整
備
を
前
提
と
し
、
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
に
計
画
さ
れ
た
大
運
河
を
鉄
道
に
お
き
換
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

７
三
蟠
鉄
道
の
廃
止

７
―
１

自
動
車
の
普
及

藤
原
讓
太
郎
が
「
岡
山
輕
便
鐵
道
敷
設
免
許
願
」
を
提
出
し
た
１
９
１
０
年
代
は
、
鉄
道
網
の
伸
張
と
と
も
に
、
人
力
車
や
馬
車
、
牛

車
が
増
え
、
そ
れ
ら
が
交
通
機
関
の
主
役
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
１
９
２
０
年
代
に
な
る
と
道
路
や
港
湾
の

整
備
が
進
み
、
自
動
車
の
普
及
率
が
大
き
く
拡
大
し
た
。
岡
山
県
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
大
正
時
代
に
は
馬
車
や
牛
車
、
荷
車
、
人
力

車
に
通
常
自
転
車
や
自
動
自
転
車
（
オ
ー
ト
バ
イ
）、
自
動
車
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
巻
末
［
表
６
］）。

吉
備
線
足
守
駅
は
１
９
０
４
（
明
治

37）
年

11月

15日
、
中
国
鉄
道
岡
山
・
湛
井

た
た
い

間
の
途
中
駅
と
し
て
開
業
し
た
。
駅
は
足
守
の
中
心
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地
か
ら
約
４
㎞
南
に
お
か
れ
た
た
め
、
駅
前
に
は
い
つ
も

40台
前
後
の
人
力
車
が
待
機
し
て
お
り
、
そ
れ
が
足
守
駅
前
の
名
物
風
景
で
あ
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
人
力
車
を
利
用
す
る
人
の
数
は
激
減
し
、
転
業
や
廃
業
が
続
き
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）

年
の
車
夫
は

10余
人
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
車
夫
ら
は
、
吉
備
郡
阿
曽

あ
ぞ

村
（
現
在
の
総
社
市
阿
曽
）
の
素
封
家
に
相
談
し
て
乗
合
自
動
車
を

運
行
す
る
こ
と
に
し
た １３
６。

岡
山
県
初
の
自
動
車
は
１
９
０
４
（
明
治

37）
年
、
山
羽

や
ま
ば

虎
夫
が
制
作
し
た
国
産
第
一
号
の
蒸
気
自
動
車
で
あ
っ
た
。
１
９
０
７
（
明

治

40）
年
に
は
岡
山
駅
・
三
蟠
間
の
バ
ス
路
線
が
申
請
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
県
内
で
も
っ
と
も
早
い
バ
ス
路
線
の
営
業
申
請
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る １３
７。
岡
山
県
で
自
動
車
営
業
が
始
ま
っ
た
の
は
、
西
尾
元
治
郎
が
岡
山
駅
・
東
山
間
と
玉
島
駅
・
玉
島
間
を
結
ん
だ
１
９
１

３
（
大
正
２
）
年
で
あ
っ
た １３
８。
岡
山
市
内
最
初
の
バ
ス
路
線
は
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
山
崎
誠
一
郎
が
開
設
し
た
岡
山
・
片
上
間
で
、

１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
に
は
旭
自
動
車
岡
山
・
西
大
寺
間
の
運
転
も
始
ま
っ
た １３
９。

７
―
２

三
蟠
鉄
道
の
延
命
策

三
蟠
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
藤
原
知
道
は
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
５
月

20日
、
鉄
道
大
臣
・
小
川
平
吉
か
ら
「
瓦
斯
倫

ガ
ソ
リ
ン

自
動

車
併
用
ノ
件
」
の
認
可
を
受
け
た
。
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
と
蒸
機
列
車
を
併
用
す
る
目
的
は
、
運
転
の
容
易
な
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
を
走
ら
せ
る
こ

と
で
競
合
す
る
定
期
乗
合
自
動
車
に
乗
客
を
奪
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
対
策
で
あ
り
、
軽
量
車
両
の
運
行
に
よ
る
経
費
節
減
に
あ
っ
た
。
中

国
鉄
道
会
社
も
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
３
月

27日
、
バ
ス
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
少
単
位
で
頻
繁
運
転
が
可
能
な
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
を

導
入
し
た １４
０。
宇
野
線
に
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
が
投
入
さ
れ
た
の
は
１
９
３
５
（
昭
和

10）
年

11月

28日
、
伯
備
線
倉
敷
・
備
中
高
梁
間
で
ガ
ソ

リ
ン
カ
ー
が
走
り
始
め
た
の
は
１
９
３
６
（
昭
和

11）
年

10月
１
日
で
あ
っ
た １４
１。

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
度
の
私
鉄
営
業
成
績
は
前
年
度
を
大
き
く
下
回
る
数
字
と
な
っ
た
。
営
業
規
模
は
１
９
２
６
（
昭
和
元
）
年
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の
２
２
３
社
か
ら
９
社
増
え
、
営
業
距
離
も
５
６
２
４
・
７
㎞
（
３
４
９
５
マ
イ
ル
）
か
ら
３
８
６
・
２
㎞
（
２
４
マ
イ
ル
）
延
び
た
が
、

建
設
費
に
対
す
る
益
金
は
１
分
減
少
し
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
度
も
さ
ら
な
る
減
収
減
益
が
見
込
ま
れ
た
。
中
国
鉄
道
、
西
大
寺
鉄

道
、
三
蟠
鉄
道
、
下
津
井
電
鉄
、
井
笠
鉄
道
の
営
業
成
績
も
、
不
況
と
自
動
車
と
の
競
争
で
２
年
か
ら
３
年
の
あ
い
だ
減
少
を
続
け
て
い

た １
４
２。１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
１
月

23日
、
藤
原
は
小
川
鉄
道
大
臣
に
岡
山
駅
・
三
蟠
港
間
の
「
自
動
車
兼
營
認
可
申
請
書
」
を
提
出
し
た
。

そ
れ
は
、
岡
山
市
川
崎
町
の
佐
藤
公
久
が
前
年
の
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
９
月

14日
に
運
転
を
始
め
た
サ
ク
ラ
自
動
車
岡
山
駅
・
三
蟠

港
間
乗
合
自
動
車
へ
の
対
抗
策
で
あ
っ
た
。
「
自
動
車
兼
營
認
可
申
請
書
」
は
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
２
月
６
日
に
許
可
さ
れ
、
同
年

４
月
、
藤
原
は
自
動
車
部
を
開
設
し
、
サ
ク
ラ
自
動
車
を
６
０
０
０
円
で
買
収
し
た １４
３。

旭
川
で
は
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
、
そ
の
年
に
起
業
し
た
牛
窓
の
南
備
海
運
が
京
橋
・
日
生
間
の
ポ
ン
ポ
ン
船
定
期
運
航
を
始
め
た
。

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に
は
日
生
汽
船
も
参
入
し
、
京
橋
・
日
生
間
航
路
は
両
社
に
よ
る
熾
烈
な
競
争
の
場
と
な
っ
た １４
４。
三
蟠
鉄
道
に

と
っ
て
、
旭
川
の
あ
ら
た
な
宿
敵
出
現
で
あ
る
。

藤
原
は
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年

10月

20日
、
小
川
鉄
道
大
臣
か
ら
水
族
館
兼
業
を
許
可
さ
れ
、
翌
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
４
月

10

に
開
館
さ
せ
た
。
同
年
７
月
２
日
に
は
、
鉄
道
沿
線
の
宮
道
海
水
浴
場
へ
の
客
誘
致
を
見
越
し
た
飲
食
品
を
販
売
す
る
兼
業
届
も
認
可
さ

れ
た
。
と
こ
ろ
が
自
家
用
車
の
急
速
な
普
及
に
よ
り
鉄
道
各
社
の
旅
客
数
激
減
、
減
収
減
益
が
続
き
、
伯
備
線
が
全
線
開
業
し
た
１
９
２

８
（
昭
和
３
）
年
の
、
９
月
末
時
点
の
利
用
者
数
は
当
初
目
標
を

30万
人
下
回
る
と
い
う
厳
し
さ
で
あ
っ
た １４
５。

７
―
３

西
大
寺
鉄
道
と
の
合
併
談

三
蟠
鉄
道
の
生
き
残
り
を
か
け
た
闘
い
が
続
く
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
、
鉄
道
省
は
私
鉄
の
経
営
合
理
化
を
は
か
る
た
め
、
配
当
金
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の
減
額
、
未
開
業
線
の
免
許
状
返
納
、
会
社
の
合
併
を
勧
告
し
た
。
岡
山
市
内
に
拠
点
を
お
く
中
国
鉄
道
、
西
大
寺
鉄
道
、
三
蟠
鉄
道
の

配
当
割
合
は
中
国
鉄
道
と
西
大
寺
鉄
道
が
１
割
２
分
、
三
蟠
鉄
道
は
９
割
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
鉄
道
と
西
大
寺
鉄
道
の
数
字
に
は

無
理
が
あ
り
、
中
国
鉄
道
は
国
有
化
の
望
み
が
絶
た
れ
た
ば
か
り
、
西
大
寺
鉄
道
は
鉄
道
部
門
と
鉄
道
部
門
と
の
統
合
と
い
う
差
し
迫
っ

た
問
題
を
抱
え
て
い
た １
４
６。

「
６
―
２
岡
山
臨
港
鉄
道
計
画
へ
の
反
対
陳
情
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
岡
山
市
は
市
営
路
面
電
車
線
の
敷
設
を
検
討
し
た
が
、
１
９

３
０
（
昭
和
６
）
年
、
都
市
計
画
街
路
・
網
浜
三
蟠
線
が
三
蟠
鉄
道
国
清
寺
・
網
浜
間
の
線
路
の
上
を
通
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
清

寺
・
網
浜
間
が
岡
山
市
に
買
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
財
界
の
名
士
が
仲
介
す
る
西
大
寺
鉄
道
と
三
蟠
鉄
道
の
合
併

協
議
が
も
た
れ
た
。
合
併
成
立
は
堅
い
が
、
万
が
一
の
と
き
は
西
大
寺
鉄
道
が
三
蟠
鉄
道
を
併
合
し
、
岡
山
駅
・
網
浜
間
を
岡
山
バ
ス
に

よ
る
運
行
に
す
る
、
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
つ
く
ら
れ
た １４
７。
し
か
し
西
大
寺
鉄
道
社
内
の
、
西
大
寺
鉄
道
と
岡
山
バ
ス
の
経
営
を
め
ぐ
る
内

紛
が
あ
っ
た
た
め
、
合
併
は
見
送
り
と
な
っ
た １４
８。

７
―
４

岡
山
都
市
計
画
街
路

現
在
の
岡
山
市
域
は
、
北
部
の
丘
陵
地
帯
か
ら
旭
川
と
吉
井
川
河
口
に
広
が
る
岡
山
平
野
、
児
島
半
島
か
ら
瀬
戸
内
海
沿
岸
南
部
ま
で

の
面
積
７
８
９
・

91平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
岡
山
は
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
県
庁
所
在
地
に
な
り
１
８
７

５
（
明
治
８
）
年
、
近
代
都
市
整
備
事
業
が
始
ま
っ
た
。
ま
ず
岡
山
城
の
堀
埋
め
立
工
事
が
始
ま
り
、
１
８
９
１
（
明
治

24）
年
に
山
陽

鉄
道
岡
山
駅
が
開
業
す
る
と
岡
山
駅
を
核
と
し
た
都
市
づ
く
り
が
動
き
出
し
た
。
中
心
市
街
地
の
交
通
体
系
が
整
備
さ
れ
始
め
た
の
は
、

１
９
１
２
（
明
治

45）
年
の
岡
山
電
気
軌
道
開
業
か
ら
で
あ
る
。

都
市
の
近
代
化
に
向
け
岡
山
市
は
１
９
０
７
（
明
治

40）
年
、
市
区
改
正
調
査
委
員
会
を
設
置
し
た
。
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
は
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市
区
改
正
計
画
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
骨
子
を
、
都
市
計
画
区
域
を
工
業
化
地
帯
に
編
入
す
る
区
画
整
備
事
業
、
旭
川
の
改
修
、
岡
山
港

と
三
蟠
港
の
修
復
、
そ
れ
に
と
も
な
う
街
路
事
業
計
画
、
産
業
都
市
の
構
築
と
し
た
。
し
か
し
計
画
は
政
府
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。

１
９
２
１
（
大
正

10）
年
、
岡
山
市
は
南
部
地
域
の
工
業
地
化
、
新
港
の
開
発
、
旭
川
水
運
の
開
削
を
都
市
計
画
の
目
標
に
掲
げ
、
岡

山
市
周
辺
を
走
る
岡
山
電
気
軌
道
、
三
蟠
鉄
道
、
西
大
寺
鉄
道
の
統
一
、
岡
南
運
河
の
開
削
を
意
図
し
た
。
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
、

内
務
省
都
市
計
画
中
央
委
員
会
は
、
都
市
計
画
法
第
２
次
指
定
に
岡
山
市
ほ
か

25都
市
を
内
定
し
た
。
内
務
省
は
岡
山
市
に
、
都
市
計
画

区
域
に
市
街
４
里
エ
リ
ア
の
平
井
村
、
福
浜
村
、
操
陽
村
、
三
蟠
村
を
将
来
の
工
業
地
帯
に
加
え
る
よ
う
指
示
し
、
１
９
２
６
（
大
正

15）

年
、
岡
山
市
は
都
市
計
画
の
骨
格
と
な
る
岡
山
都
市
計
画
街
路
網
決
定
し
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
、
内
務
省
か
ら
旭
川
改
修
の
開
始
と

三
蟠
港
の
浚
渫
等
を
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
岡
山
都
市
計
画
街
路
網
に
盛
り
込
ま
れ
た
の
が
南
部
工
業
地
域
に
連
絡
す
る
網
浜
三
蟠
線

で
、
完
成
は
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
度
と
さ
れ
た １４
９。

７
―
５

三
蟠
鉄
道
運
輸
営
業
廃
止
ノ
件

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
５
月

25日
、
三
蟠
鉄
道
本
社
で
臨
時
株
主
総
会
が
開
か
れ
た
。
株
主
総
数
４
７
３
名
、
総
株
数
４
０
０
０
の

う
ち

23名
（
１
２
９
５
株
）
が
出
席
、
２
３
２
名
（
１
４
５
８
株
）
の
委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
議
案
は
定
款
変
更
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

第
１
条
、「
鉄
道
」
を
「
自
動
車
」
に
改
め
る
は
否
決
さ
れ
た
。
第
２
条
、「
軽
便
鉄
道
ヲ
敷
設
シ
一
般
旅
客
貨
物
運
輸
ノ
業
」
を
「
自
動

車
運
輸
事
業
」
に
改
め
る
は
承
認
さ
れ
、
鉄
道
部
門
の
廃
止
が
決
ま
っ
た
。
５
月

27日
、
三
蟠
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
藤
原
知
道

は
鉄
道
大
臣
・
江
木
翼
に
鉄
道
廃
止
を
申
請
し
た
。
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昭
和
六
年
五
月
廿
七
日

三
蟠
鐵
道
株
式
會

�

取
締
役

�長
藤
原
知
道

地
方
鐵
道
運
輸
營
業
廢
止
ニ
關
ス
ル
件

鐵
道
大
臣
江
木
翼
殿

當

�鐵
道
國
清
寺
三
蟠
間
全
線
運
輸
營
業
ヲ
廢
止
致
度
候
ニ
付
御
許
可
被
成
下
度
別
関
係
書
類
相
添
ヘ
此
段
申
請
候
也

理
由
書

財
界
ノ
不
況
ト
旭
川
ニ
依
ル
發
動
機
舩
相
互
ノ
競
争
ニ
テ
弊

�鐵
道
運
輸
收
入
ハ
激
減
ヲ
來
シ
收
支
相
償
ハ
サ
ル
ノ
結
果
ヲ
見
ン
ト

ス
折
柄
岡
山
市
都
市
計
畫
事
業
ナ
ル
旭
東
線
道
路
敷
地
ト
シ
テ
基
点
（
國
清
寺
驛
）
ヲ
距
ル
二
〇
八
メ
ー
ト
ル
ヨ
リ
網
濱
停
留
塲
ニ

至
ル
五
九
〇
メ
ー
ト
ル
間
ノ
線
路
ヲ
收
用
セ
ラ
ル
ゝ
タ
メ
現
位
置
ニ
於
ケ
ル
電
車
ト
ノ
連
絡
ハ
不
可
能
ト
ナ
リ
一
層
不
便
ヲ
加
フ
ル

ヲ
以
テ
旅
客
ノ
減
少
今
ヨ
リ
多
カ
ル
ベ
シ
仮
ニ
線
路
ヲ
短
縮
シ
テ
營
業
ヲ
継
續
セ
ン
カ
其
結
果
ヤ
憂
慮
ニ
堪
ヘ
ス
且
昨
秋
ヨ
リ
着
手

セ
ル
旭
川
ノ
改
修
ニ
テ
河
心
ヲ
浚
渫
シ
テ
水
深
ヲ
深
ム
ル
ノ
設
計
ナ
リ
ト
聞
ク
之
ガ
竣
功
ノ
暁
ハ
大
型
舩
舶
ノ
航
行
自
由
ト
ナ
ル
ベ

シ
サ
レ
バ
層
一
層
貨
客
ニ
影
響
ヲ
及
ボ
ス
ベ
シ
依
テ
今
回
敢
然
方
針
ヲ
変
更
シ
兼
業
ト
セ
自
動
車
營
業
ヲ
専
業
ニ
移
サ
ン
ト
ス

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
６
月
１
日
、
藤
原
の
申
請
を
受
け
取
っ
た
岡
山
県
は
、
岡
山
県
知
事
・
中
野
邦
一
名
で
江
木
鉄
道
大
臣
に

「
地
方
鐵
道
運
輸
營
業
廢
止
ニ
關
ス
ル
件
」
を
送
っ
た
。

地
方
鐵
道
運
輸
營
業
廢
止
ニ
關
ス
ル
件
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管
内
三
蟠
鐵
道
株
式
會

�
�長

ヨ
リ
別
紙
ノ
通
鐵
道
運
輸
營
業
廢
止
方
出
願
ニ
付
調
査
ス
ル
ニ
本
鐵
道
ハ
大
正
二
年
十
月
敷
設

�許

ヲ
受
ケ
仝
四
年
八
月
開
業
シ
爾
來
引
續
キ
營
業
中
ノ
處
近
時
財
界
不
況
ノ
爲
其
ノ
收
入
減
シ
タ
ル
折
柄
鐵
道
敷
地
ノ
一
部
ヲ
岡
山
都

市
計
畫
業
事
業
路
線
タ
ル
旭
東
線
道
路
敷
ニ
收
用
サ
ラ
ル
ヽ
事
ト
ナ
リ
尚
内
務
省
ニ
於
テ
旭
川
改
修
工
事
施
行
ニ
當
リ
本
川
ノ
河
心

ヲ
浚
渫
ス
ル
ノ
計
畫
ア
リ
若
シ
之
等
實
現
ノ
暁
ハ
船
舶
航
行
上
非
常
ニ
便
ヲ
得
本
鐵
道
ノ
貨
客
ハ
將
來
一
層
激
減
ヲ
來
シ
營
業
上
至

難
ナ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
フ
ル
依
テ
本
會

�ト
シ
テ
此
際
右
營
業
ヲ
廢
止
シ
自
動
車
ノ
ミ
ニ
ヨ
ル
運
輸
ヲ
爲
サ
ム
ト
ス
ル
ハ
機
宜
ニ
適
シ

タ
ル
處
置
ニ
シ
テ
事
情
無
巳
義
ト
相
認
候
條
願
意
御
許
可
相
成
度
此
段
度
御
申
候

６
月

23日
、
江
木
鉄
道
大
臣
は
「
三
蟠
鐵
道
運
輸
營
業
廢
止
ノ
件
」
で
鉄
道
廃
止
を
つ
ぎ
の
と
お
り
許
可
し
た
。

（
岡
山
縣
經
由
）

三
蟠
鐵
道
株
式
會

�

昭
和
六
年
五
月
二
十
七
日
附
三
甲
第
七
號
申
請
鐵
道
運
輸
營
業
廢
止
ノ
件
許
可
ス

年
月
日

大
臣

（
理
由
）

本
鐵
道
基
点
附
近
ハ
岡
山
市
都
市
計
畫
事
業
タ
ル
旭
東
線
道
路
敷
地
ト
シ
テ
收
用
セ
ラ
ル
ヽ
結
果
現
在
位
置
ニ
於
ケ
ル
電
車
ト
ノ
連

絡
ハ
不
可
能
ト
ナ
リ
且

�ニ
着
手
セ
ル
旭
川
ノ
改
修
工
事
竣
工
ノ
暁
ハ
大
型
船
舶
ノ
航
行
自
由
ト
ナ
リ
其
ノ
經
營
上
ニ
及
ス
影
響
ハ
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甚
ダ
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
今
回
敢
然
其
ノ
經
營
ヲ
變
更
シ
自
動
車
運
輸
ヲ
以
テ
之
ニ
代
ヘ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
事
情
已
ム
ヲ

得
サ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
ヽ
ヲ
以
テ
伺
案
ノ
通
處
理
可
然
哉

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
６
月

30日
、
藤
原
は
江
木
鉄
道
大
臣
に
「
營
業
廢
止
ニ
關
ス
ル
件
」
を
送
っ
た
。

昭
和
六
年
六
月
卅
日

岡
山
市
門
田
屋
敷
八
番
地

三
蟠
鐵
道
株
式
會
社
取
締
役
社
長
藤
原
知
道

鐵
道
大
臣
江
木
翼
殿

營
業
廢
止
ニ
關
ス
ル
件

昭
和
六
年
六
月
廿
四
日
附
監
第
一
五
三
〇
號
ヲ
以
テ
御
許
可
相
成
候
國
清
寺
三
蟠
間
鐵
道
運
輸
營
業
六
月
二
七
日
限
リ
廢
止
奉
リ
候

間
及
此
段
御
届
候
也

１
９
３
１
（
昭
和
６
）
年
８
月

18日
火
曜
日
付
「
官
報
」
第
１
３
９
１
号
に
、
三
蟠
鉄
道
の
廃
止
を
告
げ
る
「
鐵
道
營
業
廢
止
」
が
掲

載
さ
れ
た １５
０。

本
年
六
月
二
十
四
日
三
蟠
鐵
道
株
式
會

�ニ
對
シ
三
蟠
國
清
寺
間
鐵
道
運
輸
營
業
廢
止
ヲ
許
可
シ
タ
ル
ニ
同
二
十
八
日
實
施
ノ
旨
届

出
ア
リ
タ
リ
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廃
止
に
あ
た
り
、
三
蟠
鉄
道
会
社
が
岡
山
県
と
鉄
道
省
に
提
出
し
た
理
由
書
を
記
し
、
本
稿
を
終
え
る
。

理
由
書

現
今
我
國
地
方
鉄
道
ノ
大
半
ハ
乗
合
自
動
車
ノ
脅
威
ヲ
受
ケ
鉄
道
收
入
ニ
影
響
ヲ
及
ボ
ス
ヲ
以
テ
之
ガ
對
策
ト
シ
テ
旅
客
吸
收
ノ
方

法
ト
シ
テ
自
動
車
ノ
兼
業
ヲ
ナ
シ
或
ハ
瓦
斯
倫
客
車
ヲ
運
轉
ス
ル
等
ノ
方
策
ヲ
講
シ
ツ
ヽ
ア
リ
弊

�モ
昭
和
二
年
並
行
乗
合
自
動
車

ノ
競
争
ニ
テ
之
ヲ
防
止
ス
ル
爲
メ
自
動
車
ノ
營
業
ヲ
開
始
シ
興
行
資
金
一
万
円
余
ヲ
投
下
シ
車
体
ノ
償
却
ヲ
モ
爲
シ
得
ス
收
支
常
ニ

損
失
ヲ
招
キ
居
レ
リ
加
フ
ル
ニ
線
路
ニ
並
行
セ
ル
旭
河
ヲ
航
行
セ
ル
石
油
發
動
機
舩
ハ
最
近
非
常
ニ
增
加
シ
一
日
三
十
回
以
上
ノ
往

復
ヲ
ナ
シ
互
ニ
賃
金
ヲ
五
銭
乃
至
拾
銭
ニ
低
下
シ
テ
競
争
セ
ル
ヲ
以
テ
間
接
ノ
打
撃
ヲ
蒙
リ
大
正
十
三
四
年
ニ
於
テ
ハ
相
當
ノ
來
往

セ
シ
児
島
郡
東
部
ノ
旅
客
貨
物
ハ
現
今
全
テ
發
動
機
舩
ニ
依
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
年
ト
共
ニ
一
割
乃
至
二
割
ノ
收
入
減
ヲ
來
セ
リ
此
状
況

ニ
テ
推
移
セ
ン
ハ
借
入
金
ノ
金
利
支
拂
ニ
モ
不
足
ヲ
生
ス
ル
ヤ
モ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
今
之
ガ
轉
回
ノ
策
ヲ
樹
ス
ル
ノ
好
機
ナ
リ
ト
信
ズ

幸
カ
不
幸
カ
岡
山
市
都
市
計
畫
事
業
旭
東
線
ノ
一
部
着
工
ニ
依
リ
弊
線
ノ
一
部
ヲ
本
年
度
ニ
於
テ
收
用
ス
ル
事
ト
ナ
リ
之
カ
補
償
費

ト
シ
テ
七
万
五
百
九
拾
円
ノ
支
拂
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
タ
レ
バ
線
路
ノ
変
更
ヲ
爲
サ
ズ
財
團
借
入
金
ノ
償
還
ニ
充
當
シ
國
清
寺
驛

敷
地
一
千
余
坪
ノ
処
分
ニ
テ
他
ノ
借
入
金
及
優
先
株
式
金
四
万
円
ヲ
殆
ン
ト
償
却
シ
得
ベ
シ
而
シ
テ
現
線
路
矩
縮
シ
テ
網
濱
停
留
塲

ヲ
始
發
点
ト
ナ
サ
ン
カ
市
内
電
車
ト
ノ
連
絡
ナ
ク
一
層
不
便
ノ
地
ニ
移
ル
ベ
キ
ヲ
以
テ
旅
客
ハ
現
在
ヨ
リ
モ
三
割
以
上
ノ
減
少
ヲ
來

ス
ハ
明
カ
ナ
リ
旦
線
路
ノ
短
縮
ニ
テ
營
業
費
ノ
節
約
ハ
多
ク
テ
期
待
ス
ル
能
ハ
サ
レ
ハ
其
成
績
ヤ
損
失
ト
ナ
ル
ベ
シ

旭
河
ノ
改
修
工
事
ニ
テ
干
潮
時
水
深
二
メ
ー
ト
ル
ヲ
保
持
ス
ベ
ク
河
中
ニ
河
ヲ
造
ル
ノ
設
計
ニ
テ
河
口
ヨ
リ
工
事
ニ
着
手
セ
ル
ヲ
以

テ
成
工
ノ
暁
ハ
舟
運
ノ
便
倍
加
ス
ベ
ケ
レ
ハ
現
在
弊
線
ニ
依
ル
岡
山
瓦
斯
工
場
用
ノ
石
炭
モ
九
州
ヨ
リ
來
ル
本
舩
ハ
直
チ
ニ
瓦
斯
工
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塲
ノ
附
近
ニ
入
舩
ス
ル
計
畫
ナ
レ
バ
此
貨
物
運
賃
モ
断
念
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
又
現
ニ
多
少
ノ
收
入
ヲ
得
ツ
ヽ
ア
ル
宮
道
海
水
浴
塲
モ

二
三
年
後
ニ
至
レ
ハ
旭
河
ノ
改
修
ニ
依
リ
テ
使
用
ス
ル
能
ハ
サ
ル
事
ト
ナ
ル
ベ
シ

斯
ノ
如
ク
前
途
悲
觀
ノ
材
料
ノ
ミ
ナ
レ
バ
断
然
乗
合
自
動
車
ヲ
専
業
ト
シ
河
川
ノ
改
修
ニ
依
リ
縣
道
モ
一
直
線
ト
ナ
リ
路
面
モ
拡
張

サ
ル
レ
ハ
之
ヲ
利
用
シ
テ
始
發
点
ヲ
市
ノ
中
央
部
に
近
キ
旭
西
ニ
置
キ
經
費
ノ
節
約
ヲ
計
リ
最
近
沿
線
平
井
村
モ
岡
山
市
ニ
編
入
セ

ラ
レ
本
年
中
ニ
ハ
終
点
ナ
ル
三
蟠
村
モ
亦
岡
山
市
ニ
編
入
セ
ラ
レ
ン
ト
調
査
中
ナ
レ
バ
將
來
郡
市
事
業
ノ
發
表
ニ
伴
ヒ
旅
客
ノ
來
往

モ
增
加
ス
ベ
シ
之
カ
吸
收
ニ
努
力
シ
テ
再
生
ヲ
途
リ
謀
ラ
ン
ト
ス

尚
鉄
道
廢
止
後
ニ
於
ケ
ル
自
動
車
營
業
ハ
車
數
五
台
（
十
六
人
乗
）
ヲ
充
當
シ
三
台
ヲ
常
時
運
轉
シ
二
台
ヲ
以
テ
豫
備
車
ト
シ
一
日

運
轉
回
數
最
小
限
度
二
十
二
往
復
ノ
豫
定
ヲ
旅
客
ノ
集
散
状
況
ニ
依
リ
漸
次
車
數
ヲ
增
加
シ
一
般
交
通
ニ
支
障
ヲ
及
ボ
サ
ザ
ル
計
畫

ナ
リ

追
テ
弊
線
ニ
依
ル
貨
物
ハ
網
濱
ナ
ル
瓦
斯
工
塲
及
門
田
ナ
ル
紡
績
工
場
行
貸
切
扱
石
炭
ノ
ミ
ナ
ル
カ
運
賃
ハ
現
在
舟
運
ニ
依
ル
方
一

頓
ニ
附
約
拾
銭
低
廉
ナ
ル
以
テ
右
荷
主
ニ
何
等
ノ
迷
惑
ヲ
及
ハ
ザ
ル
見
込
ナ
リ

お
わ
り
に

岡
山
県
初
の
軽
便
鉄
道
は
１
９
１
１
（
明
治

44）
年
に
開
業
し
た
中
国
鉄
道
稲
荷
（
現
在
の
吉
備
線
備
中
高
松
）
・
稲
荷
山
２
・
７
㎞

で
あ
る
。
以
来
１
９
２
３
（
大
正

12）
年
の
片
上
鉄
道
片
上
・
和
気
間
８
・
６
㎞
開
業
ま
で
、
軽
便
鉄
道
５
路
線
が
開
業
し
た
が
、
い
ず

れ
も
現
存
し
な
い
。
そ
の
な
か
で
も
っ
と
も
早
く
姿
を
消
し
た
の
が
三
蟠
鉄
道
で
あ
っ
た
。
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
は
三
蟠
鉄
道
廃
線

か
ら

90年
目
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
歴
史
に
は
ま
だ
ま
だ
解
明
を
待
っ
て
い
る
事
項
が
多
数
あ
る
。
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三
蟠
鉄
道
資
料
調
査
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
吉
備
人
出
版
の
金
澤
健
吾
氏
で
あ
る
。
収
集
し
た
資
料
を
も
と
に
顕

彰
誌
を
編
集
す
る
三
蟠
鉄
道
研
究
会
に
協
力
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
三
蟠
鉄
道
研
究
会
会
長
・
内

田
武
宏
氏
ら
は
、
線
路
跡
を
保
存
し
、
駅
跡
に
駅
標
を
設
置
し
た
り
、
三
蟠
駅
跡
を
資
料
館
と
し
て
整
備
し
た
り
す
る
顕
彰
事
業
、
講
演

会
や
見
学
会
な
ど
を
と
お
し
て
三
蟠
鉄
道
の
歴
史
を
伝
え
る
活
動
、
一
次
資
料
の
収
集
な
ど
を
鋭
意
続
け
て
き
た
。
そ
の
熱
心
な
活
動
に

動
か
さ
れ
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
や
国
立
公
文
書
館
で
資
料
を
閲
覧
し
て
起
こ
し
た
の
が
小
稿
で
あ
る
。

三
蟠
鉄
道
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
軌
間
２
フ
ィ
ー
ト
６
イ
ン
チ
鉄
道
で
あ
る
が
、
資
料
を
ひ
も
と
い
て
は
じ
め
て
認
識
し
た
こ
と
が
多

数
あ
っ
た
。
岡
山
軽
便
鉄
道
と
し
て
免
許
を
申
請
し
、
免
許
状
を
下
付
さ
れ
た
後
、
三
蟠
軽
便
鉄
道
、
三
蟠
鉄
道
に
商
標
変
更
し
た
こ
と
。

岡
山
軽
便
鉄
道
計
画
以
前
か
ら
、
岡
山
電
気
軌
道
計
画
や
岡
山
市
都
市
計
画
、
西
大
寺
鉄
道
と
深
い
因
縁
が
あ
っ
た
こ
と
。
開
業
後
に
は

新
規
参
入
を
は
か
ろ
う
と
し
た
福
島
軽
便
鉄
道
と
岡
山
臨
港
鉄
道
計
画
に
対
し
て
不
認
可
陳
情
を
行
っ
た
こ
と
。
旭
川
交
通
の
復
活
を
鉄

道
廃
止
の
要
因
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
岡
山
市
の
都
市
開
発
事
業
が
大
き
く
か
ら
ん
で
い
た
こ
と
、
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

小
稿
は
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年

11月
ま
で
の
第
一
次
調
査
を
ま
と
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
さ
ら
な
る
調
査
で
、
よ
り
精
度
を
高
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
三
蟠
鉄
道
の
顕
彰
、
三
蟠
鉄
道
研
究
会
の
活
動
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

謝
辞吉
備
人
出
版
の
金
澤
健
吾
氏
、
小
稿
に
写
真
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
岡
山
模
型
店
の
赤
木
幸
茂
氏
と
倉
敷
市
の
森
田
酒
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
森
田
昭
一
郎
氏
に
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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料

―170―

建設費 貨物噸哩 旅客人哩 貨物収入 旅客収入 営業費 鉄道純益

180,000 492,750 574,875 19,170 17,246.25 16,425 20,531.25

表１ 岡山軽便鉄道会社収支概算（単位：円）151

項 数量 平均単価 金高 備考

測量および監督費 6哩1/2 1,200 5,400

用地費 6町6反 700 46,200

土工費 8,000坪 3 24,000

橋梁費 180呎 70 12,600 径間12哩以上

溝渠費 180呎 55 9,900 径間10哩以下

軌道費 5町 5,000 25,000 材料工費共

停車場および停留場費 7ヶ所 700 4,900 停車場3停留場4

車両費 30両 13,500 40,500 機関車3台、貨車10台、客車7台

諸建物費 60坪 40 2,400

雑費 2,100

総係費 5,000 内金3,000円会社創立費

予備費 2,000

計 180,000 敷設費

表２ 岡山三蟠間線路敷設費用概算、延長4マイル40チェーン（単位：円）152

名称 所在地
位置

設備
哩 鎖 節 km

櫻橋停車場 岡山市大字網浜 0 3 00.06

本屋、乗降場、機関車庫、
物置、便所、石炭台、給水
器、待避側線、貨物積卸場、
貨物側線

湊停留場 上道郡平井村大字平井字五軒屋 0 38 50 0.7乗降場

上屋敷停留場 上道郡平井村大字平井字上屋敷 1 0 0 1.6乗降場

平井停車場 上道郡平井村大字平井字伊庭 1 47 0 2.5乗降場、待避側線、駅務室

宮道停車場 上道郡三蟠村大字三蟠字一割 2 18 25 3.6

本屋、物置、便所、乗降場、
向乗降場、上下場内信号機、
向乗降場上家、貨物積卸場、
貨物側線

浜中停留場 上道郡三蟠村大字三蟠字六割 3 7 50 4.9乗降場及上家

三蟠停車場 上道郡三蟠村大字江並字十二割 4 2 97 6.4
本屋、乗降場、貨物積卸場、
物置、便所、待避側線、貨
物側線

表３ 桜橋三蟠間駅 153153

152

151
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名称
位置 径間

桁 橋台 橋脚 基礎
哩 鎖 節 数 長(呎)長(m)

小橋開渠 0 16 60 1 3 0.9鋼工桁 粗石積 杭打コンクリート

新堀開渠 0 28 77
1 6 1.8

鋼工桁 粗石積 粗石積 杭打板敷
1 8 2.4

倉安川橋梁 0 47 65 1 30 9.1鋼工桁 粗石積 杭打板敷

杉下開渠 0 61 70 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打コンクリート

北堀開渠 1 9 32 1 6 1.8鋼工桁 粗石積 杭打板敷

�田開渠 1 15 68 1 6 1.8鋼工桁 粗石積 杭打板敷

北川開渠 1 30 30 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

第一祇園川橋梁 1 32 3 1 12 3.7鋼工桁 粗石積 杭打板敷

堂敷開渠 1 34 68 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

濱堀開渠 1 43 82 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

藤崎開渠 1 79 87 1 5 1.5鋼工桁 粗石積 杭打板敷

北畠開渠 2 23 72 1 8 2.4鋼工桁 粗石積 杭打板敷

髙畠開渠 2 37 26 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

河田開渠 2 42 65 1 5 1.5鋼工桁 粗石積 杭打板敷

中畠開渠 2 49 40 1 7 2.1鋼工桁 粗石積 杭打板敷

十助開渠 2 62 81 1 6 1.8鋼工桁 粗石積 杭打板敷

武右ェ門開渠 2 68 78 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

濱中開渠 2 76 30 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

黒右ェ門開渠 3 2 85 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

仕切北開渠 3 9 18 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

仕切南開渠 3 9 54 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

喜ノ吉開渠 3 15 67 1 4 1.2鋼工桁 粗石積 杭打板敷

第二祇園川橋梁 3 23 55 1 12 3.7鋼工桁 粗石積 杭打板敷

表４ 桜橋三蟠間橋梁（溝橋を含む）154
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種類 重量 両数 製作所 形式構造

機関車 8トン 2
1915(大正4)年5月、大日
本軌道鉄工部

4輪連結サイドタンク

客車
自重4トン、2等室14人、
3等室24人

2
1915(大正4)年5月、岡山
市内田鉄工所

2･3等合造4輪ボギー車、
螺旋手用制動機付

客車 自重4トン、定員50人 2
1915(大正4)年5月、岡山
市内田鉄工所

3等4輪ボギー車、螺旋手
用制動機付

貨車 自重3.25トン、積重4トン 1
1915(大正4)年5月、岡山
市内田鉄工所

有蓋4輪ボギー車、螺旋手
用制動機付

貨車 自重3トン、積重4トン 6
1915(大正4)年5月、岡山
市内田鉄工所

無蓋4輪ボギー車、螺旋手
用制動機付

貨車
自重3.25トン、積重緩室
1トン、積重貨物室3トン

2
1915(大正4)年5月、岡山
市内田鉄工所

有蓋緩急4輪ボギー車、螺
旋手用制動機付

表５ 三蟠軽便鉄道車両

年度
馬車

牛車 荷車
自動車

人力車
自転車

その他
乗用 荷積 乗用 荷積 自動 通常

大正元 1912 44 2,020 1,12549,645 4,787 15,691

大正５ 1916 42 2,405 1,06453,424 4,044 34 31,986 120

大正９ 1920 18 3,017 1,21258,019 58 1 3,565 44 62,740 31

大正131924 7 3,472 1,52244,127 220 44 2,685 183108,276 118

昭和３ 1928 2 2,882 1,27330,521 610 254 1,490 473140,113 2,832

昭和７ 1932 2,044 93016,969 956 609 610 506160,383 8,558

昭和111936 1,864 85113,725 1,292 990 349 482199,26514,587

昭和151940 1,891 1,40618,093 ー ー 165 330239,27622,096

表６ 岡山県の車両保有台数の推移（単位：台、『岡山県史』第７巻近代Ⅱ）

図９ 「岡山市都市計画道路予定線図（部分）」、制作年不詳、岡山市立図書館蔵。
東西に加筆した太い線が弾丸列車ルート。楕円部分が新岡山駅予定地。
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注

１
「
軌
間
決
定
に
関
す
る
大
隈
侯
の
直
話
」（
石
井
満
『
日
本
鉄
道
創
業
史
話
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和

27年
）、
２
５
８
頁
。

２
５
万
分
の
１
地
形
図
「
岡
山
南
部
」（
部
分
）、
内
務
省
地
理
調
査
部
、
１
９
４
６
年

11月

30日
に
加
筆

３
「
三
蟠
」
（「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

33岡
山
県
』
、
角
川
書
店
、
１
９
８
９
年
）
、
５
３
１
～
５
３
２
頁
。

４
「
新
田
開
発
の
幕
開
け
」（
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史
』
第
７
巻
近
世
Ⅱ
、
岡
山
県
、
昭
和

61年
）、
１
９
２
～
１
９
３
頁
。

５
「
倉
田
新
田
と
倉
安
川
」、
同
２
０
６
頁
。

６
「
上
道
郡
沖
新
田
の
開
発
」、
同
２
１
５
～
２
１
７
頁
。

７
「
沖
新
田
へ
の
入
植
」、
同
２
１
７
頁
。

８
「
三
蟠
」、
前
掲
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

33岡
山
県
』、
５
３
１
～
５
３
２
頁
。

９
「
図
８
百
間
川
と
沖
新
田
」、
前
掲
『
岡
山
県
史
』
第
７
巻
近
世
Ⅱ
、
２
１
８
～
２
１
９
頁
。

１
０
「
三
蟠
港
へ
外
国
船
渡
来
」（
三
蟠
港
村
誌
編
纂
委
員
会
編
『
三
蟠
村
誌
』、
三
蟠
村
誌
刊
行
委
員
会
、
昭
和

57年
）、

18頁
。

１
１
「
明
治
初
期
の
河
川
改
修
」（
岡
山
市
史
編
纂
委
員
会
編
、『
岡
山
市
史
』
産
業
経
済
編
、
岡
山
市
役
所
、
昭
和

41年
）、
３
６
８
頁
。

１
２
「
激
し
い
土
砂
の
堆
積
」（
倉
敷
市
史
研
究
会
編
『
新
修
倉
敷
市
史
』
第
５
巻
近
代
（
上
）、
倉
敷
市
、
２
０
０
２
年
）、
６
８
１
頁
。

１
３
波
田
善
夫
「
大
量
に
木
炭
を
使
用
す
る
「
タ
タ
ラ
製
鉄
」
」
（
岡
山
理
科
大
学
『
岡
山
学
』
研
究
会
編
シ
リ
ー
ズ
『
岡
山
学
』
２
『
吉
井
川
を
科
学
す

る
』、
吉
備
人
出
版
、
２
０
０
４
年
）、

39頁
。

１
４
「
旭
川
改
修
」（
岡
山
市
役
所
編
『
岡
山
市
史
』
第
６
巻
、
岡
山
市
役
所
、
昭
和

13年
）、
４
３
１
８
頁
。

１
５
「
治
水
建
言
」（
岡
山
河
川
工
事
事
務
所
『
高
梁
川
史
』、
岡
山
河
川
工
事
事
務
所
、
昭
和

50年
）、

78～

79頁
。

１
６
「
旭
川
の
運
航
船
」（
明
治

33年
５
月

28日
土
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
１
頁
。

１
７
「
三
蟠
港
と
岡
山
間
の
人
力
車
と
巡
航
船
」、
前
掲
『
三
蟠
村
誌
』、

42頁
。

１
８
「
明
治
時
代
の
三
蟠
交
通
」、
同

38頁
。

１
９
「
明
治
初
期
の
三
蟠
港
と
蒸
気
船
」、
同

41頁
。
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２
０
「
三
蟠
港
と
岡
山
間
の
人
力
車
と
巡
航
船
」、
同

42頁
。

２
１
「
維
新
期
の
変
動
と
岡
山
海
運
・
汽
船
会
社
の
推
移
」、
前
掲
『
岡
山
市
史
（
産
業
経
済
編
）』、
６
５
０
～
６
５
２
頁
。

２
２
「
汽
車
の
影
響
（
船
客
減
少
）」（
明
治

24年
３
月

25日
水
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
３
頁
。

２
３
「
岡
山
に
鉄
道
全
通
後
の
船
客
」（
明
治

24年
６
月

26日
金
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

２
４
明
治

33年

12月
１
日
土
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」、
６
頁
ほ
か
。

２
５
「
四
国
連
絡
航
路
」（
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史
』
第

10巻
近
代
Ⅰ
、
岡
山
県
、
昭
和

61年
）、
６
５
６
～
６
５
７
頁
。

２
６
「
維
新
期
の
変
動
と
岡
山
海
運
・
汽
船
会
社
の
推
移
」、
前
掲
『
岡
山
市
史
（
産
業
経
済
編
）』、
６
５
０
～
６
５
６
頁
。

２
７
「
連
絡
運
送
と
兼
営
航
路
」（
日
本
国
有
鉄
道
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
４
巻
、
日
本
国
有
鉄
道
、
昭
和

47年
）、
４
３
０
頁
。

２
８
野
崎
意
登
七
『
九
蟠
村
史
』、
岡
山
市
立
公
民
館
九
蟠
分
館
、
昭
和

46年
。

２
９
「
九
蟠
港
の
今
昔
」、
同
１
～
４
頁
。

３
０
川
崎
源
太
郎
『
山
陽
吉
備
之
魁
』、
私
家
版
、
明
治

16年
。

３
１
同
、

90～

93頁
。

３
２
「
九
蟠
」、
前
掲
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

33岡
山
県
』、
４
１
６
頁
。

３
３
川
崎
源
太
郎
『
山
陽
吉
備
之
魁
』（『
絵
で
見
る
明
治
商
工
便
覧
』
第
８
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
昭
和

62年
）、

91頁

３
４
同

91頁

３
５
「
私
設
鉄
道
会
社
の
蔟
出
」（
日
本
国
有
鉄
道
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
３
巻
、
日
本
国
有
鉄
道
、
昭
和

46年
）、

18～

29頁
。

３
６
同

28～

29頁
。

３
７
「
戦
後
経
営
と
鉄
道
国
有
」（
日
本
国
有
鉄
道
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
５
巻
、
日
本
国
有
鉄
道
、
昭
和

47年
）、

13頁
。

３
８
「
私
設
鉄
道
の
買
収
」（
日
本
国
有
鉄
道
編
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
通
史
、
日
本
国
有
鉄
道
、
昭
和

49年
）、
１
５
５
頁
。

３
９
「
戦
後
経
営
と
鉄
道
国
有
」、
前
掲
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
５
巻
、

15頁
。

４
０
「
輕
便
鐡
道
法
」（「
官
報
」
第
８
０
４
６
号
、
明
治

43年
４
月

21日
）、
５
１
３
頁
。
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４
１
「
輕
便
鐡
道
補
助
法
」（「
官
報
」
第
８
３
３
２
号
、
明
治

44年
３
月

23日
）、
５
５
２
頁
。

４
２
「
軽
便
鉄
道
法
と
私
設
鉄
道
」、
前
掲
『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
通
史
、
１
８
１
頁
。

４
３
『
運
輸
省
公
文
書
（
国
立
公
文
書
館
）』

17、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
、
１
５
９
頁
。

４
４
「
輕
便
鐵
道
指
定
」（「
官
報
」
第
５
８
０
号
、
大
正
３
年
７
月
７
日
）、
１
６
７
頁
。

４
５
『
運
輸
省
公
文
書
(国
立
公
文
書
館
)』

20、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
、
１
８
１
頁
。

４
６
「
輕
便
鐵
道
免
許

�下
付
」（「
官
報
」
第
３
１
９
号
、
大
正
２
年
８
月

21日
）、
３
６
７
頁
。

４
７
『
運
輸
省
公
文
書
（
国
立
公
文
書
館
）』

19、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
、
１
１
６
頁
。

４
８
「
西
大
寺
鉄
道
株
式
会
社
年
表
」（
両
備
バ
ス
編
『
西
大
寺
鉄
道
五
十
二
年
の
歩
み
』、
両
備
バ
ス
、
昭
和

37年
）、
１
４
７
～
１
４
８
頁
。

４
９
「
花
畑
」、
前
掲
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

33岡
山
』、
９
０
４
頁
。

５
０
「
近
代
・
現
代
」（
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史
』
第

17巻
年
表
、
岡
山
県
、
平
成
３
年
）、
３
４
２
頁
。

５
１
「
九
蟠
軽
便
鉄
道
収
支
概
算
書
」、
前
掲
『
運
輸
省
公
文
書
（
国
立
公
文
書
館
）』

19、
１
２
０
頁
。

５
２
「
起
業
目
論
見
書
」、
同
１
１
６
頁
。

５
３
「
金
岡
湊
之
部
」、
前
掲
『
山
陽
吉
備
之
魁
』、

93～
97頁

。

５
４
「
鐵
道
開
通
後
西
大
寺
の
商
況
」（
明
治

24年
４
月
３
日
金
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

５
５
「
九
蟠
港
近
況
」（
明
治

24年
６
月

27日
土
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
３
頁
。

５
６
「
貨
物
多
し
」（
明
治

24年
７
月
８
日
水
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
３
頁
。

５
７
「
金
岡
湊
一
等
湊
問
屋
山
西
武
十
郎
」、
前
掲
『
山
陽
吉
備
之
魁
』、

95頁
。

５
８
「
金
岡
湊
魚
市
塲
櫻
井
吉
三
郎
支
店
」、
同

94頁
。

５
９
「
西
大
寺
備
前
金
陵
山
會
陽
之
圖
」、
同

97頁
。

６
０
「
西
大
寺
北
ノ
町
一
等
湊
問
屋
藤
家
源
三
郎
」、
同

99頁
。

６
１
「
沿
岸
の
施
設
」（
高
見
章
夫
編
『
宇
野
開
港
史
』、
宇
野
町
役
場
、
昭
和
６
年
）、
３
頁
。
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６
２
「
宇
野
線
―
夜
明
け
前
―
」（
森
田
平
四
郎
『
倉
敷
雑
記
―
資
料
と
学
習
の
記
録
』
１
、
私
家
版
、
昭
和

56年
）、

66～

87頁
。

６
３
「

�務
總
况
」
（
山
陽
鉄
道
会
社
編
『
第

32回
明
治

36年
度
上
半
期
営
業
報
告
』
、
山
陽
鉄
道
会
社
、
明
治

36年
）、
７
頁
。
老
川
慶
喜
編
『
明
治
期
私

鉄
営
業
報
告
書
集
成
（
４
）
山
陽
鉄
道
会
社
』
第
５
巻
、
日
本
経
済
評
論
社
、
２
０
０
５
年
、
２
５
９
頁
に
掲
載
。

６
４
「
官
廳
司
令
」
（
山
陽
鉄
道
会
社
編
『
第

33回
明
治

36年
度
下
半
期
営
業
報
告
』
、
山
陽
鉄
道
会
社
明
治

37年
）
、
８
頁
。
同
『
明
治
期
私
鉄
営
業
報
告

書
集
成
（
４
）
山
陽
鉄
道
会
社
』
第
５
巻
、
３
０
０
頁
に
掲
載
。

６
５
「
宇
野
線
」
(『
日
本
国
有
鉄
道
百
年
史
』
第
６
巻
、
日
本
国
有
鉄
道
、
昭
和

47年
）、
１
２
５
～
１
２
６
頁
。

６
６
「
築
港
へ
の
過
程
」、
前
掲
『
岡
山
県
史
』
第

10巻
近
代
Ⅰ
、
６
２
６
頁
。

６
７
「
児
島
鉄
道
敷
設
仮
免
状
下
付
ノ
件
」、『
公
文
雑
纂
』
第

22巻
、
明
治

26年
、
逓
信
省
、
国
立
公
文
書
館
蔵
。

６
８
同
。

６
９
同
。

７
０
「
児
島
鉄
道
株
主
総
会
」（
倉
敷
市
史
研
究
会
編
『
新
修
倉
敷
市
史
』
第

11巻
史
料
近
代
（
上
）、
１
９
９
８
年
、
７
７
９
～
７
８
０
頁
。

７
１
「
私
設
鐵
道
敷
設

�許

�下
付
」（「
官
報
」
第
３
８
１
３
号
、
明
治

29年
３
月

18日
）、
２
７
９
頁
。

７
２
「
中
備
鉄
道
株
式
会
社
ノ
発
起
人
発
起
並
鉄
道
敷
設
仮
免
許
下
付
ノ
件
」、『
公
文
雑
纂
』
第

26巻
、
明
治

29年
、
逓
信
省
、
国
立
公
文
書
館
蔵
。

７
３
「
児
島
鉄
道
株
式
会
社
鉄
道
延
長
敷
設
ノ
件
」、『
公
文
雑
纂
』
第

28巻
、
明
治

30年
、
逓
信
省
、
国
立
公
文
書
館
蔵
。

７
４
「
私
設
鐵
道
敷
設

�許

�下
付
」（「
官
報
」
第
４
３
１
４
号
、
明
治

30年

11月

16日
）、
２
０
７
頁
。

７
５
「
南
北
鉄
道
株
式
会
社
延
長
線
敷
設
免
許
状
下
付
ノ
件
」、『
公
文
雑
纂
』
第

24巻
、
明
治

31年
、
逓
信
省
２
、
国
立
公
文
書
館
蔵
。

７
６
「
幻
の
児
島
鉄
道
」（
倉
敷
の
自
然
を
ま
も
る
会
編
『
児
島
風
土
記
』、
倉
敷
の
自
然
を
ま
も
る
会
、
昭
和

57年
）、
３
２
１
～
３
２
６
頁
。

７
７
前
掲
「
南
北
鉄
道
株
式
会
社
延
長
線
敷
設
免
許
状
下
付
ノ
件
」、『
公
文
雑
纂
』
第

24巻
。

７
８
「
瑜
伽
山
大
権
繁
昌
の
こ
と
」
（
多
和
和
彦
『
児
島
産
業
史
の
研
究
塩
と
繊
維
』
児
島
の
歴
史
第
１
巻
、
「
児
島
の
歴
史
」
刊
行
会
、
昭
和

34年
）、
１

５
５
～
１
５
６
頁
。

７
９
同
１
５
１
頁
。
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８
０
「
下
津
井
軽
便
鉄
道
の
頃
」、
前
掲
『
児
島
風
土
記
』、
３
２
９
頁
。

８
１
「
輕
便
鐵
道
免
許

�下
付
」（「
官
報
」
第
８
２
１
９
号
、
明
治

43年

11月

12日
）、
２
６
３
頁
。

８
２
「
下
津
井
軽
便
鉄
道
の
開
通
」
（
改
訂
版
茶
屋
町
史
刊
行
委
員
会
編
『
改
訂
版
茶
屋
町
史
』
、
改
訂
版
茶
屋
町
史
刊
行
委
員
会
、
平
成
元
年
)、
３
２
１

頁
。

８
３
「
下
津
井
の
将
來
」（
大
正
２
年
５
月
５
日
月
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
３
頁
。

８
４
「
山
陰
西
線
」（
鐵
道
院
米
子
建
設
事
務
所
編
『
山
陰
線
建
設
概
要
』、
鐵
道
院
米
子
建
設
事
務
所
、
明
治

45年
５
月
）、

54～

55頁
。

８
５
「
設
立
の
由
來
」（
大
正
４
年
８
月

11日
水
曜
日
付
「
中
國
民
報
」）、
５
頁
。

８
６
「
下
津
井
の
将
來
」、
前
掲
大
正
２
年
５
月
５
日
月
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」、
３
頁
。

８
７
「
岡
山
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
願
届
ニ
関
シ
意
見
及
進
達
ノ
件
」
、
『
鐵
道
院
文
書
第

10門
私
設
鐵
道
及
軌
道
三
輕
便
鐵
道
三
蟠
輕
便
鐵
道
巻
一
自
大

正
二
年
至
大
正
五
年
』。

８
８
「
岡
山
輕
便
鐵
道
敷
設
免
許
ノ
件
」、
同
。

８
９
「
輕
便
鐵
道

�許
状
下
付
」、（「

官
報
」
第
３
１
９
号
、
大
正
２
年
８
月

21日
）、
３
６
７
頁
。

９
０
「
岡
山
輕
鐵
創
立
総
會
」（
大
正
３
年
２
月
２
日
月
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

９
１
「
三
蟠
輕
鐵
社
長
選
定
」（
大
正
３
年
２
月
５
日
木
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

９
２
「
岡
山
輕
鐵
創
立
総
會
」、
前
掲
大
正
３
年
２
月
２
日
月
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」、
２
頁
。

９
３
「
三
蟠
輕
鐵
社
長
選
定
」、
前
掲
大
正
３
年
２
月
５
日
木
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」、
２
頁
。

９
４
「
御
届
」、
前
掲
『
鐵
道
院
文
書
第

10門
私
設
鐵
道
及
軌
道
三
輕
便
鐵
道
三
蟠
輕
便
鐵
道
巻
一
自
大
正
二
年
至
大
正
五
年
』。

９
５
「
認
可
申
請
書
」、
同
。

９
６
「
岡
山
輕
便
鐵
道
社
名
變
更
ノ
件
」、
同
。

９
７
「
申
請
」、
同
。

９
８
「
三
蟠
輕
便
鐵
道
起
業
目
論
見
書
中
線
路
短
縮
ノ
件
」、
同
。
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９
９
「
三
蟠
輕
鐵
開
通
」（
大
正
４
年
８
月

11日
水
曜
日
付
「
中
國
民
報
」）、
５
頁
。

１
０
０
「
三
蟠
輕
鐵
の
開
通
」
（
大
正
４
年
８
月

11日
水
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」
）、
別
冊
。
「
三
蟠
輕
鐵
開
通
期
」
（
大
正
４
年
７
月

29日
木
曜
日
付
「
山
陽
新

報
」）、
２
頁
。

１
０
１
「
三
蟠
軽
便
鐵
道
株
式
會
社
軽
便
鐵
道
櫻
橋
三
蟠
間
線
路
敷
設
工
事
竣
功
監
査
報
告
」
、
前
掲
『
鐵
道
院
文
書
第

10門
私
設
鐵
道
及
軌
道
三
輕
便
鐵

道
三
蟠
輕
便
鐵
道
巻
一
自
大
正
二
年
至
大
正
五
年
』。

１
０
２
「
三
蟠
輕
便
鐵
道
運
輸
開
始
ノ
件
」、
同
。

１
０
３
「
三
蟠
輕
鐵
開
通
式
」（
大
正
４
年
８
月

12日
木
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
７
頁
。

１
０
４
「
三
蟠
鉄
道
」（
森
田
平
三
郎
『
倉
敷
雑
記
―
資
料
と
学
習
の
記
録
』
４
、
私
家
版
、
平
成
５
年
）、
１
７
８
頁
。

１
０
５
「
契
約
書
」、
前
掲
『
鐵
道
院
文
書
第

10門
私
設
鐵
道
及
軌
道
三
輕
便
鐵
道
三
蟠
輕
便
鐵
道
巻
一
自
大
正
二
年
至
大
正
五
年
』。

１
０
６
「
混
乱
の
時
代
」（
岡
山
電
気
軌
道
株
式
会
社
編
『
お
か
で
ん
七
十
年
の
歩
み
』、
毎
日
写
真
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
社
、
昭
和

55年
）、
１
７
８
頁
。

１
０
７
「
前
史
」、
同
１
６
２
～
１
６
４
頁
。

１
０
８
「
確
立
の
時
代
（
大
正
元
年
～

15年
）」
(『
岡
山
電
気
軌
道
（
運
輸
省
）』（
２
）、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
蔵
、
１
７
０
～
１
７
２
頁
。

１
０
９
「
大
正
七
年
後
半
期
第
拾
八
回
營
業
報
告
書
」、
同
１
８
３
～
１
８
９
頁
。

１
１
０
「
京
橋
」
（
岡
山
県
教
育
庁
文
化
財
課
編
『
岡
山
県
の
近
代
化
遺
産
―
岡
山
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
』
、
岡
山
県
文
化
財
保
護
協
会
、
平
成

17年
）、
１
５
１
頁
。

１
１
１
「
三
蟠
輕
鐵
延
長
計
畫
」（
大
正
６
年
９
月
６
日
木
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

１
１
２
「
三
蟠
輕
鐵
延
長
豫
定
線
路
變
更
」（
大
正
７
年
３
月

27日
水
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

１
１
３
「
三
蟠
輕
鐵
延
長

�長
及
課
長
と
市
理
事
者
協
議
」（
大
正
７
年
６
月

23日
日
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

１
１
４
「
御
願
書
」
、『
鐵
道
院
文
書
第
１
門
監
督
第
一
種
二
地
方
イ
免
許
輕
便
鐵
道
三
蟠
鐵
道
（
元
三
蟠
輕
便
鐵
道
）
自
大
正
六
年
至
大
正
十
二
年
』
、
国

立
公
文
書
館
蔵
。

１
１
５
「
福
島
軽
便
鉄
道
」
（
『
運
輸
省
公
文
書
（
国
立
公
文
書
館
）
』
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
)、

98頁
、
１
１
７
頁
、
１
２
４
～
１
２
５
頁
、
１
３
２
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頁
。

１
１
６
「
臨
港
鐵
道
敷
設
申
請
」（
大
正

14年
１
月

11日
日
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」
夕
刊
）、
１
頁
。

１
１
７
「
山
陽
海
岸
鐵
道
の
期
成
同
盟
具
體
化
鹿
田
驛
を
起
點
と
し
て
西
大
寺
、
伊
部
を
經
て
有
年
に
到
る
」
（
大
正

10年
９
月
１
日
木
曜
日
付
「
山
陽
新

報
」
）
、
２
頁
。
「
山
陽
海
岸
豫
定
線
西
大
寺
期
成
同
盟
會
岡
山
同
盟
會
と
相
呼
應
し
昨
日
西
大
寺
町
に
氣
勢
を
掲
ぐ
」
（
大
正

10年
９
月

16日
金
曜
日

付
「
山
陽
新
報
」）、
６
頁
ほ
か
。

１
１
８
「
西
鐵
と
三
鐵
の
築
港
競
爭
福
島
鐵
道
座

�せ
ず
旭
川
浚
渫
が
解
決
上
重
要
な
鍵
三
者
頻
に
頭
を
惱
す
今
日
此
頃
」
（
大
正

10年
５
月
４
日
水
曜
日
付

「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

１
１
９
「
電
鐵
市
營
準
備
委
員
規
定
は
六
日
の
參
事
會
に
附
義
お
名
殘
案
の
市
會
は
十
日
頃
に
」
（
大
正

10年
５
月
４
日
水
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」
）
、
２
頁
ほ

か
。

１
２
０
前
掲
「
西
鐵
と
三
鐵
の
築
港
競
爭
福
島
鐵
道
座

�せ
ず
旭
川
浚
渫
が
解
決
上
重
要
な
鍵
三
者
頻
に
頭
を
惱
す
今
日
此
頃
」
、
大
正

10年
５
月
４
日
水
曜

日
付
「
山
陽
新
報
」。「
福
島
臨
港
鐵
道
の
認
可
申
請
書
の
行
方
衛
縣
か
ら
申
達
し
た
か
せ
ぬ
か
の
通
知
未
だ
來
な
い
」（
大
正

10年
６
月
８
日
月
曜
日

付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

１
２
１
「
臨
港
鐵
道
認
可
さ
れ
る
か
師
團
存
置
運
動
で
上
京
中
だ
っ
た
以
東
助
役
は
歸
來
し
て
語
る
」
（
大
正

10年
１
月

30日
金
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」
）、
２

頁
。「
福
島
臨
港
鐵
道
は
寧
ろ
大
元
驛
に
結
べ
某
鐵
道
通
は
語
る
」（
大
正

10年
４
月
９
日
木
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

１
２
２
「
戦
時
下
の
岡
南
工
業
地
帯
」
（
岡
山
臨
港
鉄
道
編
『
創
業

30周
年
記
念
岡
山
臨
港
鉄
道
の
生
立
ち
と

30年
の
あ
ゆ
み
』
、
岡
山
臨
港
鉄
道
、
昭
和

57

年
）、
８
頁
。「
専
用
鉄
道
敷
設
の
申
請
」、
同

15頁
。

１
２
３
「
汽
車
会
社
専
用
側
線
単
独
着
工
」、
同

26頁
。

１
２
４
「
弾
丸
列
車
」
（
日
本
鉄
道
建
設
業
協
会
編
『
日
本
鉄
道
請
負
業
史
』
大
正
・
昭
和
（
前
期
）
篇
、
日
本
鉄
道
建
設
業
協
会
、
昭
和

53年
）
、
６
９
４

頁
、
６
９
７
頁
、
７
０
０
頁
。

１
２
５
「（
備
考
）
高
速
度
列
車
（
弾
丸
列
車
）
構
想
」、
前
掲
『
創
業

30周
年
記
念
岡
山
臨
港
鉄
道
の
生
立
ち
と

30年
の
あ
ゆ
み
』、

19頁
。

１
２
６
「
岡
山
臨
港
鐵
道
」（『
運
輸
省
公
文
書
(国
立
公
文
書
館
）』、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
所
蔵
)、

77頁
。
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１
２
７
同

76頁
。

１
２
８
同
。

１
２
９
同
１
０
３
頁
。

１
３
０
同

87～
91頁

。

１
３
１
同
１
０
６
頁
。

１
３
２
同

73頁
。

１
３
３
「
都
市
計
畫
に
伴
ふ
市
營
の
電
鐵
網
」（
昭
和
２
年
４
月

15日
金
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

１
３
４
「
土
砂
採
收
の
浚
渫
船
で
旭
川
口
の
航
運
を
阻
害
市
民
生
活
に
非
常
な
影
響
」（
昭
和
２
年
４
月

17日
日
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
２
頁
。

１
３
５
「
三
・
五
区
干
拓
と
岡
南
地
区
の
成
立
」、
前
掲
『
岡
山
市
史
（
産
業
経
済
編
）』、
３
４
５
～
３
４
９
頁
。

１
３
６
「
人
力
車
夫
蹶
起
す
乗
合
自
動
車
營
業
を
計
畫
救
濟
方
法
を
知
事
宛
に
請
願
す
」（
昭
和
５
年
２
月
１
日
土
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
３
頁
。

１
３
７
「
三
蟠
軽
鉄
」、
前
掲
『
岡
山
市
史
（
産
業
経
済
編
）』、
６
３
０
頁
。

１
３
８
「
広
が
る
自
動
車
交
通
網
」（
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史
』
第

11巻
近
代
Ⅱ
、
岡
山
県
、
昭
和

62年
）、
２
５
７
頁
。

１
３
９
同
２
５
８
頁
。

１
４
０
「
年
表
」（
中
鐵
バ
ス
編
『
中
鐵
九
十
年
の
歩
み
』、
中
鐵
バ
ス
、
平
成
３
年
）、
２
１
７
頁
。

１
４
１
「
岡
山
の
鉄
道
関
連
年
表
」（
山
陽
新
聞
社
編
『
写
真
集
岡
山
の
鉄
道
』、
山
陽
新
聞
社
出
版
局
、
昭
和

62年
）、
２
３
９
頁
。

１
４
２
「
私
鐵
の
經
營
愈
困
難
自
動
車
業
に
荒
さ
れ
て
」（
昭
和
４
年
５
月
８
日
水
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
４
頁
。

１
４
３
「
三
蟠
鐵
の
發
展
サ
ク
ラ
自
動
車
を
買
收
經
營
す
」（
昭
和
３
年
９
月

16日
日
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
４
頁
。

１
４
４
「
岡
山
港
の
発
展
」、
前
掲
『
岡
山
市
史
（
産
業
経
済
編
）』、
６
６
４
頁
。

１
４
５
「
青
色
吐
い
き
の
鐵
道
旅
客
が
激
減
し
て
豫
定
收
入
よ
り
非
常
な
減
額
各
驛
長
に
團
體
客
斡
旋
方
通
知
」
（
昭
和
４
年

12月
５
日
「
山
陽
新
報
」
）、
２

頁
。

１
４
６
「
私
鐵
の
合
理
化
中
国
―
西
大
寺
―
三
蟠
―
等
々
前
途
は
何
う
動
く
？
」（
昭
和
５
年
２
月
８
日
土
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
４
頁
。
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１
４
７
「
三
蟠
、
西
大
寺
両
鐵
道
の
合
併
談
某
々
名
士
に
依
っ
て
促
進
中
或
い
は
提
携
程
度
に
止
ま
る
か
」
（
昭
和
６
年
３
月
１
日
付
「
山
陽
新
報
」
）、
４
２

１
頁
。

１
４
８
「
西
鐵
側
の
内
紛
か
ら
三
蟠
側
の
總
會
延
期
合
併
は
當
分
見
込
み
な
し
」（
昭
和
６
年
３
月

20日
火
曜
日
付
「
山
陽
新
報
」）、
４
頁
。

１
４
９
小
野
芳
朗
、
興
津
洋
佑
「
戦
前
期
の
岡
山
市
都
市
計
画
街
路
の
形
成
」
（
『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第

76巻
第
６
６
７
号
、
日
本
建
築
学
会
、

２
０
１
１
年
）、
１
７
３
５
～
１
７
４
０
頁
。

１
５
０
「
鐵
道
營
業
廢
止
」（「
官
報
」
第
１
３
９
１
号
、
昭
和
６
年
８
月

18日
）、
４
７
１
頁
。

１
５
１
「
岡
山
軽
便
鉄
道
会
社
収
支

�算
書
」
、
前
掲
『
鐵
道
院
文
書
第

10門
私
設
鐵
道
及
軌
道

三
輕
便
鐵
道
三
蟠
輕
便
鐵
道
巻
一
自
大
正
二
年
至
大

正
五
年
』。

１
５
２
「
岡
山
三
蟠
間
線
路
敷
設
費
用

�算
」、
同
。

１
５
３
「
桜
橋
三
蟠
間
停
車
場
表
」、
同
。

１
５
４
「
桜
橋
三
蟠
間
橋
梁
表
(溝
橋
ヲ
含
ム
)」、
同
。

１
５
５
「
車
輌
表
」、
同
上
。

１
５
６
表

52「
車
両
保
有
台
数
の
推
（
単
位

：

台
）」、
前
掲
『
岡
山
県
史
』
第

11巻
近
代
Ⅱ
、
２
５
６
頁
。
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